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乱☆恋２


婚約者は16人!?





舞阪 洸
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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　得能正太郎
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　イ・ウー・ハン国のジョ・ウハ宮きゆう殿でん。


　この国の王子や王女は国の各地にある宮殿の管理を任されていて、リカルド王子の婚こん約やく者であるユーリ・ユァン・ハンも、ここ、ジョ・ウハにある精せい霊れいイィ・ウゥを祀まつった宮殿の維い持じ・管理を担っていた。


　維持・管理だけでなく、開祖イィ・ウゥへの祈いのりを毎日捧ささげることも、王族としての重要な責務である。


　ちょうど今、ユーリは祈き魂ごん殿でんでの朝のお勤め――イィ・ウゥへの祈り――を終えて自室へ戻もどってきたところだった。


　ユーリが身に着けている、襞ひだのあるゆったりとした長なが裳もは、イィ・ウゥに祈りを捧げるときの制服のような物だ。赤や白、紫むらさきなどをあしらった派手な色合いも、予あらかじめ決められたものである。


　ユーリが長裳と冠かぶり物ものを脱ぬぎ捨すて、薄うす物ものだけになったとき、ユーリの小こ姓しよう、ギ・アナが部屋に駆かけ込んできた。


「ユーリ様、ユーリ様」


「騒そう々ぞうしいですよ、ギ・アナ」


「あ、すみません」


　小こ柄がらで落ち着いた物もの腰ごしのユーリは、ぱっと見、男子なのか女子なのか見分けがつかない。薄物の下の体の線からすると少年のようでもあるが、可か愛わいい顔立ちは少女のものである。どことなく不思議な雰ふん囲い気きを湛たたえたユーリだった。


　一方、小姓のギ・アナも主人に負けず中性的な印象だ。短い筒つつ袴ばかまがよけい少年っぽさを醸かもしだしているのかもしれないが、こちらは少し胸が膨ふくらんでいることから、かろうじて少女だということが見て取れる。


　薄物の上に上着を着け、筒袴を穿はくと、ユーリは小姓に向き直った。
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「で、どうしましたか？」


「どうもこうもユーリ様、リディア王国から文書が届いたんです。正確にはリディア王国のリディーアウゲン城から、ですけど」


　それだけで、ギ・アナが何を言いたいかがユーリには判わかった。


「つまり、リカルド様からの文書なんですね」


「はい、そうです。一いつ緒しよに入っていた託ことづけによると、王子様ご一行は明日あした、お城を出発されるとのことです。ですから、二、三日のうちには、こちらへお出いでになるのじゃありませんか？」


「なるほど、そうですか。では、リカルド様をお迎むかえするための準備に取りかからなくてはなりませんね」


「ですけどユーリ様、リカルド王子様は、リカルド王子様からの使者という立場でご来訪されるそうですよ？」


「ややこしいですね」


　とユーリは苦笑する。


「身分を隠かくしてのご訪問ですから、大々的な歓かん迎げいはできませんか。といいますか、王子様からの使者を僕が自ら歓迎するのもおかしな話ですし、外に向けては通常の使者を迎えるという形になりますかね」


　ギ・アナが、ですね、と頷うなずいた。


「それと、リディア王国のリカルド王太子からの使者がここを訪れること、都にも報しらせておいたほうがいいですね。隣りん国ごくのこともありますから、今では国内の警備が厳しくなっていますし」


「シュールティス王国の反乱騒さわぎ……のことですよね、ユーリ様が仰おつしやっているのは」


「ええ、そうです」


「それにしても、カルヴェルグ城の王女様、どうされたんでしょうねぇ？」


「シュールティスの新政権からは何度も問い合わせがありましたし、あの様子ではあちらも身み柄がらを確保できていないようですね」


「先方は『イ・ウー・ハン国へ逃にげたはずだ』なんて言ってましたけど、何か確証があっての話だったんですかね？」


「確証はないけれど、それなりの傍ぼう証しようはあったのでしょう。それが何かは僕にも判りませんけど」


「でも、こちらには来てません。ということは、どこか別の国に逃げていったわけですよね……って、まさか」


　何かを思いついたのか、ギ・アナは、ぽん、と手を打った。


「リディア王国へ逃げたのではありません？　だってカルヴェルグの王女様、リディアのリカルド王子様と婚約していたじゃないですか」


　ユーリは首を捻ひねりながら応こたえた。


「その可能性もありますけど……どうでしょうか。国を追われた王族を匿かくまう、そんな危険なことをリディア王国が敢あえてするかどうか」


「しませんか？」


「可能性としては低いと思いますね」


「そうですか～～」


「ただ、僕はリカルド様のことをよく知りませんから、断定はできませんけれど。国としては匿えなくても、リカルド様個人で匿う……という可能性はたしかにあります」


「ですよね。義を見てせざるは勇者じゃないって言いますものね」


「勇者かどうかはさておいて。もしそうだとすると、僕の立場が微び妙みようになってきます」


「え？」


「だって婚約者のひとりを、それも国を追われている婚約者を個人的に匿っているんですから。リカルド様にしてみれば、かなりの冒ぼう険けんです。つまりリカルド様は、カルヴェルグ城のセフィア王女に、冒険をするだけの価値を見み出いだしたことになります」


「あ……あ～～」


　ユーリの指し摘てきになんと言って応えるべきか、ギ・アナの視線は少し宙を彷徨さまよったが。


「だ、大だい丈じよう夫ぶですよ。ユーリ様の魅み力りよくの前には、どんな国の王女様だって霞かすんでしまいますから！」


　くすっと笑ったが、ユーリは直すぐに笑みを消した。


「でも、僕は今、こんなですから」


「あ……え～と、それも大丈夫です。だって、女王様だって……」


「あ、女王様といえば！」


　ギ・アナが、びくぅっっ、と腰こしを引いた。


「え？　じょ、女王様がどうかしましたか？」


「さすがに女王様には、リカルド様本人のご来訪をお教えしておかなくてはと思って」


「あぁ、そうですよね」


「僕とリカルド様の話であると同時に、イ・ウー・ハン国とリディア王国の話でもあるわけですから」


「ですね。ですよね」


「どうかしたの、ギ・アナ。何か気になることでも？」


「いえぇ。何もないですよ、何も」


「そう？」


「はい、そうです」


「なら、いいんですけど。では、僕が女王様宛あてに文ふみを書きますから、それをイ・ウー宮殿にいらっしゃるユゥ・ノス女王に届けてもらうよう手配しておいてください」


「わっ、判りましたぁ」


　敬礼のような仕草をしてから、くるりと回れ右をしたギ・アナは、そそくさとユーリの部屋から出ていった。


「やれやれ、ふだんはもう少し落ち着いている子なのに」


　ユーリは苦笑を浮うかべるが、それも一いつ瞬しゆんだけのこと。直ぐに笑みを消し、天てん井じようを見上げるようにして呟つぶやいた。


「リカルド様、この時期に僕のところを訪れますか。これも運命……ということなのでしょうかねぇ」


　天井を見上げるユーリの目には、どことなく寂さびしそうな、不安そうな光が見えた。
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　ここはリディア王国王太子リカルドの居きよ城じよう、リディーアウゲン城。





「なぁ、セフィア、本当に行くつもりか？」


　自室でくつろいでいたリカルド王子は、お茶を運んできたセフィアに真しん剣けんな顔を向けると、彼女も負けじと真剣な顔で頷うなずいた。


「もちろんじゃとも」


　セフィア・セレニゥス・シュールティス。それが彼女の正式な名前だ。リディアの隣りん国ごく、シュールティス王国の第六王おう女じよである。


　しかし今は訳あって、リカルドの侍じ女じよという触ふれ込みで、ここ、リディーアウゲン城に滞たい在ざいしている。したがって、今日のセフィアの出で立ちは侍女に相応ふさわしい女給服。しかも腰衣フアルデイアの丈たけはかなり短かった。


「でもなぁ」


　リカルドはあまり気乗りがしない態度である。


「なんじゃ？　リカルド殿どのは吾われが一いつ緒しよに行くのは嫌いやか？　迷めい惑わくか？」


　嫌じゃないけど、ちょっと迷惑かもなぁ。


　リカルドはそんなふうに思ったり思わなかったり。もちろん、そんな本音を面と向かってセフィアに言うことはしない。


「もちろん嫌じゃないさ」


　と、とりあえず否定しておく。


「でも、今回のシュールティスでの騒そう動どうの当事者であるセフィアがいると、ほら、交こう渉しよう事とか、やりにくい面も出てくる……と思うんだよ」


　リカルドがそう言うのも無理はなくて。


　現状、セフィアの立場はかなり微び妙みようで、置かれている状じよう況きようは、なかなかに複雑だった。


　ついこのあいだシュールティス王国で起きた謀む反ほんの結果、セフィアの両親、国王と王おう妃ひは捕つかまり、実兄の第一王子が討ち死にした。


　王と王妃の確実な安あん否ぴは、その後も聞こえてこない。まだ処しよ刑けいされていないとしても、幽ゆう閉へいされているのは確実だ。


　実権を握にぎった第二王子セルヴィンにとって、王妃の実子であるセフィアは邪じや魔まな存在。リカルドの下に匿かくまわれていることが判れば、即そく座ざに、そして強きよう硬こうに引ひき渡わたしを要求されるだろう。彼女の存在は秘しておかなくてはならない。


　だからこそ、ここ、リディーアウゲン城では、セフィアはリカルドの侍女ということになっていて、こうして女給服姿でリカルドのためにお茶を淹いれているのだ。


　彼女を匿っていることは、リカルドの父親、リディア国王にすら明かしていない。


　なのにリカルドの婚こん約やく者巡めぐりの旅にセフィアが同道すれば、何かの拍ひよう子しで相手に正体がバレないとも限らない。バレたら、シュールティスに通報される虞おそれもある。そんなことになれば、リディアとシュールティスの外交問題に発展するのは確実。


　リカルドとしては、そんな事態だけは何がなんでも避さけなくてはならなかった。


　それだけじゃないんだよな。俺が残り十五人もの婚約者を巡って、今の婚約をどうするのか、続けるのか解消するのか、さらに発展させるのかを決めてくる旅に、その婚約者のひとりが一緒だってことが他の婚約者にバレたら、とんでもなく厄やつ介かいなことになりそうな気が……。


　外交的に危険な要素は少しでも減らしておきたいとリカルドが思うのは、外交立国リディアの王太子として当然のことではあった。


　だが、セフィアのほうではそんな配はい慮りよをするつもりは毛頭ないらしく、


「セフィアの正体がバレたら困るだろ」


　とリカルドが釘くぎを刺さしても、彼女はまったく考えを改めようとしない。


「大だい丈じよう夫ぶじゃ。何しろ吾われはリカルド王子様の専用侍女じゃからの。吾がシュールティスの王女だなどとは誰だれも思いはせんよ」


　リカルドは小さなため息を吐つく。


　どうやら何を言っても無む駄だそうだな。この王女様、けっこう意地っ張りというか、強情なんだよなぁ。


　それだけセフィアがリカルドのことを気に入ってくれて、彼と他の婚約者がどうなるのかを気にかけているのだと思うと、無む下げに断ることもできない。


「判ったよ。じゃあ、予定どおり一緒に行くってことで」


「うむ。当然じゃ」


　セフィアは満足そうに頷いた。
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　前回の旅、つまりリカルドが十六人の婚約者を巡る旅の第一弾だんでは、会う予定の婚約者はセフィアだけだったが、今回は最低でもふたりを予定している。


　つい先日、シュールティスで政変劇があったばかりだ。他の国もぴりぴりしているかもしれないから、旅先での移動に関しても、訪問先での話し合いに関しても、細心の注意が必要となる。


　ということで、予め綿密な打ち合わせをしておこうと思い、王子は旅を共にする者たちを自室に集めた。


　呼び集められたのは、前回も王子の供をしたアイオリッタとマリウス、ネゥネゥにカオルゥの四人に加え、今回同道することになったセフィアと、カルヴェルグ城で彼女の侍女長を務めていたリィシャのふたり、合わせて六人だ。


　王子の私室はそれなりに広いものの、簡素な作りである。


　床ゆかにこそ厚い絨じゆう毯たんが敷しいてあるが、石造りの壁かべや天井は剝むきだしのままだし、装そう飾しよく品といえるほど大層な物も置いていない。


　目につくのは背の高い書しよ棚だなと数多くの書しよ籍せき、読書机、黒革張りの長なが椅い子すと光こう沢たくのある黒い方ほう卓たく、それに数多くの燭しよく台だいが付いた天井の吊つり照明くらいだ。


　方卓を挟はさんで向かい合って置かれた長椅子の片方にリカルドとセフィアが腰こしを下ろし、もうひとつにアイオリッタとマリウスが座っている。


　アイオリッタは近この衛え騎き士し団に所属していて、腕うでが立ち、なおかつ美人で巨きよ乳にゆうで、さらに口が悪いという姫き士しである。


　ちなみに、この世界では女性の騎士を特に「姫士」と呼んで男性騎士と区別する場合が多い。


　リカルドのことを少しも尊敬しておらず――どころか、むしろ馬ば鹿かにしている――周りに悪あつ口こう雑ぞう言ごんを撒まき散ちらす困った存在だが、腕はたしかなので、リカルドはそれなりに頼たよりにしている。


　マリウスはリカルドの侍じ従じゆうで、女性にモテモテの色男なのだが、本人もそれを自覚していて、片かたっ端ぱしから可愛い女子に声をかけて歩くという困った男だった。王宮の風紀の乱れを心配した国王が、彼を王宮から遠ざけるためにリカルドに押しつけたのではないか……という専もつぱらの噂うわさだった。


　女おんな癖ぐせが悪く、いい加減で適当で無責任という欠点を抱かかえてはいるが、高位の魔ま術じゆつ士で、人当たりはよく、交渉事や事前の根回しなどもそつなくこなすので、リカルドはそれなりに頼りにしている。


　ネゥネゥとカオルゥは、持ちだした床しよう几ぎを広げ、アイオリッタとマリウスの斜ななめ後方にひっそりと腰を下ろしている。


　ネゥネゥは小こ柄がらで可愛らしい少女だが、腕のいい料理人だ。と同時に優ゆう秀しゆうな食材調達人でもある。猪いのししや大おお鹿じかのみならず、サラマンダーでさえ狩かってしまうという恐おそるべき腕を誇ほこっている。


　旅の途と中ちゆうで野宿をする場合は、食事はすべて彼女の腕にかかっているわけで、今回のようなお忍しのびの旅には必要不可欠な存在だ。


　ネゥネゥが連発する料理食材駄だ洒落じやれは少し鬱うつ陶とうしいが、傍ぼう若じやく無ぶ人じんなアイオリッタに対する唯ゆい一いつにして最大の抑よく止し力りよくでもあるので、リカルドはかなり頼りにしている。


　カオルゥは東方出身のニンジャの娘むすめで、親おや譲ゆずりの忍にん術じゆつを能よく使う。気配を隠かくすのにも長たけ、潜せん入にゆう調査などもお手の物だが、ニンジャとは思えないほど派手で目立つことが好きという欠点を持っている。おまけに失敗すると直ぐ切腹をしたがるという困った性せい癖へきを持っているのだが、腕はたしかなので、リカルドはそれなりに頼りにしている。


　こうやって面メン子ツをみてみると、そこそこ頼りになる奴やつらだけど、それを補って……いや損なってか？　損なって余りある欠点を持つ奴らばかりだな。まったく、国王おやじの奴、厄やつ介かい者ものばかりを押しつけやがって。


　残るふたりのうち、セフィアはリカルドの隣となりに腰を下ろし、リィシャはその背後に立ったままだ。


　セフィアに遠えん慮りよしているというか、セフィアやリカルドと同席するのを恐れ多おおいと思っているのか。その両方なのか。


　リカルドが、


「せめて床几に座れよ」


　と勧すすめても、彼女は頑がんとして座ろうとしない。


「わたくしは山の民出身ですので、立っているのは少しも苦痛ではありません。どうかお気になさらずに」


　というのが彼女の言い分だった。


「いや、あんたひとりに立っていられると気が散るっていうか、集中できないんだよ」


「さようで……ございますか」


「さようでございますよ。おい、セフィアからも何か言ってくれ」


「リカルド殿がお困りじゃ。よい、リィシャ、座ってくれ」


「承知いたしました」


　リィシャはリカルドとセフィアに向かって丁てい寧ねいに頭を下げると、床几を広げ、セフィアの背後にひっそりと腰を下ろした。


　リィシャの百分の一でもいいから、アイオリッタに慎つつしみというものがあればなぁ。


　などとリカルドが考えていると、アイオリッタが彼のことを睨ねめつけてきた。


「何か言いたいことがあるのか、王子!?」


「いや、ない。何もない。まったくないから安心しろ」


「ならば、さっさと打ち合わせを始めろ」


　どうしておまえがいちばん偉えらそうなんだよ！


　と内心で突つっ込こんでから、リカルドは出席者の顔を見み渡わたした。


「あ～～、じゃあ、俺が婚約者のところを巡る旅二回目、に関する打ち合わせを始める。マリウス、よろしく」


　と侍従に振ふっておいてから、リカルドは卓たく上じようの茶器に手を伸のばした。茶器は馥ふく郁いくたる薫かおりを放つ紅茶で満たされている。


　リカルドが紅茶に口をつけるのと同時に、マリウスから、


「了りよう解かいしました、王子」


　という声が上がった。


　身を乗りだしたマリウスは、持っていた布製の巻物を卓上に広げる。それはリディアを中心とした近きん隣りん諸国の地図だ。


　全員が上体を乗りだして地図を覗のぞき込んだ。


「今回の目的地はイ・ウー・ハン国とロサ・ロゼ王国です」


　マリウスが指先で二国を指し示す。


「王子の婚こん約やく者である両国の王女様には、すでに連れん絡らくを取ってありまして、訪問の内ない諾だくを得ています」


「どんな反応だったんだ？」


　とアイオリッタが口を挟んできた。


「えぇとですね、イ・ウー・ハンのユーリ様からは『一刻も早い訪問を心よりお待ちしております』というお返事がありました」


　ぴくり、とセフィアの眉まゆが動いた。


「ふうん、随ずい分ぶんと乗り気のようだな、イ・ウー・ハンの王女様は」


　とアイオリッタが意外そうな顔で言うと、マリウスが、ですね、と頷うなずいた。


「王子と王女様の顔合わせに関してはあまり問題なさそうですが」


「他に何か問題があるのか？」


　アイオリッタが怪け訝げんそうな表情をマリウスに向ける。


「いやほら、僕たち、セフィア王女様の逃とう亡ぼう先を、イ・ウー・ハン国だと思わせる細工をしたじゃないですか」


「ああ……そうだったな」


　おまえ、そんな大事なことをもう忘れてるのかよ！


「王子、何か言いたいことが？」


　アイオリッタが険しい視線を向けてきたので、リカルドは慌あわてて首を左右に振り、否定の意を表す。


　っていうか、どうして自分への突っ込みとか悪口にはそうまで敏びん感かんなんだ、こいつ。女の勘かんって恐ろしいな。


　セフィアもこういう「女の勘」を持っているのかもしれないと思うと、心が安まらないリカルドだった。


「ってことで、セフィア王女様の存在が先方に知られないように、僕たちも気をつけなくてはなりません」


　そう言って、マリウスはアイオリッタの顔を覗き込む。


「いいですね？　判ってますね、アイオリッタ？」


「な、なんでわたしにだけ念を押すんだ!?」


「いえ、あなたがいちばん粗そ忽こつそうで、気配りが足りなさそうで、口が軽そうだから」


「なんだとぉ!?　殴なぐり殺ころすぞ、この下半身腐ふ敗はい野や郎ろうめ！」


「ちょ～～っ？　暴力反対っっ！」
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　マリウスに殴りかかろうとするアイオリッタの腕うでにカオルゥとネゥネゥが取りすがった。


「抑おさえてください、抑えてください！」


「いけませんよ、アイオリッタ様、いきなり暴力振るうなんて」


「ああ……うむ」


　仕方なく、振りあげた右腕を下ろすアイオリッタである。


「おまえも、あいつを刺し激げきするようなことを言うのは止やめろと、あれほど」


　リカルドが小声でマリウスを窘たしなめると。


「べつに刺激してるつもりじゃないんですけど」


「無意識でかよ。なお悪いわ」


　カオルゥとネゥネゥが離はなれると、アイオリッタは、ふん、と鼻を鳴らしてマリウスを睨みつけた。


「たしかにわたしは粗そ忽こつ者もので気配り下べ手たかもしれないが、口は軽くないぞ」


　そして彼女は思いきり胸を張って言い足した。


「ただ口が悪いだけだ」


　威い張ばることじゃねぇぇぇ！


「何か言いたいことが、王子？」


「ない。何もないから気にするな」


「リカルド殿どの、論点がずれてきておるぞ？」


　というセフィアの指し摘てきに、リカルド、マリウス、アイオリッタの三人が気まずそうに身を縮めた。


「あ～～、では、話を元に戻もどしますけど」


　わざとらしく咳せき払ばらいをしたマリウスが、もう一度、地図上の一点を指先でとんとんと叩たたいた。


「我がリディア王国からイ・ウー・ハン国へと直接入る道はかなり険しく、大型の馬車は使えません。遠回りになりますが、カルヴェルグ城経由の道で入るほうが馬車が使える分、楽なんですけど、さすがに今、セフィア王女様を伴ともなってシュールティス国内を通過するのは危険なので、今回は馬だけで山道を越こえるしかありません」


「す……すまんのう」


　今度はセフィアが申し訳なさそうに身を縮めた。


「気にするなって。馬車は使えないけど、馬でならなんとかなるんだから」


　とリカルドが言うと、セフィアの背後でリィシャも身を乗りだした。


「馬車が使えない分、わたくしが働きますので。山の民出身ですから、峠とうげ道みちであろうが獣けもの道みちであろうが、わたくしにお任せくださいませ」


　すかさずネゥネゥが手を挙げた。


「わたしも平気で酢すの物もの」


　出た、料理駄だ洒落じやれ。けど、いちいち突っ込むのも面めん倒どうだから無視しておこう。


　知らん顔を決め込むリカルドである。


　駄洒落を無視されたネゥネゥが、さらに何か言いたそうに口を動かしかけると、それを遮さえぎるようにカオルゥが口を開いた。


「拙せつ者しやも問題ございません。王女様が気に病やむことはないのであります」


　いい仕事だ、カオルゥ！


　リカルドが内心で拍はく手しゆを送る。


　一方、セフィアは。


「みんな……」


　感激の面持ちを隠かくそうともせずに皆みなを見やった。


　いいから、いいから、と手を振っておいて、リカルドはマリウスに向き直る。


「イ・ウー・ハンへ直接入る道って、どのくらい険しいんだ？　シュールティスからここへの裏道くらいか？」


「あれよりはマシだと思うんですけどね。でも、僕は歩いたことがないので。カオルゥは歩いたことがあるんでしたっけ？」


「はい、国くに境ざかい付近まで歩いたことがあります。先せん般ぱん使ったシュールティスからここまでの裏道と……そうですね、難易度はイ・ウー・ハンへ入る道のほうが低いかと思いますが、峠の標高は今回の道のほうが高いので、その分、寒さ対策が必要になるかと思うのであります」


「じゃあ、ゆっくり進めば馬で越えられるな？」


「はい、並みの乗馬の腕うで前まえでも、特に急がなければなんとか」


「じゃあ、今回は全員が馬ってことだな。ネゥネゥの調理台とか竈かまどみたいな大きな荷物を運べないのは痛いけど」


「その辺はなんと菓か子し鱒ますので、ご心配なく」


「菓子……鱒……なんとかします？」


　ネゥネゥが嬉うれしそうな表情で、ぐっと親指を立ててみせた。


「正解です！」


　しまった。つい反応しちまった！


　とはいえ、嬉しそうににこにこ笑っているネゥネゥを見ると、無視するのも可か哀わい想そうかなと思わないでもないリカルドだが。


　かといって、調子に乗らせると鬱うつ陶とうしいだけだしなぁ。どうしたもんだか。


「はいはい、では話の続きですけど」


　とマリウスが言ったので、全員が改めて地図に目を落とした。


「イ・ウー・ハン国に入ったら、そのまま真っ直ぐユーリ王女様のいるジョ・ウハ宮きゆう殿でんを目指します。そこで内密に王子と王女様の対面の儀ぎを執とり行おこなうと、そういう手て筈はずになってますので」


「ユーリ王女か。どんな女子じゃろうな？」


　とセフィアが意味ありげな視線を隣となりのリカルドに送ってきた。


「ん？　まぁ俺も気になるけど……いや、セフィアが気にすることじゃないだろ？」


「いやいや、気になるぞ？　リカルド殿の心をぎゅっと鷲わし摑づかみにするほどのいい女じゃったら、吾われのことなど綺き麗れいさっぱり忘れてしまうのではないかと、それはもう不安で心配で夜も眠ねむれんわ」


「そんなこと、あるかよ！」


「本当じゃな？」


「本当だって」


「ならば、そういうことにしておこう」


「しておこうってなんだよ」


「もしも吾のことを忘れるほどにリカルド殿が舞まいあがってしまうようなら、吾にも覚かく悟ごがある」


　ぎくり、とリカルドが上体を引く。


「な……なんだよ、覚悟って」


「リカルド殿を殺して吾も死ぬ！」


「物ぶつ騒そうな覚悟を固めるのは止やめてくれ～～」


「というのは、まぁ冗じよう談だんじゃがな」


　リカルドが、はぁぁ～～っと長い安あん堵どの息を吐はいた。


「吾われが愛しいリカルド殿を殺せるはずがなかろう。吾にできることは、せいぜいリカルド殿の枕まくら元もとで首を括くくることくらいかのぅ」


「それも止めてくれ～～」


「王ひ女め様が首を括るのなら、わたくしも一いつ緒しよに！」


　とリィシャまでもが身を乗りだした。


　ふたりとも、どこまでが本気でどこからが冗談なのか判らず、リカルドは震ふるえあがる。


「あっはっは、モテモテですねぇ、王子。羨うらやましい」


　この状じよう況きようのどこが羨ましいんだ！　まったく適当な奴やつだな、マリウスは。


　王子の険しい視線をものともせず、にこにこと笑いながら、マリウスは地図上に置いた指をイ・ウー・ハン国の先へと動かしていく。


「で、ユーリ王おう女じよ様との対面が上う手まくいってもいかなくても、僕たちはロサ・ロゼ王国まで足を延のばします。こちらへの道は、特に問題はないでしょう。イ・ウー・ハンで馬車を手に入れれば、現地で調達した荷物も運べます。その先は、まぁ、経過次第といいますか結果次第といいますか、上手く事が運べば、さらにその先にまで足を延ばすのもありかな、ということで」


「で、ロサ・ロゼの王女様はなんと言ってきているのだ？」


　とアイオリッタが訊きいた。


「ロサ・ロゼの婚こん約やく者、エルメンネッラ王女様から届いた文には『お待ちしています』とだけ書かれていましたねぇ」


「こちらは素っ気ないんだな。脈なしか？」


　などと、アイオリッタが意味ありげに王子を見やったが。


「行ってみないことには判らないよ。脈なしなら脈なしで仕方がない。きちんと対応してくるだけさ」


　とリカルドが応えると、


「ですね」


　とマリウスが頷うなずいた。


「我が国とロサ・ロゼ王国との関係もありますし、誠意を持って対応しなくてはなりませんよね」


「おまえの口から『誠意』って言葉を聞くと、とたんに噓うそくさくなるな」


「王子、酷ひどっっ」


　マリウスが大きく仰のけ反ぞった。


　マリウスの恨うらみがましい視線を無視して、リカルドが残りの者を見み渡わたす。


「出発は明日あしたの早朝だからな。みんな、それまでにちゃんと準備を終えておいてくれよ。ただし、朝から雨だったら延期な。まぁ、今日の天気を見る限り、明日も大だい丈じよう夫ぶだとは思うけど」


「うん、了りよう解かいした」


「了解しました」


「了解であります」


　アイオリッタ、ネゥネゥ、カオルゥが返事をし。


「はい、判っています。王子こそ、明日、朝あさ寝ね坊ぼうなんかしないでくださいよ」


　とマリウスが皮肉を言う。


「寝坊なんかするか」


「大丈夫じゃよ、マリウス殿。王子が起きてこなかったら、吾が熱い接吻くちづけで起こして差しあげるからの」


「ん？　じゃあ、わざと寝てようかな」


「おお、さようか。では寝ているがいいぞ、リカルド殿」


　とセフィアはどことなく嬉しそうなのだが。


　アイオリッタからはいつもの悪口が降り注いだ。


「この腐くされ脳のう味み噌そ桃もも色いろ王子が！」


「なんでだよ!?　俺とセフィアは婚約者だぞ。そこまで非難される理由はないだろ」


「婚約者がどうこうではなく、貴様の存在が卑ひ猥わいなのだ。特にその下半身辺りから卑猥な臭においが溢あふれだしていて、臭くさくて堪たまらん」


「なんだとぉ!?　おまえこそ、その歪ゆがんだ口をなんとかしたほうがいいんじゃないか!?」


「なんだと!?」


「王子様、抑おさえてください抑えてください」


「アイオリッタ様も、お控ひかえください」


　睨にらみ合うふたりのあいだにカオルゥとネゥネゥが割って入った。


　ふたりが渋しぶ々しぶといった態度で上体を引くと、マリウスが打ち合わせの終しゆう了りようを宣言する。


「はいはい、では解散にしましょう。各自、自分の作業を進めておいてくださいね」


　続けてリカルドが、


「じゃあ、みんな、頼たのんだぞ」


　と締しめの言葉を言って、事前の打ち合わせはお開きとなった。
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　各人が出発の準備やら、いつもの仕事やらへと戻もどっていって、リカルドの私室には王子とセフィアだけが残った。


「二番目と三番目の婚約者……か」


　長なが椅い子すに座ったままリカルドがそう呟つぶやくと、すかさず隣から突つっ込こみが入った。


「リカルド殿どの、嬉しそうだのぉ？」


「いや、嬉しくはないぞ」


「さようか？」


「ああ。まぁ、多少の期待があるのは隠かくさないけどな」


「吾も心が広い女じゃから、リカルド殿が他の婚約者と会おうたくらいで目くじらは立てんつもりじゃが」


　いや、さっき、かなり立てていたような気がするんだが。


「それに、一国の王太子が何人かの婚約者を持つことも当然じゃとは思うておるよ」


「セフィアにそう言ってもらえると、少しは気分が楽になるけどな。でもな」


「ん？　気分が重いのか、リカルド殿は？」


「言ってみれば、これは仕事だからな。楽しいってわけじゃない」


「仕事か。まぁ……そうじゃな」


「あ、勘かん違ちがいするなよ？　セフィアをここまで連れてきたのが仕事だからとか義務だからとか、そういうつもりじゃないからな？」


　セフィアが破顔した。


「判っておるよ。リカルド殿がそんな男ではないこと、吾がいちばんよく知っておる」


「そうか。なら、いいんだけど」


　じゃからこそ、リカルド殿が他の婚約者に会うのが吾には心配なのじゃがな。もし相手が困っていれば、リカルド殿のことじゃから、きっと助けようとするじゃろう。吾を助けてくれたようにな。そうなれば、相手の王女はリカルド殿に惚ほれてしまうかもしれんものなぁ。


　セフィアは小さくため息を吐ついた。


　今のセフィアは、シュールティスの王女とはいえ、お尋たずね者もの同然の身だ。正式に名乗れないし、どころか、他国を訪れているあいだは「リカルドの侍じ女じよ」でしかない。リカルドを巡めぐって他国の王女と張り合える立場にはないのだ。だからこそ彼女は憂ゆう鬱うつになる。


　何事もなければいいのに。リカルドと王女の顔合わせがあっさり終わり、形式的な婚約を続けるだけになってくれればいいのにと、そう願わずにはいられないセフィアである。


　ま、ここで考えていても始まらんか。そうなったらそうなったときのこと。せっかくリカルド殿に助けてもらったこの身じゃからな、前向きに生きなくてはリカルド殿に申し訳ない。


「では、吾も部屋に戻ってリィシャの支度を手伝うとするか」


　長椅子から立ちあがったセフィアが、大きく伸びをする。


「そうか。あまり荷物は持って行けそうにないのが申し訳ないけどな」


「気にせんでもよいわ。どうせ吾われはリカルド殿の侍女じゃからな、大おお仰ぎような衣装など、馬車であっても持っては行けんよ」


　そう言って部屋から出ていこうと歩きだしたセフィアの背に、リカルドが声をかける。


「すまないな」


「なんの、リカルド殿が謝ることではあるまいに」


　と笑ったセフィアだが、ふと足を止め、真しん剣けんな表情になって振ふり返かえった。


「そういえば……吾はまだリカルド殿に、ちゃんとお礼の気持ちを伝えていなかったな。うむ、うっかりしておった。それはいかん」


「いや、そんなことを気にしなくても」


　セフィアは、ふるふると首を左右に振る。


「いやいや、それでは吾の気持ちが収まらん。ここはひとつ、吾の気持ちを受け取ってはくれまいか？」


「それでセフィアの気が済むのなら、俺はいいけど」


「では」


　セフィアは、すたすたとリカルドの前まで戻ってきた。


「ちょっと立ってくれんか、リカルド殿」


「ん？」


　きょとんとした表情で見ているリカルドを無理やり立たせると、セフィアは思い切り背せ伸のびをして両手を彼の首に巻き付けた。


　そして。


「お、おい……!?」


　リカルドの首を手前に引き寄せ、顔を近づけると、彼の唇くちびるに優しく接吻くちづけた。


　リカルドの唇から唇を放し、両手を解いたセフィアは、にかっと笑いながら自分の唇を指で撫なでた。


「どうじゃ、吾のお礼の味は？」


「ん……最高だな」


「さようか。では、今後も吾を助けてくれたら、いつでもお礼をお渡わたしするぞ？」


「そうか？　じゃあ」


　リカルドは右手の人差し指をぐっと天に向ける。


「とりあえずもう一回」


「な、なんじゃ。早速に要求か」


「嫌いやか？」


「嫌なものか」


　そうしてふたりはもう一度、熱い接吻を交わしてから離はなれた。


「なんだか病みつきになりそうだな」


　と笑うリカルドを見て、セフィアはまたも不安になる。


　リカルド殿が他の王女とも病みつきになったら……ちと悲しいのぉ。
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　翌早朝、朝日が山やまの端はから顔を覗のぞかせる頃ころ、リディーアウゲン城の王宮から、ひっそりと旅立っていく一行があった。


　リカルド王子と、その供の者たちである。


　リカルド、アイオリッタ、マリウス、セフィアの四人は馬に跨またがっているが、ネゥネゥ、カオルゥ、リィシャは徒歩である。その他に、体高が低くて脚あしの太い荷運び用の馬が二頭いた。


「本当に歩きでいいのか？」


　とリカルドは念を押したのだが、カオルゥは。


「拙せつ者しや、山道であれば、むしろ馬に乗るより歩いたほうが機動力を十二分に発揮できるのであります」


　今日のカオルゥは、このあいだと同様の茶系統の渋しぶい色合いのニンジャ装束に身を包み、ニンジャ刀を背負っている。


　彼女によると、この出で立ちがニンジャの正装なのだそうだ。


　ニンジャの正装って、意味が判らないけどな。


「そうか。まぁ、そうだな。で、リィシャは平気なのか？」


「はい、リカルド様。わたくしも山の民の出でございます。山道は歩き慣れております故ゆえ、ご心配なさいませぬよう」


　リィシャは女給服のままだった。しかも長なが裳もではなく短い腰衣フアルデイアだ。その恰かつ好こうで、大きな背はい囊のうを背負っている。


　山歩きには慣れていても、普ふ通つうそんな恰好で山を歩かないんじゃないか？　と思わないでもないリカルドだが、筒つつ袖そでに筒つつ袴ばかまという山歩きに相応ふさわしい姿よりも見ていて楽しいので、敢あえて突つっ込こまないことにする。


「そうか。となると、あとはネゥネゥだけど」


　リカルドが目を転じると、そこにはそれでまともに歩けるのかと突っ込みたくなるほど巨きよ大だいな櫃ひつを背負ったネゥネゥが立っていた。櫃を除けば、いつもの料理服を着ていつもの料理帽ぼうを被かぶっているので、見慣れた恰好ではあるのだが。


「このあいだおまえがその巨大な櫃を背負って険しい裏道を歩いてきたのを見ているから驚おどろきはしないけど、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？　今回の道はさらに標高が高いそうだぞ？」


「ご心配は無用です、王子様。この程度の荷物を背負えなくては、料理人など務まりま千せん切ぎりですから」


　千切りはもう何度も聞いた……いや、無視無視。


「おいおい、重い荷物を背負うのと料理とは関係ないんじゃないの？」


「関係梨なしということはないです」


　……関係ないことはないって言いたかったんだな。


「調理道具はいつも自分が使っている、使い慣れている物を使ってこそ、料理の腕うでが存分に振ふるえるのです。です唐から揚あげ、こうして自分の調理道具一式を持ち運ぶのは料理人にとって当然なこと。むしろ義務であると言っても過言ではな烏い賊かと」


　いいこと言ってる長なが台詞ぜりふにも、さりげなく挟はさみ込むんだな、料理食材系駄だ洒落じやれ。いや、突っ込まねぇ突っ込まねぇ。


「ああ……そうなんだ。まぁ、ネゥネゥがそう言うならいいんだけどさ。でも、蹴け躓つまずいてすっ転んだりするなよ」


「そんなことは縞しま鯛だい千切り」


「縞鯛を千切りにしてどうすんだよ!?」


　とうとう突っ込んでしまったリカルドである。


「きっと美お味いしいお酢すえ？」


「美味しくねえよ！　っていうか、どこの言葉だよ!?」


　ともう一度突っ込んでおいて、リカルドは早々にこの話題を切りあげることにする。


　いつまでもネゥネゥにかかずらっていては出発が遅おくれてしまうからな。


「はい、終しゆう了りよう終了！」


　季節は初夏で日が長くなっているとはいえ、山の日暮れは平地よりもずっと早い。なるべく日の高いうちに、ユーリ王女のいるジョ・ウハ宮きゆう殿でんに近づいておきたいのだ。


「じゃ、そろそろ出ようか、アイオリッタ、マリウス」


　馬上のふたりが手を挙げた。


「了りよう解かいです、王子」


「判った」


　アイオリッタは白しろ銀がねの軽装鎧よろいを着込み、馬の横っ腹には槍やりや剣けんや斧おのをくくりつけている。いつ見ても、[image: ]り々りしくも頼たのもしい出で立ちだ。


　一方、マリウスは艶あでやかな絹の衣装に身を包み、その上から外がい套とうを羽織っている。


　魔ま術じゆつ士であるマリウスは、金属を着けるのをあまり好まない。荷運び用の馬の背に載のせた長なが持もちには白銀製の装そう甲こうも入っているが、通常は身に着けようとしない。


「だって、鎧着けてたら、女の娘こといちゃいちゃできないでしょ。脱ぬぐのも面めん倒どうですし」


「そっちが理由なのかよ！」


　というやり取りが、以前にリカルドとのあいだであったのだが、それはこの際、おいておいて。


「セフィアもいいか？」


「よいとも、リカルド殿どの」


　と応えるセフィアは乗馬用の筒袖を着込み、筒袴を穿はいている。


「侍じ女じよであるのだから、吾われもリィシャ同様、女給服のほうがよいのではないか？」


　と出発前にセフィアが訊きいてきたが、リカルドは、


「それは止やめてくれ」


　と彼女に思い留とどまらせた。


「どうしてです？　セフィア王おう女じよ様が女給服で馬に跨ってくだされば、きっとみんな楽しいですよ？」


「楽しいのはおまえだけだ、マリウス！」


「え？　王子は楽しくないんですか!?」


「いや……楽しいかもしれないけど、おまえを楽しませたくはない」


　リカルドがそう応えると、セフィアは満足そうに頷うなずき、アイオリッタはぶつぶつと王子を罵ののしり続け、マリウスは思い切りがっかりした顔になったりした。


　出発前のことは、再びさておき。


「吾はこう見えて乗馬の腕には自信があるからの。皆みなに後れは取らんぞ」


「そうか。でも、そんなに急がないから大丈夫だよ。ゆっくりと行こう」


「では、先さき駆がけいたします」


　駆かけだしたカオルゥが王宮を飛びだしていった。彼女のあとを、六人が徒歩と馬とで、ゆっくりと追いかけていく。


　王太子の出しゆつ立たつであってもお忍しのびの旅であるから、式典もなければ見送る人もいない寂さびしい旅立ちではあった。


　こうして七人はリディーアウゲン城をあとにして、王子の二番目の婚こん約やく者――ユーリ・ユァン・ハン――が待つイ・ウー・ハン国へと向かったのだった。
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　リディア王国から直接イ・ウー・ハン国へと抜ぬけるには、リディーアウゲン城から主要街道を北上したところにある分ぶん岐きを左手に取ることになる。


　そこから少し行くと次第に道みち幅はばが狭せまくなり、道は右に左にと屈くつ曲きよくしながらの登りとなる。


　分岐から先には街も村もなく、人通りもあまり多くない。


　積み荷を満まん載さいした馬車で移動するような商人はこの道を使わない（使えない）し、子供や老人を伴ともなっている旅人がここを歩いて峠とうげ越ごえをするのは些いささか厳しい。


　歩く者が少なければ道は自然と荒あれてくる。荒れるから、さらに歩く者が少なくなる。この時代の街道はそんな悪あく循じゆん環かんに陥おちいりがちなのだが、ここにもその傾けい向こうが現れている。


　国内を移動・通過する旅人や商人を保護し、その利便性を図る、というリディア王国の方針が守られているから廃はい道どうにこそなっていないが、このままでは遠からず歩く者が絶えてしまうのではないかと、リカルドはそんな危機感を覚えた。


「こりゃ、なんとかしないといけないかもなぁ」


　と王子が独り言を漏もらすと。


「何とかって、何をです、王子？」


　後ろを歩む馬の鞍あん上じようからマリウスが声をかけてきた。


「いや、この道をさ。このままだと不ま味ずいだろ？　なんか、あちこち傷んでるしさ。うちみたいな貧びん乏ぼう国にとって、旅人や商人が落としてくれるお金はとても大事なんだからな。もう少し整備しておかないと」


「……ですねぇ」


「他にもこういう道がないか、一度、国内の道の総点検をしてみたほうがいいんじゃないかな。人が歩いているなら歩いているで、少しでも不便を解消してやるべきだし」


　リカルドと並ぶように馬を歩ませていたセフィアが感心の声を上げる。


「おお。さすがに王太子だけのことはあるわ、リカルド殿。考えることが立派じゃな」


「いや、そんなに誉ほめないでくれ、セフィア」


　すると、前を進んでいたアイオリッタが、すかさず首を巡めぐらせ、突っ込んできた。


「ふん。少し誉められると、そうやって直ぐに増長する」


「べつに増長はしてねえよ」


「あまりこの王子をおだてないほうがいいですよ、セフィア王女様。いい気になって反っくり返って、挙げ句に馬から転げ落ち、頭を打って死んでしまう。っていうか、死ね！」


「おまえの願望かよ！　おまえこそ、もう少し俺を敬ったほうがいいと思うがな！」


　ふん、と鼻を鳴らしたアイオリッタは、だがな、と揶や揄ゆするような口調で言った。


「道を整備しすぎると、敵国の軍隊の移動を容易たやすくするだけだという側面もあるんだぞ。判っているのか、王子？」


　リカルドは小さくため息を吐ついた。


「判ってるよ。けどな、うちみたいな小国は、どうせ攻せめられればそれまでなんだから、攻められたあとの敵軍の移動速度を心配しているより、いま難なん儀ぎしてる旅人や商人のことを考えたほうがいいと俺は思うんだよ」


「…………」


　アイオリッタは何か言いたそうに口を動かしかけたが、結局、それ以上は何も言ってこなかった。


　代わりにセフィアが大きな声を上げて腕を振り回す。


「おお。吾もリカルド殿の考え方に賛同するぞ。民たみ草くさのことをまず第一に考える。それこそが為い政せい者しやとしての務めじゃな」


　またも誉められたリカルドだが、少し恥はずかしそうな顔になって頭を搔かいた。


「っても、国中の道を全部整備するようなお金はリディアにはないし、俺の城の金かね蔵ぐらにも近くの道を維い持じ整備するようなお金はないんだけどな」


「……さようか」


　セフィアは振りあげた手をだらりと下ろし、しんなりと肩かたを萎しおれさせる。


「金に苦労するのは、どこの国でも同じだのぉ」


「リディアでは新たな銀鉱脈が見つかったから状じよう況きようは少し改善されるかもしれないけど、改善しすぎると他国から目をつけられるし、いろいろ頭が痛いんだよな」


「ふむ、そうか。そうだな。ではわたしが王子の頭痛の種を解消してやろうか？」


「要いらねえよ。どうせアイオリッタは、俺の頭を切り割って中から頭痛の種を取りだすとか言うんだろ」


「そんなことは言わん」


「じゃあ、どう言うんだ？」


「思い切り殴なぐってやる。白しろ銀がね製の籠こ手てをつけたこの右手でな。そうすれば王子の頭痛など、どこかへ飛んでいってしまうぞ？」


「その前に俺の命が遠くへ飛んでいくわ！」


「だったら、少し頭が痛いくらいで文句を言うな。そういう苦労こそ、王族としての義務だろうが」


　うっわ、こいつ、こういう話題になると、とことん強気だな。でも、強あながち的を外しちゃいないのが、なんか悔くやしい。


「あの～～、王子様！」


　それまで一番先頭を黙もく々もくと歩いていたカオルゥが、振り返かえって呼びかけてきた。


「どうした、カオルゥ？」


「道もだいぶ荒れてきましたし、拙せつ者しや、少し先の様子を探って来ましょうか？」


「そうだな。そうしてもらおうか」


「何か異状があったら、直ぐに駆け戻もどってまいります。えやぁっっ！」


　急で狭せまい登り道にも拘かかわらず、その場で見事な後方宙返りを決めると、カオルゥは脱だつ兎との如ごとく駆けだした。


　相変わらず、わけの判らないことする奴やつだな～～。


　みるみる小さくなっていくカオルゥの背中を見送った一同は、気を取り直して前進を再開させるのだった。
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　先駆けとしてカオルゥが先行し、街道に異状がないことを確かめつつ一行は山道を登り、次第に山さん塊かいの奥へと入り込んでいく。


　主要街道から分かれて一刻ほども進んだだろうか。


　この辺りまで来ると、山やま肌はだに張りついた細い街道は荒れ放ほう題だいと言っていい様相を呈ていしている。片側が深い谷になっているから、馬を歩ませるだけでもかなり気を遣つかう。峠とうげ方面から旅人が馬で降りてきたら、すれ違ちがうのに一苦労しそうだ。


「やっぱりなんとかしないと駄だ目めだな、この道は。馬の蹄てい鉄てつでも外れようものなら、立ち往生は必至じゃないか」


　と思わずリカルドがぼやくと、すかさずアイオリッタから茶々が入った。


「そのときは王子が馬を背負えばいい」


「背負えるか！」


「いやでも、洒落しやれや冗じよう談だんじゃなく、この調子だと時間がかかりそうですね」


　とマリウスが言った。


「とりあえず昼飯にでもするか？　セフィアも苦労してるみたいだし」


「いやいや、苦労などしてはおらんぞ。吾は乗馬は得意じゃからな。この程度の道は朝飯前じゃよ」


　そう言いつつ、セフィアのちょっと広めの額には、びっしりと汗あせが浮ういている。


「王ひ女め様、本当に平気ですか？」


　セフィアの馬の横を歩いていたリィシャが心配そうな顔で主人を見上げた。


「平気だと言うておろうが。リィシャもリカルド殿も、吾を見くびっておらんか？」


「いやでも、俺は少し腹が減ってきたし、昼飯兼かねて休きゆう憩けいにしないか、セフィア？」


「む。リカルド殿どのがそう言うのなら、吾われも休むのにやぶさかではないが」


　意地っ張りなセフィアを見て、リカルドが微笑ほほえんだ。


「な、なんじゃ、その顔は!?　リカルド殿、吾を馬ば鹿かにしてはおらんか？」


「そんなことはないさ。むしろ感心してる」


「む～～」


「てことだから休憩にしよう、マリウス、アイオリッタ」


「うむ、了りよう解かいした。だが王子、休む場所を見つけないと馬も止められないぞ」


　とアイオリッタが応えると、マリウスが先のほうを指さした。


「カオルゥが戻ったら、この先にどこか休憩のできる場所がないかを訊ききましょう。それまでは、ゆるゆると進んでいくしかないですね」


「そうだな」


「じゃ、行きますね」


　マリウスが再び馬を歩ませ始める。


「セフィア、もう少し頑がん張ばってくれ」


「じゃから。このくらい、なんともないと言うておる」


　肩で息いきをしながらセフィアはあくまでそう言い張った。


　いざというときは頼たのむぞ、とリカルドがリィシャにそっと目め配くばせすると、彼女は力強く頷うなずいた。


　そこからさらに四半刻も歩いていると、カオルゥが駆かけ戻ってきた。


　足場の悪い急坂だというのに、カオルゥの足取りは平地を行くのと少しも変わらない。さすがにニンジャだけのことはあると感心するリカルドである。


　マリウスに訊かれて、カオルゥが考え込む。


「昼ひる餉げの摂とれる場所ですか。そうですね……もう少し登った先の街道脇わきに湧わき水みずがありました。森の中には少し空間もありましたし、斜しや面めんもそれほど急ではなかったと思います。あそこなら休むのにちょうどいいかもしれません」


「湧き水！　新しん鮮せんな水を補給できるのはありが鯛たいです」


　巨きよ大だいな櫃ひつを背負ったまま平然と歩いてきたネゥネゥが歓かん喜きの声を上げた。


　聞き流す聞き流す。


　リカルドは話が本題から逸それないように肝かん心じんなことだけを訊く。


「水は持ってきてるんだろ？」


　王子からなんの反応も返ってこなくて、ネゥネゥは少し哀かなしそうな顔になった。


「持ってきてはいますが、さすがに馬車での移動とは違って量に限界があります。湧き水があるのなら、使った分の補ほ充じゆうができますから、ありがたいのです」


「そうか。そうだな」


　馬車なら水を入れた大きな桶おけを幾いくつも運べるが、馬だけではそうはいかない。


　各人が水すい筒とうを持っているし、ネゥネゥの櫃にも水筒が入っているが、量的にはそれほど多くはない。煮に炊たきに使ってしまえば、飲む分が心細くなる。かといって、料理人のネゥネゥとしては、煮炊きを伴ともなわない食事では腕うでの振ふるいがいがない。だから、こうして食事のときに水場があることを喜んでいる。


「では、さっそくカオルゥさんが教えてくれた場所までまいりましょう」


　大きな櫃を背負ったネゥネゥはリカルドたちの馬を押し退のけるようにして先頭に出ると、そのまま勇んで道を登り始めた。


「元気だな、ネゥネゥ」


「まことよの。あの小さい体のどこにあんな力があるのか。ネゥネゥやカオルゥを見ていると、何やら吾の劣れつ等とう感が刺し激げきされるな」


「あんまり気にするな、セフィア。人には持ち味ってのがあるからな。他人と自分を比べてばかりいても意味はないぞ」


「さよか。で、吾の持ち味はなんじゃと思う、リカルド殿？」


「そうだな。可愛いところとか？」


　一いつ瞬しゆん、嬉うれしそうな表情を浮かべたセフィアだが、直ぐに、む？　と考え込んだ。


「それは、ネゥネゥやカオルゥが可愛くないと言っておることにならんか？」


「そ、そういうことじゃない。ネゥネゥもカオルゥも可愛いぞ」


「では、可愛くて力持ちのネゥネゥや可愛くて腕が立つカオルゥよりも、ただ可愛いだけの吾は劣おとっていることになるな？」


　セフィアからの思わぬ鋭するどい突つっ込こみに、リカルドはだらだらと冷ひや汗を流しながら答えを探す。


「だから。そうじゃなくて。つまり。セフィアは可愛いというだけで他に長所が要らないほど超ちよう可愛いと、そういうことだよ」


　リカルドの論理はやや破は綻たん気味だが。


「ふむ。今一つ納得できん気がしないでもないが……ま、そういうことにしておこうか」


　しておいてくれ。頼むから。


「さて、王子もセフィア様も痴ち話わ喧げん嘩かはそのくらいにして、先に進みましょうよ。王子、お腹なかが減っているんでしょう？」


「痴話喧嘩なんかしてないけどな！」


「痴話喧嘩なぞ、しておらんがな？」


「はいはい、判りました。それよりも、ほら、ネゥネゥの姿が見えなくなってしまいましたよ。早く追いかけましょう。カオルゥ、先に行って、ネゥネゥの支度を手伝ってやってください」


「マリウス様のご命令、しかと承知いたしました。このカオルゥ、命に代えてもネゥネゥ殿のお支度、お手伝いいたすのであります。たぁっっ」


　今度はその場で前方宙返りを決めてからカオルゥは脱兎の如く走りだした。


「毎回毎回こんな狭い道で、しかも片側が崖がけなのに、よくあんな真ま似ねができるな。見てるほうが恐こわいわ」


　リカルドは小さなため息を吐つき、鐙あぶみに載のせた足の踵かかとで馬の横っ腹を軽く叩たたくのだった。
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　山肌を縫ぬうようにして斜しや度どを稼かせいでいく街道の、傾けい斜しやが緩ゆるまった地点から森の中に入ったところに、木々が疎まばらになっている平へい坦たん地があった。そこなら床しよう几ぎをおいても転がり落ちる心配はなさそうだ。


　少し先の窪くぼ地ちに、たしかに湧き水があった。


　ネゥネゥは早くも水を汲くみ火を焚たく準備を調えている。


　石があればそれを積みあげて即そく席せきの竈を作ることができるが、生憎あいにくと適当な大きさの石は見当たらない。そこでネゥネゥは木の枝を二本地面に刺さし、刺した木の枝が二ふた股またに分かれている部分にもう一本の枝を渡わたし、その横木に鍋なべを吊つるして下で焚き火びをするという方法でお湯を沸わかし始めた。


「なるほど。上う手まいこと考えるもんだな」


　馬から下りたリカルドがネゥネゥの奮ふん闘とうぶりに目を細める。


「この細工はカオルゥ殿にやってもらいました。木の枝を切りだしたり、燃やす枝を集めたりするのもお願いシチューました」


　お願いシチューました……お願いしちゃいました、か。苦しいな。


　そのカオルゥは、櫃から食材の入った箱を取りだし、ネゥネゥの傍かたわらに並べているところだった。


　ネゥネゥは櫃の中から取りだした小こ振ぶりな簡易調理台をてきぱきと組み立てると、右手に包丁を握にぎった。


　箱から出した野菜や肉を切りながら、ネゥネゥがリカルドに呼びかける。


「あまり凝こったことはできませんので、肉と野菜のスープで我が慢まんしてください」


「それで充じゆう分ぶんだよ」


　セフィアが下馬するのを手伝っていたリィシャが振り返かえって訊いた。


「ネゥネゥ殿、お手伝いいたしましょうか？」


「あ、お気になさらずに。どうせ調理台が狭せまいです辛から子し、ひとりしか立てません」


「……そうですか。では、何か人手が入り用になったときには遠えん慮りよなくお声をかけてくださいませ」


　どうやらネゥネゥの料理駄だ洒落じやれを相手にしないというのは、他の者にとって暗あん黙もくの了解になったようだった。
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「お気き遣づかい感謝し鱒ます寿ず司し」


　ネゥネゥが駄だ目め押おしを放ったが、やはりリィシャは何も言わなかった。


　うぅ……駄洒落を言ったら、突っ込むか茶々を入れるか感心するか、何か反応がほしいところです。


　ネゥネゥが内心でがっかりしていると、援えん軍ぐんが現れた。


　焚き火の火勢の調整を始めていたカオルゥが目を輝かがやかせて叫さけんだのだ。


「拙せつ者しや、鱒の寿司は好物であります」


　ひとりだけ、暗黙の了解を心得ていない者がいた。


　たちまちネゥネゥの目が輝きを取とり戻もどす。


「おお、そうですか。今度、詳くわしい料理法を教えていただきたいのであり鱒のムニエル」


「喜んで教えて差しあげ鱒のバター焼き」


　だから。いちいちネゥネゥの料理駄洒落につき合うなって。おまえがつき合うと、ネゥネゥが調子に乗っちゃうだろ！　空気の読めない奴やつだな、カオルゥは！





　　　５





　焚き火の周りに床几を並べ、食事が始まった。


　皆みなが手にしているのは木製の深皿に木製のスプーンだ。


　皿が木製なのは熱い物を入れても直じかに手で持てるから。それに鉄や銅製の物より軽いし、旅のときは木製の皿を持ち運ぶことにしているネゥネゥである。金属製のように頑がん丈じようではないので、あまり乱暴な取り扱あつかいはできないが。


　不安定な地面の上に置いた床几に腰こしを下ろし、昼食の内容はというと、野菜と肉が入ったスープに乾かんパンだけという粗そ食しよく。とても一国の王子とその従者の食事とは思えないが、リカルドもアイオリッタもマリウスも文句ひとつ言わず食べている。


　その様子を見て、セフィアは密かに感心する。


　贅ぜい沢たくに慣れた吾わが王家の阿あ呆ほうどもに見習わせたいものじゃな。というか、まず吾が見習わないとならんな。


「ところで」


　早くもスープとパンを平らげ、ネゥネゥにお代わりを要求したマリウスが顔を上げた。


「これから行くイ・ウー・ハンの王家って、特とく殊しゆな人たちみたいですよねぇ」


「みたいだな。どう特殊なのかは俺もよく知らないけど」


　とリカルドが応えると、セフィアが続く。


「何やら古き時代の精せい霊れいの血を色いろ濃こく残している……というような話は聞くが、精霊の血というものが具体的に何を意味するのかは、たしかにあまり知られてはおらんな」


　そこで言葉を切ったセフィアは隣となりのリィシャを見た。


「リィシャは山の民の出なのだから、何か知ってはおらんのか？」


「いえ。わたくしの一族はイ・ウー・ハン国には入ったことはございませんので、詳しいことは判りかねます」


「さようか」


「ただ……これは噂うわさに聞いただけですが」


「ん？」


　セフィアだけでなくリカルドやマリウス、アイオリッタもリィシャに視線を向けた。


「どうもイ・ウー・ハン国の王族は特殊な成長をする……のだとか。いえ、特殊な性せい徴ちようがあると言うべきなのでしょうか」


「は？　どういうことじゃ？」


「ですから詳しいことは判りません。そういう噂を小耳に挟はさんだことがある、というだけでございまして」


「特殊な成長？　性徴？　う～～ん、なんだろう、それ」


　リカルドが腕うで組ぐみをして首を捻ひねっていると。


「まぁまぁ王子、ここで詮せん索さくしていても始まりませんよ。成長なのか性徴なのかは知りませんが、実際にお会いしたら、まずは服を脱ぬがせてみて、自分の目で確かめればいいじゃないですか」


「まず服を脱がすことを考えるのは、おまえくらいだけどな、マリウス！」


　と突っ込むリカルドを、セフィアが疑念に満ちた目で見つめる。


「言うておくが、リカルド殿どの」


「な、なんだ？」


「吾われより先にイ・ウー・ハンの王女を脱がそうとするなら、吾は覚かく悟ごを完かん了りようして、直ちに実行に移すぞ？」


「しないしない」


　と大げさに手を横に振ふってから、リカルドは、あれ？　と首を傾かしげた。


「それって、イ・ウー・ハンの王女より先にセフィアを脱がすのならいいってことか？」


「んなぁ!?　いいい、いや、そういうことではない……こともない……というか……」


「お？」


「いやいや違ちがう違う。吾を先に脱がせばいいとか、そういうことを言うておるのではなくてだな」


　顔を赤くして両手を振り回すセフィアを庇かばうように、リィシャがずいと進みでた。


「リカルド様、王ひ女め様が困っておいでです。あまりからかわないでくださいまし」


「あ、いや、すまなかったな」


　横からアイオリッタが苦々しい顔で口を挟んできた。


「まったく、この桃もも色いろ脳のう味み噌そ王子ときたら！　王女を脱がすことしか考えていないのか、貴様は。頭から足の爪つま先さきまで腐くさりきっているな！」


「だから！　俺はそんなことは考えていないよ！　そんなことを考えているのはマリウスくらいだ！」


「うわぁ、酷ひどい言いがかりですね、王子。いくら僕でも、そんな恐おそれ多おおいことは考えていませんよ」


「本当かぁ？」


「本当ですよ。王女様なんかを脱がせられるわけないじゃないですか。僕が脱がそうとするのは、せいぜい貴族の子女か侍じ女じよくらいで」


「「「最悪だな！」」」


「たまに、貴族の未亡人とかもいますけど」


「「「最低だな!!」」」


　ネゥネゥとカオルゥが、マリウスのほうを盗ぬすみ見みしながら、額をつき合わせるように何かをひそひそと話している。


「あれれ？　そこのおふたり、色しき魔まか何かを見るような目で僕を見ないでくれませんか」


「み、見ていま千切り」


「マリウス様の誤解であります」


　カオルゥはささっと視線を逸そらせ、あらぬ方向を向いたまま乾パンをちぎって口に運び、もそもそと食事を再開した。


　ネゥネゥも、なるべくマリウスと視線を合わさないようにと注意しながら、お代わりのパンとスープの入った皿を差しだした。


「なんか僕、誤解されていますよねぇ？」


「いや。まったく正当で正確な評価だと思うぞ」


「王子も大たい概がい、酷いですね」


　と言いながら、マリウスは平然と食事を再開した。それほど痛手を受けてはいないように見える。


　本当に精神的に打たれ強い奴だな。俺にもマリウスの半分、いや四分の一でもいいから、精神的な強きよう靭じんさがほしいわ。


　と思いつつ食事を続けるリカルドだが、やはり次に会うユーリのことが気にかかる。


　しかし、成長……性徴……ねぇ。どういうことだろうな。いや、それ以前に。あと十五人もの婚こん約やく者に会って話をしなくちゃならないってのに、俺の隣にはひとり目の婚約者がくっついているわけで。もう、厄やつ介かい事の二段重ね、三段重ねだな、これは。どうしたもんだか……。


　考えれば考えるほど憂ゆう鬱うつになってきて、頭を抱かかえたくなるリカルドだった。
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　食後のお茶を飲み終わったリカルドは、憂鬱な気分を振り払はらうように勢いよく立ちあがって、ことさら大きな声を発した。


「さ、いつまでも休んじゃいられない。そろそろ出発するか！」


　王子の声に応えるように、皆が次々と立ちあがる。


「そうじゃな。どのみち日の高いうちにジョ・ウハ宮きゆう殿でんまでは行けぬのじゃから、せめて国くに境ざかいは越こえておきたいところじゃものな」


　とセフィアが言うと、ですねぇ、とマリウスが頷うなずいた。


「峠とうげは標高が高いですから、夜は冷えそうですしね。せめて少し下りてから野宿の場所を探したいですよね」


「とはいえ、イ・ウー・ハン国自体がリディア王国より高地にあるのだから、夜ともなれば寒いのは寒いだろうがな」


　アイオリッタがそう言うと、後片付けに精を出していたネゥネゥが明るく応えた。


「夜通し火を焚たいていれば、なんとかなりますよ。獣けもの除よけにもなりますし」


「一晩中火が焚けるほどの薪たきぎが集められるかどうかが問題だな」


　リカルドはカオルゥのほうへ顔を転じた。


「向こうの様子を知っているか？」


「この街道、イ・ウー・ハン国側に入ると岩場が多いそうでして、火を焚く材料が集められるかどうか、少し不安な気がします」


「そうか。ま、駄だ目めなときは駄目なときだ」


「そのときは、王子はセフィア王女様と抱だき合あって寝ねればいいですよ」


「ななな、何を言うか、マリウス殿は」


　セフィアが、わたわたと両手を振り回す。


「あれえ？　駄目なんですか、セフィア王女様？」


「い……いやまぁどうしてもとリカルドどのがいうのならかんがえんでもないが」


「いいですね～～、王子は。温めてくれる女性がいて。僕なんか、ひとり寂さびしく震ふるえながら……」


　そこでマリウスは、ふとリィシャに目を留める。


「どうです、リィシャさん？　ふたりで温め合って寝たら、それはもう素敵な夜になると思いませんか？」


「リカルド様、この方、刺さしちゃってもよいでしょうか？」


「滅めつ多た刺ざしにしてやってくれ」


「王子、酷ひどっっ」


「喜んでお手伝いしますよ、リィシャさん。ふたりで原形を留めなくなるまで刺しまくってやりましょう」


「アイオリッタも酷……」


「マリウスを刺すのは後回しにして、ほら、行くぞ」


「王子も、止とめてくださいよ」


「おまえの場合、自業自得だろ。っていうか、むしろ俺も手伝いたいくらいだわ」


「それも酷い言い草ですね」


「だから、おまえが見境なく酷いことを言ってるせいだろうが」


「え～～？　そんなに酷いことを言ってませんよね、僕。むしろ男なら当たり前のことじゃないですか？」


「それが最低だと」


　突つっ込こんだり突っ込まれたりしながら、リカルド、マリウス、アイオリッタが木の幹に繫つないでおいた馬のところへと歩み寄っていくのを、セフィアが興味深そうに見ている。


　ほんにリディアの王族は面白いのぉ。いや、王族だけではなく、家臣もか。吾の国では考えられんほど親しげよの。それにふたりだけではない。料理人のネゥネゥにもニンジャのカオルゥにも親しげじゃしな。ふたりのほうもリカルド殿の前で畏かしこまったりはせんし。ほんに面白い。見ているだけでも飽あきがこぬわ。


　そういう関係がいいのか悪いのかは今のセフィアには判断がつかない。ただ、そういう関係を普ふ通つうだと思っているリカルドの感覚が、感性が、あの危難に際してセフィアを救う原動力となってくれたような気がする。


　だったら、吾はリディアの伝統と慣習に感謝せんとならんな。


　そんなことを考えながら、セフィアはリィシャの助けを借りて馬に跨またがった。


　はてさて、イ・ウー・ハンの王女は、どんな女子かの。リカルド殿だけでなく、吾も気になって仕方ないわ。
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　その日の夜よる遅おそくに一行は峠を越え、イ・ウー・ハンの領域に入って少し下ったところで野宿をすることにした。そこに石造りの簡素な小屋があったのだ。


　小屋の扉とびらは開け放たれたままで中は無人だったが、それほど荒あれてはいない。


　小屋の中にあった木版に刻まれた注意書きを読むと、どうやらイ・ウー・ハン国は旅人のために、こうして街道沿いに建てた小屋を開放しているらしい。


　中には木床の部屋があるだけで、他にはなんの設備もない小屋だったが、夜よ露つゆを凌しのげるだけでもありがたい。七人は遠えん慮りよなく使わせてもらうことにした。


　外で集めてきた木の枝を壁かべ際ぎわの暖だん炉ろに放り込んで、油を染み込ませた火種を仕込むと、ネゥネゥが火打ち石で火を点つける。


　直ぐに火種が燃えあがり、やがて木の枝にも火が燃え移った。


　赤々と燃える炎ほのおの前に七人は押し合うように並んで体を温める。


「いや～～、助かりますね、こういう心配りは」


　とマリウスが言うと、滅めつ多たに誉ほめ言葉を口にしないアイオリッタも珍めずらしく頷いた。


「なかなかいい制度だな。我が国でも見習うべきではないか？」


「そうだな。でも」


　とリカルドが応える。


「リディアは主要な街道沿いには一定距きよ離りで街や村があるから、ことさら小屋を用意する必要もないんじゃないか？」


「そう言われればそうかもしれないが」


　アイオリッタは少し不服そうだ。


「寝ね泊とまりには便利ですが、煮に炊たきには不向きですね、この小屋は。あちこち隙すき間まがありますから中毒にはならないでしょうけど、暖炉には鍋なべ釜かまを置けませんし」


　というネゥネゥの指し摘てきには、アイオリッタも頷かざるを得ない。


「む。たしかにここで料理をするのは無茶な話だな」


「なので、わたしは外で料理をします。皆みなさまはここでくつろいでいてください」


「あ、お手伝いするでありますよ」


「わたくしにもお手伝いさせてください」


　ネゥネゥとカオルゥ、それにリィシャの三人が小屋の外へ出ていった。


　残されたリカルド、セフィア、アイオリッタ、マリウスは、することもなく暖炉の前に座っている。


「にしても、ネゥネゥは働き者じゃな」


　セフィアが感心した顔で呟つぶやいた。


「あんたのところのリィシャだって働き者じゃないか」


「そうじゃな。お互たがい、働き者の家臣を持って幸せ者……というところか？」


「ネゥネゥは俺の家臣ってわけじゃないけどな。臨時の手伝いだ。でも、この婚約者巡めぐりの旅では、あいつがいることで本当に助かっているのは間ま違ちがいない」


「そうよな。なんといっても、吾われが助かったのは彼女のおかげのようなものじゃからな」


「働き者なのはネゥネゥだけじゃないし。カオルゥもマリウスもアイオリッタも、みんな働き者だ」


「王子、そんな正直なことを」


「マリウスの場合、働く以上に厄介事を生んでる気がするけどな」


「……酷ひど」


　ふふ、とセフィアが微笑ほほえむ。


　さすがにもう驚おどろきはせんが、それでも、王族と家臣の馴なれ馴れしいやり取りを見るのは新しん鮮せんで楽しいわ。リディア王家……というより、リカルド殿どのが面白い存在なのか？　特別な性格なのか？


　セフィアは、ちらとリカルドのほうを窺うかがうが。


　彼は暖炉の火に向かって手をかざしたままで、セフィアの視線には気づかなかった。


　そうして四半刻ほど、四人がなんとなくだらだらしていると、木の椀わんやら皿やらを持ってネゥネゥたちが戻もどってきた。


「今夜も簡単な料理になります。申し訳ありませんが、これで我が慢まんして白菜」


「ん？　白菜を使った料理か？」


　とリカルドが振ふり返かえると。


「あ、いえ、そういうことではありません」


　何な故ぜかネゥネゥが嬉うれしそうな笑みを浮うかべている。


　たとえ相手の勘かん違ちがいであろうと、なんらかの反応を引きだせたのが嬉しいのだろう。


「ああ！　『ください』のほうか」


「判り難にくくてすみません」


　と謝りながらも、全然すまなさそうではなかった。


　謝るくらいなら、料理系駄だ洒落じやれは控ひかえろよ。


　もちろん、声に出しては突っ込まない。毎度毎度、みんなのために料理をしてくれているネゥネゥには、リカルドも本当に感謝しているのだ。


「今夜の主菜は肉と野菜の串くし焼やきにしました。暖炉がありますから、ここで焼けますので。あとは卵料理に毎度お馴な染じみの乾かんパンです」


「上等、上等」


　リカルドはネゥネゥに向かって、ぐっと親指を立ててみせると、アイオリッタも大きく頷いた。


「うむ。こんな場所で温かい食事にありつけるだけでもありがたいというものだ」


　四人がそそくさと場所を空けると、ネゥネゥたち三人は空いた暖炉の前に金属製の串を盛った皿を並べた。


　石綿入りの革手て袋ぶくろを嵌はめたネゥネゥは、手際よく串を火の中に刺していく。


　その間にカオルゥとリィシャはもう一度外に出て、乾パンと炒いり卵たまごを盛った木皿を運んできた。


「いい匂においだな」


　暖炉のほうから香こうばしい香かおりが漂ただよってきて、リカルドが鼻をひくつかせる。


「もうじき焼けます唐から揚あげ、座ってお待ちください」


　いやいや揚げてないだろ。焼いてるだろ。


　リカルドはすんでのところで突っ込みの言葉を呑のみ込んだ。


　乾パンの載のった大皿を中心にして王子やセフィアが床に腰こしを下ろすと、カオルゥとリィシャが卵料理を盛った皿を配って回る。


「第だい一いち陣じんが焼けましたよ。さぁ、どうぞ」


　何本もの串焼きの載った大皿をネゥネゥが運んできた。


　焼けた肉からは肉にく汁じゆうが滴したたり落ちている。


「美う味まそうだな」


「どうぞ、お食べください。直ぐに第二陣を焼きますから」


　リカルドが、暖炉の前に陣取ったネゥネゥを手招く。


「ネゥネゥも一いつ緒しよに食べようぜ」


「あ、いえ、わたしはここで焼きながら摘つまみ食ぐいしますのでご心配なく」


「そうか？」


「はい。お気き遣づかい、ありがとうございます」


「じゃあ、始めるか」


　というリカルドの音頭で夕食が始まった。


　串焼きにかぶりついた各人から賞賛の声が上がった。


「熱々だな」


「これは美味い」


「肉も野菜も、焼き具合が絶ぜつ妙みようじゃな」


「下した拵ごしらえの香こう料りようが肉の旨うま味みを引き立てていますね」


「わたくしもネゥネゥさんの料理の腕うでを見習いたいものです」


　すると、暖炉の火に向かっていたネゥネゥが照れたような笑い声を上げた。


「いえいえ、それほどでも～～」


「おい、ネゥネゥ、おまえもちゃんと食べてるか？」


「王子様、ちゃんといただいています」


「そうか。なら、いいんだけどな」


　ふぅむ。こんなときでも料理人を気遣うか。やはり面白い男じゃのぅ、リカルド殿は。


　熱々の肉や野菜を嚙かみ切きりながら、またもやリカルドと供の者との距離の近さにセフィアは感心する。


　リィシャではないが、吾われも少し見習ったほうが……ああ、いや。


　そこでセフィアは、自分が実質、すでに王女ではないことを思いだす。


　そうじゃった。吾にはもう家臣などおらんのじゃったわ。今さらの話よな。


「どうした、セフィア？　何か口に合わなかったか？」


　セフィアは、ふるふると首を横に振った。


「あ、いや、そうではない、そうではない。ネゥネゥの料理は美お味いしくいただいておる」


「そうか？　なんだかつまらなそうな顔をしていたぞ」


　やれやれ、リカルド殿は目め敏ざといの。


　内心でため息を吐ついてから、セフィアはもう一度、首を横に振った。


「そんなことはない。リカルド殿の勘違いじゃ。吾は此こ度たびの旅を楽しんでおるよ。何しろ城にいた頃ころは、このように旅をして出歩くことなどなかったからの。見るもの聞くもの、すべて新鮮じゃよ」


「そうか。セフィアが楽しんでるなら、連れてきたかいがあったな」


　リカルドは笑って串にかぶりついた。


　吾に家臣はおらなくなったが、リカルド殿のこの気配りを見習うのは無む駄だではあるまい。それに、吾にはまだリィシャがおるしの。もっとリィシャに親しげに振る舞まうのも悪くはないじゃろ。


　と思ったセフィアは、さっそく実じつ践せんしてみようと、左ひだり隣どなりのリィシャに笑いかけた。


「どうじゃ、リィシャ。ネゥネゥの料理は美味いか？　ちゃんと味わっているか？」


　食事中にいきなりセフィアに声をかけられ、リィシャがびくぅっと頭を引いた。


「は、はい、美味しくいただいております。あ、王ひ女め様、お代わりは如何いかがですか？　何か足りない物はございませんか。熱ければ、わたしが吹ふいて冷ましますが」


　却かえって気を遣つかわせただけだった。


　むぅ……どうやら少しずつ実践していったほうがよさそうじゃの。
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　食事が終わり、片付けも終わり、七人は暖炉の前に陣取ってお茶を飲みながらだらだらと話をしていたが。


　やがてリカルドから、


「明日あしたも早いからそろそろ寝ねるか」


　と声がかかり、無む駄だ話ばなしはお開きとなった。


　七人は持ってきた寝ね袋ぶくろにくるまって眠ねむりについた。
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　翌早朝、いちばんに起きたのはカオルゥだった。


　他の者はまだぐっすりと寝入っている。


　ニンジャ装束のまま寝袋に入っていたカオルゥは、そのまま見回りのために外に出る。辺りはまだ闇やみに包まれていた。


　冷気がカオルゥの身を包む。


　体を温めるべく、その場で軽く柔じゆう軟なん体操をしていたカオルゥが、ふと空を見あげた。


　東に連なる峰みね々みねの上空は橙だいだい色いろに染まりつつあったが、西半分は未いまだに夜の闇に覆おおわれていて、そちらでは多くの星が瞬またたいていた。


「今日もいい天気のようですね」


　移動の途と中ちゆうで雨に降られるのは、あまり歓かん迎げいできない。


　ニンジャのカオルゥは濡ぬれるのを厭いとわないが、今回のように誰だれかの護衛をするとなると雨は厄やつ介かいだ。害意を持って近づく者の存在を察知し難にくくなる。


「殺し合いなら雨が降っていたほうが拙せつ者しやには有利なんですが、今回はそういう物ぶつ騒そうなのとは無む縁えんでしょうし」


　体が温まってきたカオルゥは、体操を止やめ、う～～ん、と伸のびをした。


「少し先の様子を見てきますか。はっ！」


　意味もなくその場で宙返りしたカオルゥが歩きだそうとしたとき、道のずっと先のほうで揺ゆれる小さな火ほ明あかりが彼女の目に飛び込んできた。


　あの明かりは？　こちらに向かってきます!?


　彼女は踵きびすを返すと小屋の中に飛び込み、


「誰かが近づいてきます！」


　と叫さけんだ。
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　即そく座ざにアイオリッタとマリウスが跳はね起おきる。続いてリィシャ、リカルド、ネゥネゥが次々と飛び起き、最後にセフィアが寝ね惚ぼけ眼まなこで上体を起こした。


　アイオリッタが鋭するどい目つきでカオルゥに確認する。


「いま何刻だ？　夜は明けたのか？」


「東の空が明るくなってきていますが、まだ夜明け前であります」


「なに!?　夜も明けきらぬ時刻に街道を歩くというのはおかしいな。ただの旅人や商人ではあるまい」


　とアイオリッタが険しい顔になる。


「拙者、様子を探ってきます」


　カオルゥが再び慌あわただしく小屋から飛びだしていった。さすがに小屋の中で宙返りをする気はなかったようだ。


「まさか、また山さん賊ぞくとか？」


　とマリウスが言うと、リカルドが首を横に振ふった。


「いや、それはないんじゃないか。山賊なら暗いうちに襲おそうだろ」


「それもそうですねぇ」


　みな下着――ここでいう下着とは鎧よろいや上着の下に着る衣服という意味で、我々が知っている下着とは別物である――で寝袋にくるまっていたので、その上に手早く上着を着込み、アイオリッタはさらに鎧を着けていく。


「王子たちは小屋の後ろに隠かくれていろ。いざとなれば馬で逃にげるんだ」


「おまえとカオルゥを置いて逃げるわけにもいかないだろ」


「セフィア王おう女じよ様を連れていることを忘れるな、王子」


「ああ……そうだな」


「わたしはカオルゥを手助けする」


　槍やりを手にしたアイオリッタが表に出ていった。


「着き替がえ終わったか、セフィア？」


「ああ、うむ」


「じゃあ、裏に繫つないである馬のところへ。ネゥネゥ、とりあえず道具は置いていけ。何もなければあとで取りに来ればいい」


「判りました、王子様」


　皆みなが緊きん張ちようした面持ちで小屋から出て、裏手に繫いである馬のところへと走った。
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　街道脇わきの大岩に飛び乗ったカオルゥは手で目ま庇びさしを作って、近づいてくる者の正体を見極めようと目を細める。


　闇は薄うすれ、周囲は少しずつ明るくなってきているので、先ほどより遠くまで見通せる。並外れて視力のいいカオルゥは、直ぐに近づいてくる者たちの姿形を見極めた。


「なんだ。あれはイ・ウー・ハン国の兵士ではないですか」


　カオルゥは胸を撫なでおろして岩から飛び降りた。そこへ槍を携たずさえたアイオリッタが駆かけ寄よってくる。


「どうだ、カオルゥ？」


「ご安心ください、アイオリッタ様。近づいてくるのは、イ・ウー・ハン国の兵士のようであります」


「イ・ウー・ハンの!?　ちっ、驚おどろかせやがって」


　舌打ちしたアイオリッタだが、直ぐに安あん堵どの息を漏もらした。


「いったい何者かと心配してしまったではないか」


「申し訳ありません。もっとよく確かめてからご報告すればよかったものを。無能で無脳な拙者をお許しください」


　カオルゥはいきなりアイオリッタの前で土下座をした。


「いえ、こんなことでは許していただけるはずもありませんね。こうなれば、拙者、腹を切るしか」


　ニンジャ刀に手を伸ばそうとするカオルゥの手を、アイオリッタが素早く叩たたいた。


「止やめておけ」


「ですが、拙者の粗そ相そうのために皆みな様さま方の安あん眠みんを妨さまたげてしまいました。この罪、万ばん死しに値するでありましょう」


「こういう場合、確かめてからでは手て遅おくれになることがある。おまえは当然の仕事をしたまでだ。気に病むことはない」


「アイオリッタ様」


「どうせそろそろ起きる時間だったのだからな。安眠を妨ぼう害がいしたのではなく、予定どおりの時間に皆を起こして回ったと思えばいいんだ」


　カオルゥの目から、ぶわぁっと涙なみだが溢あふれだす。


「アイオリッタ様の温かいお言葉、カオルゥ、感謝感激であります。口が悪いとか性格が悪いとか言葉がキツいとか性格がキツいとか言う人もおりますが、本当のアイオリッタ様はお優しいお方です」


　アイオリッタが不満そうに眉まゆを顰ひそめた。


「誰がそんなことを言っているのだ!?」


　正直に答えるわけにもいかないので、カオルゥは地に額を擦こすりつけて平へい伏ふくする。


「こうなったら、このカオルゥ・ユゥミ、一生アイオリッタ様についていきます」


　アイオリッタは疑わしそうな目になって土下座しているカオルゥを見下ろし、


「要いらん。それも止めておけ」


　と言ってから、心中で密かにつけ加えた。


　おまえについてこられたら鬱うつ陶とうしいからな。


　顔を戻もどし視線を上げたアイオリッタは、道の先を見やった。


「それにしても、こんな朝早くから街道の巡じゆん回かいか？　仕事熱心なのだな、イ・ウー・ハン国の兵は」


　のそのそと立ちあがったカオルゥが、曖あい昧まいな表情で頷うなずいた。


「でありますね。しかも、兵数が五十人以上……いえ百人近くいるみたいでありますし」


「なに？」


　アイオリッタが目を見開く。


「それは……多すぎるだろう」


「……ですね」


　カオルゥも少し不安げな表情に変わる。


「何か事件でもあったのでしょうか」


「さて、どうかな。これから事件が起きるのかもしれないぞ」


　意味ありげな表情で、アイオリッタは街道の先を見やった。


「え？　それはどういう……」


　などとふたりがやり取りをしているあいだに、イ・ウー・ハン国の部隊が小屋の前に到とう着ちやくした。カオルゥの見立てどおり、兵士はざっと七、八十人ほどもいる。しかも、全員が完全武装だ。単なる見回りとは思えない仰ぎよう々ぎようしさだった。


「そこの者に尋たずねる」


　隊長らしき人物が進みでて、ふたりに声をかけてきたので、それに応じようと、アイオリッタも一歩、前に出た。


「何用か？」


「おぬしたちはどこから来たのか？　何しに我が国の領内に入った？」


　相手の傲ごう岸がん不ふ遜そんな物言いに、アイオリッタがむっとした顔になる。


「貴国の領域内に入るのに、いちいち了りよう解かいを求めなくてはならない決まりでもあったか？　勝手に入られたくないのなら、どこかに関所でも作っておけ」


「そういうわけではないが、最近、隣りん国ごくで騒そう動どうがあったからな。正体不明の不ふ審しん者は身み柄がらを押さえるようにというお達しが出ているのだ」


「ほほう。我らを正体不明の不審者呼ばわりか」


　槍を握にぎるアイオリッタの右手に力が入るのを目め敏ざとく見つけたカオルゥが、彼女の腕うでに取りすがった。


「アイオリッタ様、抑えてください抑えてください。ここで騒動を起こしたら言い訳が利きませんよ」


「む……判っているよ」


　アイオリッタの右腕の力が抜ぬけたので、カオルゥは安堵の息を漏らす。


「我々は、リディア王国の王太子、リカルド・ライアス・リディア様から、貴国のユーリ・ユァン・ハン様へと遣つかわされた使節団である」


　アイオリッタの堂々たる名乗りに、隊長らしき人物は傍かたわらの部下と顔を見合わせたが、直ぐにアイオリッタに向き直った。


「わたしはこの部隊の隊長、ヨート・オである」


「そうか。お勤め、ご苦労様である」


「ところで、使節団といいながら人員はふたりだけなのか？」


「あ、いや」


　アイオリッタが逡しゆん巡じゆんしていると、小屋の陰かげからリカルド以下が姿を現した。


「残りはここにいるぞ」


　というリカルドの声に、兵たちが一いつ斉せいに顔を振り向むける。


　その視線を一身に浴びながらリカルドが名乗った。


「わたしが使節団の長、ガルディ・ガリア・ガウスだ」


　この名は、使節団という表向きの役割を演じるときに使うための偽ぎ名めいだが、まさか移動の途と中ちゆうでこうして偽名を名乗る場面が出てくるとはリカルドも思っていなかった。


「王太子、リカルド・ライアス・リディア様がユーリ・ユァン・ハン様へ遣わされた使節団を任されている」


　と言いながら、笑いだしそうになるのを、リカルドはなんとか堪こらえた。


　隊長はどこか怪け訝げんそうな、どこか不審そうな、そんな不ぶ躾しつけな視線をリカルドに這はわせているが、それを無視して、リカルドは使節団の一行を紹しよう介かいし始める。


「そちらがリディア王国近衛騎き士し団の姫き士し、アイオリッタ・アイギス・アイビゥス」


　アイオリッタがおざなりに頭を下げる。


「これがリカルド王太子様の侍じ従じゆう、マリウス・マルガス・マルガロイド」


　マリウスは丁てい寧ねいに低頭した。


「あちらが警護人のカオルゥ・ユゥミ」


　カオルゥは頭が膝ひざにくっつきそうなほど深々と腰こしを折った。


　アイオリッタ、マリウス、カオルゥは偽名を使う必要もない。むしろ、リディアの王宮に問い合わせでもされたときは本名のほうが通りがいい。ということで、本名を使うことになっていた。


「向こうが料理人のネゥネゥと侍じ女じよのソフィーにサシャだ」


　ソフィーとサシャというのは、セフィアとリィシャのことである。


　三人を見やった隊長は小首を傾かしげた。


　たしかに王太子から王女へ遣わされた使節団に料理人や侍女が混じっているのは、常識的に考えて少しおかしい。


　だが、ここで言い訳をしていると藪やぶ蛇へびになる。リカルドは敢あえてこのまま押し通すことにする。


「この七名が使節団の構成員だ」


　リカルドがそう締しめくくると、隊長のヨート・オはいきなり右手を挙げた。


「よし、この侵しん入にゆう者どもを引ひっ捕とらえろ！」


「なぁぁぁぁ？」
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　リカルドだけでなく、アイオリッタもマリウスも、カオルゥもネゥネゥも、セフィアもリィシャも、全員揃そろって目を見開き、顎あごを落として驚きよう愕がくしている。


　兵士のある者は抜ばつ刀とうし、ある者は槍やりを構えた。全員が闘やる気満々である。


「おい待て！　これはどういうことだ!?」


　我に返ったリカルドが隊長に向かって怒ど鳴なる。


「我々はリディアの王太子からの使節団だぞ！　貴様、このような無礼が許されると思っているのか!?」


　ヨート・オは、口くちの端はを吊つりあげるように笑った。


「許されんだろうな。貴様らが本当に使節団なら」


「な……に？」


「昨日のうちに『リディア王国からの使者を騙かたる怪あやしい者たちがイ・ウー・ハン国に潜せん入にゆうしようとしている』という通報があったのだ」


「なんだってぇぇ!?」


　リカルドが目を剝むいた。


「その報を受けて我々が急行してみれば、案の定、リディアの使者を騙る偽にせ者ものどもがここにこうしていたというわけだ」


「いや、そうじゃなくて。俺たちは本物の使者なんだって」


　さすがのリカルドも事態の急変に驚いて我を忘れてしまった。いつの間にか自じ称しようが「俺」になっている。


「偽者は皆みな、そう言うんだ」


「……そりゃそうだ」


「納得してどうするんですか、王……」


　いつもは打たれ強くちゃらんぽらんなマリウスまで動どう揺ようしている。危うく「王子」と口にしそうになって、慌あわてて言い直した。


「ガルディ様」


「いや、そうなんだけどな」


　ヨート・オが、リカルドに向けて突つきつけるように剣けんの切っ先を挙げた。


「武器を捨てて、おとなしく捕ほ縛ばくされればよし。抵てい抗こうするなら少々痛い目に遭あってもらっても、こちらとしてはかまわんのだぞ」


「どうする、おう……ガルディ殿どの？　強きよう行こう突とつ破ぱするか？」


　強気で鳴らすアイオリッタですら言い間ま違ちがえそうになった。それだけ事態の急変が予想外だったということか。


　槍の穂ほ先さきを覆おおっている革かわ袋ぶくろを外そうとアイオリッタが左手を動かすのを見て、リカルドは慌てて彼女を遮さえぎった。


「いや、それは不ま味ずい。というか、いくらおまえとマリウスでも、この人数相手じゃ大変だろう。こちらにはセフィアがいるのを忘れるな」


「…………」


「ここはおとなしく連行されて、あとで身の潔白を晴らしたほうがいい」


「いいのか、それで？」


「出るところへ出れば、潔白はいくらでも晴らせるからな。ここで暴れたりしたら、もう二度とイ・ウー・ハン国へ出入りできなくなるぞ」


「ちっっ、仕方がない」


　舌打ちしたアイオリッタは、ひょいと右手の槍を前方へ放り投げた。


　槍が転がる音が静かな山道に響ひびき渡わたる。


　それを合図にしたように、マリウスやカオルゥも構えを解いた。


　セフィアを庇かばうように立っていたリィシャも全身の力を抜く。


　ネゥネゥだけはいつもと変わらず、飄ひよう々ひようとした顔と態度でその場に立って様子を見守っている。


　リカルドが降参の意を表すように、両手を挙げた。


「判った、隊長殿。おとなしく連行されるから、穏おん便びんに頼たのむ」


「抵抗しなければ、こちらも手て荒あらなことをするつもりはない。貴様らの荷物も運んでやるから安心しろ」


　安心できるか！


「……で、我々はどこに連れていかれるんだ？」


「女王様のおわすイ・ウー宮だ」


　リカルドとアイオリッタ、マリウスは、思わず互たがいの顔を見やった。


　イ・ウー宮は、イ・ウー・ハン国の首都にある宮きゆう殿でんだ。


「近くの砦とりで、あるいは近きん郊こうの街で取り調べというなら判るが、都にまで連れていくとは、どういうことだ？」


　と囁ささやいて、アイオリッタが首を捻ひねっている。


「いや、俺にも判らないが……もしかすると……」


「もしかすると？」


「シュールティスでの反乱騒さわぎが何か関係しているのかもしれないな」


「ああ、なるほどな」


　アイオリッタやマリウスは頷うなずいたが。


「むぅ。だとすると、この騒ぎの責任の一いつ端たんは吾われにあることになるな」


　セフィアが暗い顔でそう呟つぶやいた。


「いや、そんなことはない。もし責任があるとすれば、セフィアじゃなくておまえの兄のほうだろ。だから、いちいち気にするな」


「そう言うてもらうと、少し肩かたの荷にが下りるが」


「全部下ろしておけよ」


　とセフィアに笑いかけたリカルドは、しかし、おかしいな、と内心で首を捻る。


　アイオリッタの言うように、わざわざ都まで連行するってのが判らないな。何か俺たちが知らないことがこの国で起きているのか？


　少し不安になるリカルドだが、今さらこの状じよう況きようをどうにかできるわけではない。とにかく首都まで出向き、それなりの責任者に身分を明かして――あくまで王太子の使者という身分だが――ユーリの下を訪れる許可をもらうしかなかった。


　リカルド以下の七人は、前後左右を兵たちに挟はさまれるようにして歩かされ、遠く離はなれたイ・ウー・ハン国の首都まで連行されることとなった。
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　ここはイ・ウー・ハン国の首都、イ・ウー。


　イ・ウーは、後背地の急きゆう峻しゆんな山さん岳がく地帯が次第になだらかな高原へと変わる場所に造られた城じよう郭かく都市だ。イ・ウー宮殿は街の背後にある岩山の上に、その威い容ようを見せつけるように建っている。


　街から宮殿までは、岩山の急きゆう斜しや面めんを穿うがつように造られた細い階段を登っていかなくてはならず――ある意味ではカルヴェルグ城にあったセフィアの館を大規模にした物とも言える――かなり不便だが、この宮殿の立地に関しては、便利か不便かなど、大した問題ではなかった。


　そこは神や精せい霊れいと交感する、あるいは神や精霊と交こう歓かんする女王の坐まします神聖な場所なのだ。便利さよりも、民に与あたえる影えい響きようをこそ重要視されている。


　岩山の上の壮そう麗れい壮そう大だいな宮殿は街中のどこからでも望め、逆に宮殿からは眼下に街を睥へい睨げいできる。それは神と人との縮図であり、神や精霊に最も近いイ・ウー・ハン国の統治者と民草の関係を表す象しよう徴ちようでもあった。


　イ・ウー・ハン国は代々女王が治める国で、現在の女王、ユゥ・ノス・ノルデ・イル・ハンはあの宮殿に常在している。


　女王が宮殿から降りてくることは、よほどのことがない限りあり得ず、実際、四年前にユゥ・ノスが女王位に即ついて以降、その機会は数えるほどしかない。


　イ・ウーの街が広がる台地の標高は四百ヤルドほど（約一千メートル）だろうか。冬の寒さは厳しいが、夏は涼すずしく、夏期には平地からの避ひ暑しよ客で賑にぎわうという。


　ちょうど今、高原も初夏を迎むかえようという季節になり、訪れる旅人や商人も増えている。街中の大通りには市いちが立ち、行き交う人が多かった。


　幅ふく員いんが四ヤルド以上もあるその大通りを、リカルド一行が歩いている。というか、歩かされている。


　すでに日はだいぶ西に傾かたむき、そろそろ山やまの端に隠かくれようかという頃ころ合あいだ。


　途と中ちゆう、リカルドたちは用意された馬車に乗せてもらえたから、ここまで延々と歩かされるという最悪の事態だけは免まぬかれることができた。


　というか、ずっと歩かされていたら、今日中にここまで辿たどり着つくのは無理な相談だったろうけどな。


　馬車から降ろされ、街中に入ったリカルドは、街の様子を確認しようと頻しきりに首を左右に動かしている。


　大通りを挟んで建っている建物のほとんどは石造り、あるいは煉れん瓦が造りで、二階建て、三階建ての物が多いが、中には五階建て、六階建てという高層建築も見受けられた。


　直すぐ向こうに大きな看板を掲かかげている建物は宿屋だろう。看板に寝しん台だいの絵が描えがいてある。


　その他にも、靴くつ屋や、服屋、肉屋、薬屋、食事処など、各種の店が軒のきを連ねているのが見て取れた。


　道路の両りよう端たん、店の出入りの邪じや魔まにならない場所に市の出で店みせが並んでいた。それらの多くは生せい鮮せん食品やら竹細工やら木工品やらを売っていたが、すでに夕刻も近く、閉じている店も目についた。


　ネゥネゥも大きな櫃ひつを背負ったまま、きょろきょろと辺りを見回していたが、やがて、ふと呟つぶやきを漏もらす。


「さすがにここでは新しん鮮せんな魚ぎよ介かい類るいは手に入りませんか。となると、献こん立だてはある程度、限られてしまいますね」


　こんなときでもまず料理の献立を考えるのか、ネゥネゥは。


　リカルドは呆あきれるやら感心するやら。


　道のそこここに、旅人目当ての馬ば丁ていや籠かごかきの姿もちらほらとあったが、むろん、兵士に連れられているリカルドたちに声をかけるような真ま似ねはしない。


　べつにリカルド一行は縄なわを打たれているわけでもなく、連行されていく囚しゆう人じんという雰ふん囲い気きではないのだが、完全武装の兵の一団が大通りを練り歩くこと自体、あまり見られるものではないから、何があったのかと、市で買い物をしていた街の住民や旅人などが遠巻きにして通り過ぎていく彼らに注目していた。


「なんか見み世せ物もの状態ですねぇ、僕たち」


「相変わらずおまえはお気楽だな」


「そんなことないですよ、王子。これでもけっこう緊きん張ちようしてます」


「そうは見えないけどな」


「リカルド殿どのよ」


　とセフィアが囁いてきた。


「お、おう？　なんだ、セフィア？」


「我らのことを『リディアの使節を騙かたった不ふ審しんな侵しん入にゆう者』と断じた割には、どうにも扱あつかいが中ちゆう途と半はん端ぱじゃと思わぬか？」


「ああ……セフィアもそう思うか」


「なんじゃ、疾とうに気づいておったのか」


「気づいたというか、おかしいなとは思っていたよ」


　ふたりがひそひそ話をしていると、マリウスが首を突つっ込こんできた。


「何がおかしいんです？」


「だからさ、リディアの使者を騙った侵入者を捕つかまえたのなら、イ・ウー・ハン国にしてみれば、かなりの大おお事ごとだろ。その正体を割りだして、なんのために潜せん入にゆうしたのか、目的も明確にしなくちゃならない。ってのに、俺たちを縛しばるわけでもないし、途中からは馬車にも乗せてくれたし」


「はぁ。言われてみれば、たしかに」


「それにな、気になることはまだあるんだ」


「なんですか？」


「あの隊長、『リディアからの使者を騙って潜入する奴やつがいると通報があった』って言ってただろ。そんな通報を誰だれが当局にしたのか。不思議だと思わないか？」


「そういえば、そんなことを言っていましたねぇ……って、まさか！」


　マリウスが自分の思いつきに目を剝むいた。


「リディア本国の誰かが密告したと!?」


　だが、リカルドはあっさりと否定する。


「まさか。そんなことをする意味がない」


「吾われの国の誰かが嚙かんでおる……という可能性はどうじゃ？」


　とセフィアが指し摘てきした。


「それも考えたけどな。でも違ちがうと思う」


「……さようか」


「ああ。リディアの使者を騙って潜もぐり込む奴がいるなんてことをイ・ウー・ハン国に通報する理由が、そもそもシュールティスにはないだろ」


「まぁ……そうじゃな」


「しかも、まるで俺たちが通るのが判っていたかのような機会での通報だ。シュールティス側が俺たちのことを事前に察知できるはずがない」


「知っておったのなら、こんなまだるっこしい方法を取らんで、吾を直接捕まえに来ればよいのだしな」


「まぁ、イ・ウー・ハン国でセフィアを捕まえようってのは、シュールティス側にしたら危険度が高いけどな。それ以前に、俺のことが判るはずがないし、万一、俺がイ・ウー・ハン国を極秘で訪れることを知ったとしても、その中にセフィアがいるなんてことが判るはずがないんだ」


　とリカルドが断定すると、そのとおりと思ったのか、セフィアは押おし黙だまった。


　代わりにマリウスが、


「では、王子は誰だとお考えなのです？」


　と訊きいてきた。


「判らないから、不思議でもあり不審でもあるんだよ」


　などと話しているうちに、一行を連れた兵たちは大通りを通とおり抜ぬけ、突き当あたりにある内城の入り口に到とう達たつした。


　内城といっても、他の街のように街中に王宮があるのではない。前述したとおり、イ・ウー宮は背後の岩山の上に建っているのだ。ここにあるのは兵舎や政庁舎などである。


　内城に通じる扉とびらを潜くぐると、そこには兵舎や政庁舎の建物が建ち並んでいて、その奥に、イ・ウー宮へと登っていく急な階段があった。


「なんとなく、セフィアのいた城の造りに似ているな」


　そうリカルドが言うと、彼女は思わず苦笑を浮うかべる。


「規模が違うな、規模が」


　つまりそれは、金のかけ方が違うという意味でもある。


「街の規模自体、カルヴェルグよりここのほうがずっと大きいが、それ以上に、あの宮きゆう殿でんじゃ。街から見上げただけでも我が館の数十倍もの大きさがありそうに思えるぞ。造りも豪ごう華かそうだし、さすがにイ・ウー・ハン国の都だけのことはあるな」


　セフィアは感心しきりだった。


「というか、僕たち、本当に女王様のいらっしゃるあそこに連れていかれるんですね」


「……のようだな。それもおかしな話だけどな」


　とリカルドが応えると、それまで無言だったアイオリッタが、ふん、と鼻を鳴らした。


「たしかにおかしな話だ。外とつ国くにの使者を騙った不届き者程度で女王様が直じき々じきに詮せん議ぎなどするはずがないんだ。普ふ通つうならばな」


「そうだな。ってことは、普通のことじゃないんだろうな、これは」


「いったいどういうつもりなんでしょうね」


　呑のん気きなマリウスも、さすがに不安そうな表情を隠さない。いつもだったら、可愛い娘こはいるかな、などと周りをきょろきょろしているのに、今はじっと宮殿の建つ岩山を見上げているだけだった。


　ネゥネゥもセフィアもリィシャも、宮殿を見上げたり周りの兵士を見み回したりと、なんとなく落ち着かない様子だ。


　ひとりカオルゥだけは、


「いざとなれば拙せつ者しやが縄なわ抜ぬけでも牢ろう破やぶりでも宮殿の爆ばく破はでも、なんでもして皆みなさまをお逃にがしいたします。甲こう賀が忍術火走りが火を噴ふき、宮殿を火の海にします！　どうかご安心ください」


　と妙みような具合に張り切っていた。


「少しも安心できんわ！　というか、おまえのその張り切り具合がいちばん心配だわ」


　リカルドに突っ込まれて、カオルゥは首をすくめた。


「とにかく。間ま違ちがってもそういう危ないことをするのは止やめておけ。いいな？」


「しょ、承知してございます」


　そうこうしているうちに、一行は内城の最奥にある大門の前までやって来た。


　そこでリカルドたちを連れてきた部隊は引き返し、一行は宮殿警護の部隊――ここでは宮きゆう護ご兵へいと呼ぶらしい――に引き渡わたされた。


「リディア王国の使者を名乗る者たち」


　と宮護兵の指揮官が呼んだ。


「はい」


　リカルドが進みでる。


「今から女王様に謁えつ見けんしてもらう」


　指揮官の言葉を聞いて、リカルドたちは互たがいの顔を見合わせる。


　やっぱり女王様が？


　どうして偽にせ者ものの使者を女王様が引見する？


　わけが判らないな。


　などと囁ささやき合った。


「では、こちらへ」


　前後を宮護兵に挟はさまれたまま七人は大門を潜くぐり、背後の急きゆう斜しや面めんにへばりつくように造られた階段に足を載のせた。
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　宮殿と街との高低差は五十ヤルド以上あるだろうか。


　背後の岩山の斜面は段々になっていて、いちばん急なところでは斜しや度どが六十度くらいもありそうだ。階段は斜面を横切るようにつけられているから、階段自体はそこまで急ではないが、登っていくときに斜面を覗のぞき込めば、ほぼ垂直、まさに絶ぜつ壁ぺきに感じられる。片側には手すりが付けられているが、もし階段から転落すれば、途と中ちゆうで止まることなく一番下まで転がり落ちていくことだろう。


　狭せまい階段は岩がん壁ぺきを穿うがつように造られているが、ときどき金属製の梯はし子ごが取りつけてある箇か所しよが現れたりする。上から人が下りてきたらすれ違うのに一苦労だ。


　階段は右へ折れ左へ折れしながら、少しずつ高度を稼かせいでいく。


　登るにつれて街の全容が眼下に広がっていった。同時に、街の近くにある低山の向こうに雪を被かぶった高こう峰ほうが重ちよう畳じようと連なる様が目に入ってきた。


　セフィアは「規模が違う」と言ったが、それが実感できる絶景だった。


　山に囲まれた盆ぼん地ちにあるリディア王国で生まれ育ったリカルドやマリウス、アイオリッタであっても、このような光景を見るのは生まれて初めてで、つい足を運ぶのも忘れて見入ってしまった。


　山の民出身のリィシャですら、息を詰つめて見入っていたから、セフィアやネゥネゥは言いうに及およばずだ。


　カオルゥだけは、何やらひとりで頻しきりに頷うなずいていたが、あとで聞いたところ、東の大陸からこちらへと渡ってくる途中で、これと同等の光景を見たことがあったらしい。


　そんなカオルゥを除けば、いずれもが初めて見る絶景なのだから、一行が足を止めてしまうのも無理はなかった。


　だが、宮護兵にとっては、いつもの見慣れた光景にすぎない。


　後ろから来る兵士たちがつっかえてしまい、リカルドたちは指揮官から、


「さっさと歩きなさい」


　と怒おこられてしまった。


　何度も振ふり返かえりながら、見下ろしながら、やっと七人が急きゆう登とを登り切ると、今度は目の前に巨きよ大だい壮そう麗れいな宮殿が立たち塞ふさがった。


　宮殿が建つ場所は棚たな状になった平へい坦たん地で、かなりの広さだったが、宮殿はそのほぼ全域を使って建てられていて、その一部は、さらに背後の斜面にも及んでいる。


「……でかいな」


「柱の一本一本がアイオリッタよりも太そうですね」


「どうしてそこでわたしを喩たとえに出す!?」


　アイオリッタに蹴けられ、マリウスが悲鳴を上げて跳とびあがった。


「こら。何を遊んでいる!?　さっさと歩きなさいと言うのが判らないか！」


　また指揮官に怒られた。


　直ぐそこに大きな宮門がある……と思って歩いていくが、なかなか門に到達しない。


　二十分ぶん時じ（約三分）も歩いた頃ころに、ようやく宮門の前に達した。


　宮門の前に十人、入ったところにさらに十人ほどの衛兵が見張りに立っている。


「で……でけえ」


「巨きよ大だいすぎて、遠近感が狂くるっていたんですね」


　門の高さだけで十ヤルド以上もありそうだ。門柱は木製で、三人で手を繫つなげばようやく周りを取り囲めるといった太さだった。


「どんな巨木を伐きりだしてきたんだよ」


　リカルド以下、みな、口をぽかんと開けて宮門を見あげた。


　門の上部には様々な浮かし彫ぼりが施ほどこしてあった。人や獣けもの、そして見たことのない無数の生き物が行進しているのが見て取れる。あるいは戦っているのかもしれない。


　人々の先頭に翼つばさの生えた者が立っていた。あれが、イ・ウー・ハン国の開祖と言われる精せい霊れいイィ・ウゥだろうか。


　隣りん国ごくであるのに、その内実をほとんど知らなかったリカルドは――イ・ウー・ハン国は他国との交こう渉しようを積極的に行っていない――こうして初めて見る都の宮殿の威い容ように、すっかり感心していたのだが。


「おい、こら。止まるなとあれほど言ったのが判らんのか！」


　さらに指揮官に怒られた。


「ああ、判ってます。歩きますよ」


　うしろから槍やりの柄えで突つっつかれそうになり、リカルドたちは慌あわてて歩きだす。


　巨大な門を潜くぐると背の高い壁かべに囲まれた玉砂利を敷しき詰めた前庭があって、その向こうに宮殿の本体が鎮ちん座ざしていた。ここでは、あの建物を「本ほん殿でん」と呼ぶらしい。


　宮門から本殿まで、真っ直ぐに柱ちゆう廊ろうが延びている。建ち並んだ円柱に支えられた廊ろう下かは壁がなく素通しだった。


　やがて柱廊は行き止まりとなり、正面に本殿が立ち塞がった。
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　本殿は横広がりの建物で、平屋建てのように見えるが、それにしては背が高かった。


　その正面に朱しゆ塗ぬりの大きな扉とびらがあり、その左右には八人ばかりの衛兵が直立不動で控ひかえている。今度の扉は固く閉ざされていた。


　リカルド一行を連れてきた宮護兵の指揮官が扉の衛兵に何事かを囁いた。すると、数人の衛兵が扉の左右にある巻き上げ機に取りつき、力を込めてそれを回し始めた。


　閉ざされていた扉は軋きしみ音を立てながらゆっくりと割れ、次第に左右に分かれていく。


　やがて扉が開き、室内の様子が見通せるようになる。


　リカルドたちは一いつ斉せいに息を呑のんだ。大きく息を呑んだ。


「なん……だ、あれ」


　声を絞しぼりだすようにリカルドがそう言うと。


「……大きいですね」


　とマリウスが応え。


「ここでも遠近感が狂いそうだな」


　アイオリッタが首を振った。


　そこには広大な部屋が広がっていた。


　太い円柱に支えられた天てん井じようは遥はるかに高く、赤い敷しき物ものが敷かれた部屋は遥か奥まで続いているように見える。円柱に取りつけられた燭しよく台だいで燃える蠟ろう燭そくの弱々しい炎ほのおだけでは全容が判然としない。


「何か異い臭しゆうがします。蠟燭の……いえ、これは……」


　カオルゥが目を細めて辺りを見渡すと、その瞬しゆん間かん、遠くのほうで赤い何かが輝かがやいた。


「ん？」


　全員がそちらに目を向けると、赤く輝くそれは一直線にこちらに向かって走ってくる。


「な、なんだぁ!?」


　リカルドは思わず一歩、後あと退ずさってしまう。


「油です。床ゆかに造った流路に油を流して、それに火を点つけたのでありましょう」


　カオルゥが説明しているあいだに、燃える炎は部屋の最奥から扉の前まで走り、薄うす暗ぐらい室内に赤々と燃える二本の火の道ができていた。


「よう来た。ここが謁見の間まじゃ。こちらへ来こよ」


　朗々とした女性の声が室内に響ひびき、リカルドたちがはっとして顔をあげる。


　宮護兵たちは一斉に叩こう頭とうし、面おもてを伏ふせたまま、後退るように室内から退出していってしまった。彼らが部屋を出ると、大きな扉はゆっくりと閉じていく。


　七人が互いの顔を見やっているうちに扉は完全に閉ざされ、暗くら闇やみの中で炎の明度が強調される。


「どうした、リディアの使節の者たちよ。遠えん慮りよせんでもよい、こちらへ来こよ」


　という女性の声に誘さそわれ、覚かく悟ごを決めたリカルドが先頭に立ち、左右で燃える火の道のあいだを奥に向かって歩いていく。


　二本の細い火の道だけが煌こう々こうと明るく、天井も室内も暗いので、どこが終点なのかよく判らない。空間の認識能力だけでなく、時間感覚まで狂ってしまいそうだ。


　油が燃えている流路の直ぐ外側に一定間かん隔かくで円柱が立っている。それら円柱の合あい間ま合間には人の背せ丈たけよりも高い木の彫ちよう刻こくが置いてあった。それらは人のような姿をした、しかし人には非あらざる者だったり、悪あく魔まのような恐おそろしい姿をした何かだったり、見たこともない不可思議な生き物だったりする。


　赤い炎に照らしだされる一種異様な彫刻群は、見ているだけで怖おぞ気けを震ふるいそうだ。


　リカルドは歩きながらも、ちらちらとそれらの彫刻を横目で鑑かん賞しようする。


　あれらがイ・ウー・ハン国に伝わる神話や伝承に登場する者たち……なのかな。薄暗いから、まるで生きているようだ。神話に出てきた生物を捕とらえて陳ちん列れつしてある、そんな感じだな。


　イ・ウー・ハン国は独特の文化や伝統を持っていると言われているが、その意味が実感できた気がするリカルドである。
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　そうしてどれほど歩いただろうか。実際には三十分ぶん時じ（二分）も歩いていないと思うが、リカルドたちは四半刻ほども歩いたような気分になっていた。


　ようやく終わりが見えてきた。


　二本の火の道が途と切ぎれる向こうが一ヤルドほど高くなっていて、その段差を数段の階段が埋うめている。


　その高みに大きな椅い子すが置いてあり、ひとりの女性が腰こしを下ろしていた。椅子の左右で篝かがり火びが燃えていて、その炎の明かりが彼女を照らしている。


　少し離はなれたところ、左右と背後に警護の兵が詰めているのが見て取れたが、ぴくりとも動かないので、室内に並んでいた物と同じ木き彫ぼりの彫ちよう像ぞうかと見み紛まがうほどだった。


　大きな椅子に足を組んで座っているのは、長く艶つややかな黒くろ髪かみが目を引く二十代後半かという美女で、彼女が身に纏まとう長なが裳もは原色を配してあって、かなり派手な印象を受ける。


　あれがイ・ウー・ハン国の女王か。たしか、四、五年前に、亡くなった妹の跡あとを継ついで新たな女王になったんだったな。で、その後、妹の子供たちを養子に取った……と。


　イ・ウー・ハン国が他国との交流に積極的でなくても、外交立国リディアの王子であるから、そのくらいの情報はリカルドも仕入れている。従って、自分の婚こん約やく者、ユーリ・ユァン・ハンも女王の実の娘むすめではなく養子であることも知っていた。


　それにしても顔の造作が派手な美人だな。派手な衣装がよく栄はえている。
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「む？」


　セフィアがリカルドの視線に気づいて眉まゆを顰ひそめる。


　マリウスはリカルドのように視線だけを向けるのではなく、上体を乗りだすようにして堂々と覗のぞき込んでいる。


　アイオリッタが彼のお尻しりを蹴り飛ばした。


　痛つうっっ。


　その場で跳びあがるマリウスを冷ややかな目で見ながら、セフィアは、吾われもリカルド殿どのを蹴り飛ばすくらいはしたほうがよいのかもしれんな、と思った。


「よう来たの。妾わらわがイ・ウー・ハン国の女王、ユゥ・ノス・ノルデ・イル・ハンぞ」


　女王が直じき々じきに言葉をかけ、自ら名乗ったとあれば、リカルドたちも名乗らないわけにはいかない。


　リカルドは恭うやうやしく片かた膝ひざをついて丁てい寧ねいに頭を下げ、自己紹しよう介かいを始めた。


「お目にかかれて光栄でございます、女王様。わたしはリディア王国王太子、リカルド・ライアス・リディア様の名みよう代だいとしてこの国を訪れましたガルディ・ガリア・ガウスでございます」


「であるか」


「こちらが使節団の一員、ふだんは王太子の侍じ従じゆうを務めておりますマリウス・マルガス・マルガロイド」


　リカルドと同じように片膝をつき、マリウスが頭こうべを垂れた。


「よろしくお見知りおきくださいませ、女王様」


「であるか」


「こちらがリディア王国近衛騎き士し団の姫き士し、アイオリッタ・アイギス・アイビゥスでございます」


「よろしくお見知りおきのほどを、女王様」


「であるか」


「後ろに控えている者たちは、今回の使節団を構成する警護人、料理人、侍じ女じよたちでございます」


　片膝ついたセフィアにリィシャ、ネゥネゥとカオルゥが床に額がつくほど上体を折り曲げる。


「「「「よろしくお願いいたします、女王様」」」」


「であるか。みな大たい儀ぎであったの」


　そう言い放ったユゥ・ノス女王は、いきなり立ちあがり、段差を繫ぐ階段を下りてきた。


「では、皆みなの者、こちらへ来こよ」


「あ、あの、女王様」


　とリカルドが遠慮がちに声をかける。


　歩きかけた女王が、足を止めて振ふり返かえる。


「なんじゃ？」


「わたしどもは『リディアの使者を騙かたる不届き者』ということで、ここまで連行されてきたのですが、えっと、その、いいのでしょうか？」


「いいとは、何がじゃえ？」


「いえ、わたしたちの取り調べを行わなくても……という意味ですけど」


　リカルドが遠慮がちにそう言うと、女王は小さく笑った。


「なんじゃ、そんなことか。かまわんよ。ぬしらは本物の使節なのじゃろう？　いやいや、本物の使節とは少し違ちがうようだがな」


　くすくすと笑っていた女王だが、やがて、


「ほれ、ついて来よ」


　と言って歩きだす。その背中に、リカルドがもう一度、声をかける。


「えぇと、従者たちも一いつ緒しよでよろしいのですか？」


　女王は、今度は振り返りもせず応えた。


「いいとも。全員で来るがよいぞ」


　互たがいに顔を見合わせるリカルド、マリウス、アイオリッタだが、仕方がないな、とそれぞれ肩かたをすくめ、セフィアやネゥネゥたちに一緒に来るようにと手招きしてから、女王のあとを追って歩きだす。


　どういうことだ、これは。


　リカルドは内心で頻しきりに首を捻ひねるが。


　まぁ、考えても判らないことは判らない、か。どうやら偽にせ者ものとして断罪されるわけじゃなさそうだから、そこは安心だ。こうなったら覚悟を決めて、女王様にとことんつき合うしかないな。
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　女王のあとについて、段差に沿って広大な謁えつ見けんの間まを横切っていくと、やがて壁かべに突つき当あたった。


　そこに扉があった。


　これまでに見てきた扉とは対照的に、人がひとり、ようやく潜くぐり抜ぬけられる程度の小さな扉とびらだ。


　女王がその扉を軽く叩たたくと、扉は向こうから開けられた。


　女王は少し腰を屈かがめてその扉を潜る。


　またしてもリカルドたちが顔を見合わせていると、向こうから女王が、


「どうした？　早く来こよ」


　と呼んだ。


　はいはい、覚悟を決めてね。


　首を振りながらリカルドが扉を潜る。


　以下、マリウス、アイオリッタ、セフィア、リィシャ、ネゥネゥ、カオルゥの順番で、全員が扉を潜った。


　中に立っていたのは、やはり衛兵だったが、そこの衛兵は女性兵だった。


　その先は狭せまくて天てん井じようの低い廊ろう下かが続いており、壁の燭しよく台だいで燃える蠟ろう燭そくの火ほ明あかりが揺ゆれるたびに、足下に映しだされる人ひと影かげもまた、ゆらゆらと揺れた。


　薄暗い廊下を足早に歩いていく女王に離されまいと、リカルドたちも足を速める。


　やがて、廊下の左右に幾いくつかの扉が見えてきた。


　女王は足を止め、そのうちのひとつの前に立ち、またもや扉を軽く叩く。


「妾じゃ」


　と女王が声をかけると、扉は直ぐに開いた。


「お帰りなさいませ、女王様」


　出で迎むかえたのは年の頃ころなら十五、六かという少女だった。


　透すけるような紗しやの長裳を身に纏っている。


　生地が薄うすいせいか、体の線がうっすらと浮うかんでいるのがなんとも艶なまめかしい。


　リカルドが思わず見とれていると、ぎゅう、と脇わき腹ばらの皮ひ膚ふを抓つねられた。


〈いっ、痛いよ。いきなり何するんだ、セフィ……ソフィー!?〉


〈いや、何か小さな虫が止まっていたのでな、捻り潰つぶしてやろうかと思ったのじゃが〉


〈いないよ。虫なんか、いないだろ。もしいたとしても、追おい払はらってくれればそれでいいからな？〉


〈さようか。では、今後はそうするとしよう〉


〈……ああ、そうしてくれ〉


「ほれ、何をしている。さっさと入らぬか」


　中に入った女王に促うながされ、リカルドは慌あわてて部屋に足を踏ふみ入れる。


「失礼いたします」


　小さな部屋だった。


　いや、それほど小さくないのかもしれないが、今まで見てきた物――扉も部屋もすべてが巨きよ大だいだったため、どうも遠近感というか大小を認識する感覚が狂くるっている。


　大きさが対照的なだけではない。


　あの回かい廊ろうや謁見の間には生活感というものが毛ほども感じられなかったのに対し、この部屋には生活感が溢あふれている。


　人の背せ丈たけに相応ふさわしい大きさの椅子や卓たくや長なが椅い子す。


　卓上の茶器と皿。


　皿には何かの菓か子しが載のっている。


　壁には額がくに嵌はまった絵画。


　大きな花か瓶びんには花が生けられていて。


　壁かべ際ぎわには衣装棚だなと思われる箱状の物が置いてあり、他にも書しよ籍せきを載せた書棚が壁際に並んでいる。


「カ・リミ、茶を淹いれてくれんか」


「はい、女王様」


　先ほどの少女が別の扉から部屋を出ていった。


「どうした？　遠えん慮りよせんでもよいぞ。そこの長椅子に座るがよいわえ」


　女王が部屋の片かた隅すみに置いてある革張りの長椅子を指し示すと、自分はそこまで歩いていって、コの字型に並んだ長椅子のひとつに、どっかと腰こしを下ろした。


「いま、茶を淹れさせておる。茶ちや菓が子しも運ばせるゆえ、ここに座って待っておれ」


「あ……はい……」


　女王に手招きされ、リカルドは戸と惑まどった顔で曖あい昧まいに頷うなずいて長椅子に近寄っていく。


　そのあとにマリウスとアイオリッタ、次にセフィアとリィシャ、最後にネゥネゥとカオルゥが思い切り腰の引けた体勢で続いた。


　女王の座る長椅子の左右に置かれた長椅子の片方にリカルド、マリウス、アイオリッタが腰を下ろした。


　セフィア、リィシャ、ネゥネゥ、カオルゥはその背後に立ったままだ。


「どうした。ぬしらも座らぬか」


「え、いえ……わたくしどもは女王様のご尊顔を間近で拝はい謁えつさせていただくだけでも恐おそれ多おおいですのに、ご同席させていただくなど、そのようなことはとても……」


　とリィシャがやんわり断ったのだが。


「そのようなことを気にするでないわ。ここは妾の私室じゃ。ここでは妾を女王扱あつかいする必要などないぞえ？」


「と仰おつしやってくださったんだ。座れよ」


　とリカルドに促され、四人は恐る恐るといった体ていで長椅子に腰を下ろした。長椅子はちょうど四人で腰こし掛かけるのに適した長さだった。


　長椅子に腰を下ろした女王は、にやにやと楽しそうな笑みを浮かべながら、リカルドたちのことを見み回している。


　七人は女王の視線に晒さらされ、なんとも言えない居い心地ごこちの悪さを感じながら、じっと俯うつむいていた。


　そのままどれほど経過しただろうか。


　やけに時間の流れが遅おそく感じる。


　やがて。


「お待たせいたしました」


　という先ほどの少女の声に、リカルドは救われたというように顔をあげた。


　少女は車輪付きの食器台を押して部屋に入ってきた。上の段には人数分の茶器が、下の段には茶菓子の入った小皿が載っている。


　少女はにこやかな笑みを浮かべたまま、それらを長椅子の前の長卓の上に並べていく。


　リカルドがその様を見守っていると、何やら顔や体に突き刺ささるものを感じた。


　なんだ？　女王の視線か？


　と彼が顔をあげると、こちらをガン見しているセフィアと目が合った。


　リカルドは慌ててふるふると首を左右に振るが、セフィアの疑わしそうな表情は消えなかった。


「行き渡わたったかえ？　では、いただこうではないか」


　という女王の声にリカルドが我に返ると。


　女王が手にした茶器を掲かかげている。


「あ、いただきます」


　リカルドも急いで茶器を手に取り、押おし戴いただくように眼前に掲げると、他の六人も同様に茶器を掲げた。


　女王がお茶に口をつけるのを待って、リカルドたちもお茶を飲んだ。


「これは緑茶ですね」


　とネゥネゥが声を上げる。


「しかもこの甘みは……最高級の玉ぎよく露ろという品種ではありませんか？」


　リカルドは、彼女がお得意の料理駄だ洒落じやれを女王に向かって繰くりださないかと心配したが、杞き憂ゆうに終わって、ほっと安あん堵どの息を吐はく。


「ほほう、これを知っておるのかや」


「はい。わたし、以前に一度、取り寄せて飲んだことがあるのです」


「なるほど、ぬしが料理人か」


「あ、申もうし遅おくれました」


　ネゥネゥが弾はじかれたように立ちあがる。


「わたし、リディア王宮のお抱かかえ料理人、ネゥネゥと申します。わたしのような卑ひ賤せんの者をこのような席にお招きいただきまして、まことにありがとうございます」


「よい、ここは妾わらわの私室じゃ。そのように堅かた苦くるしいことを申すでない」


　女王は、座れ、と手で合図した。


　ネゥネゥは恐きよう縮しゆくしつつ腰を下ろす。


「あの、女王様、実は……」


　堪たまらず、彼女の真意を訊きこうと声を上げたリカルドを、女王は手で遮さえぎった。


「まぁ、待て」


　機先を制され、リカルドは話を中断せざるを得ない。


　女王は、お茶とお菓子を配り終えたカ・リミという少女を自分の隣となりに座らせ、右手で抱だきかかえた。


　少女はされるがまま、体を女王の体に預けている。


　どう見ても女王と侍じ女じよの関係ではない。


　あれじゃまるで……。


　とリカルドが思った瞬しゆん間かん。


「そうよ。カ・リミは妾の愛人じゃぞ」


「は……はぁぁあ!?」


　リカルドだけではない。アイオリッタもネゥネゥもカオルゥも、セフィアもリィシャも、そして色いろ恋こい沙ざ汰たなら決して他人に後れを取ることのないマリウスまでもが、目を見開いてふたりを見つめている。


「え？　あの……愛人て……え？」


　女王の口からいきなり「愛人」などという言葉を聞かされるとは思っていなかった上、彼女が「愛人」と言ったのは……。


「あ、まさか、その子、女の子に見えて実は男の子とか？」


　とリカルドが恐る恐るカ・リミを指さすと。


「阿あ呆ほうが。カ・リミのような可愛らしい娘むすめが男子のはずがなかろう」


　カ・リミが女子だとすると……もしかして女王のほうが男だとか？


　などと、リカルドは真しん剣けんに考えてしまう。


　いや、それじゃ「女王」じゃないよな？　ってことは？


「もちろん妾は女じゃよ。証しよう拠こを見たいか？」


「あああ、いいいえ、滅めつ相そうもない」


　眼前に挙げた両の掌てのひらを、リカルドはぶるぶると振ふった。


　女王が男ではなく、カ・リミも男ではない。とすると答えはひとつ。


　この女王様、女子の愛好者ってことか！


　女性なのに女子を好む者は昔からいる。神話に登場する神々の中にだって同性を愛する神はいるのだ。ユゥ・ノス女王がそうであってはいけない理由はない。ないのだが。


　そんな秘密を俺たちに見せつけていいのかよ。いや……秘密なんだよな？　もしかして「公然の秘密」って奴やつか？


　とリカルドが内心で首を捻ひねっていると。


「おお、そうじゃ。妾が女子を好むのは、王宮の者にとっては、いや、この都に住む者にとっても公然の秘密じゃよ」


　またしてもリカルドの考えを読まれた。


　リカルドも、外交で国を保っているリディア王国の王太子だ。感情や思考を相手に読まれないようにする訓練は子供の頃ころから受けている。いつもと変わらぬ表情や態度を保つことは、彼にとってそう難しいことではない。


　なのに、先ほどから女王には先回りされっぱなしだ。おそらく、彼の僅わずかな視線の動きや微かすかな表情の変わり方などを見て先回りしているのだろう。


　さすがに「年の割には海千山千の女王」と言われるだけのことはある……な。


　と感心するリカルドだった。


　女王は、くくっっ、と嗚お咽えつを漏もらすように笑うと、いきなりカ・リミの胸元に手を差し入れた。


「あっ、女王様、駄だ目めです、お客人の前で……あっ」


　カ・リミの紗しやの奥に差し込まれた女王の手が怪あやしく蠢うごめいている。


「あ……女王様……駄目……ですっ……てば……あっ……」


「こんなに可愛くて感度のいい乳ち房ぶさを持ったカ・リミが男のわけがない。のう、そう思わぬか、使者殿どの？」


「いや……あの……なんと言いましょうか……なんとも言えませんというか……」


　女王の手の動きが次第に速くなり、それに連れてカ・リミの体がピクピクと小刻みに震ふるえている。


　どうしたものかと思いながらも目が逸そらせないリカルドである。


　マリウスやアイオリッタ、ネゥネゥにカオルゥ、リィシャも目を見開き、顔を赤くして一大スペクタクルに見入っているが、ひとりだけ、視線の向きが違ちがっている者がいた。


　セフィアの鋭するどい視線が、リカルドの顔に体に突つき刺さる。彼女がリカルドの隣に座っていたら、今いま頃ごろ、両目を突っつかれていたかもしれない。


「さて、妾がこのように重大な秘密を打ち明けた以上、ぬしらの秘密も打ち明けてもらわねばならんな」


　動かす手を止めようとしないまま、女王はそう言った。


　カ・リミの顔は上気し、体はびくんびくんと跳はね、息はますます荒あらくなり、それはもう色っぽいというか艶つやっぽいというか、正視に耐たえない状じよう況きようになってきた。


　実際、マリウスはともかく、アイオリッタやリィシャ、カオルゥなどは、もう見ていられなくて目を逸らしている。


　セフィアは先ほどからずっとリカルドを睨にらんだままだし。


　では、肝かん心じんのリカルドはどうかというと。


　彼は女王の言葉で、空転していた脳の働きが正常に戻もどるのを感じた。そうなると、もうふたりの痴ち態たいは目に入らない。


　今や一大スペクタクルに見入っているのはネゥネゥただひとりだった。


　俺たちの秘密を打ち明けろ……だと!?　まさか、女王は俺の正体を知っているのか？


「ふふふ、知っておるよ」


　また先回りされた！


「だが、どちらがリカルド王太子かは知らぬ。で、どちらがリカルド殿じゃ？　そちか？　それとも、そちらの男かえ？」


　ようやく右手をカ・リミの胸元から抜ぬいた女王が、まずリカルドを、そして次にマリウスを指さした。
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　なるほど、そういうことだったのか。


　いろいろと疑問が氷解した気がするリカルドである。


「つまり、我々使節団を『偽にせ者もの』呼ばわりしてここまで引っ張ってきたのは、ユゥ・ノス女王様、あなたの差し金なんですね」


　マリウスたちが、えっっ!?　と驚おどろきの表情を作って王子と女王を交こう互ごに見やる。


「ほほう、妾の一言でそこまで見み抜ぬくか。なるほど、ぬしがリカルド王子じゃな？」


　と言われ、リカルドが立ちあがる。


「お察しのとおり、わたしがリディア王国王太子、リカルド・ライアス・リディアでございます。よろしくお見知りおきを、ユゥ・ノス・ノルデ・イル・ハン女王様」


　リカルドが正式な名乗りを上げているのに、女王は長なが椅い子すに腰こしを下ろしたままだ。どころか、今度はカ・リミの胸を服の上からまさぐっている。


「ここは妾の私室じゃ。堅苦しいことは止よせと言うておろう」


「あん、駄だ目め駄目、駄目です女王様ぁ」


　あんたは柔やわらかすぎるだろ！


　思い切り内心で突っ込こむリカルドだった。


　女王はにやりと笑ってカ・リミを放すと、ずいっと身を乗りだした。


「ところで王太子殿よ」


「な、なんでしょうか、女王様？」


「そちらの可愛らしい侍女とぬしは、先ほどから随ずい分ぶんと親しげじゃのう？　もしかして、ぬしの愛人かえ？」


　ぎくりとリカルドが上体を強こわばらせ、セフィアは顔を赤らめ、リィシャの陰かげに隠かくれるように上体を逃にがした。


　観察眼が鋭いというか、勘かんがいいというか。恐おそろしい人だな、この女王様。


　リカルドがだらだらと冷ひや汗あせを流したまま、どう答えたらいいかを考えていると。


「ははは、べつに隠さぬでもいいわ。ぬしが愛人を連れているからといって非難するつもりはない。ユーリに対して不誠実であろうと詰なじる気もない。王族の男子が愛人のひとりやふたり持っているのは普ふ通つうのことだからの」


「いえ……愛人ではありません、女王様」


　ユゥ・ノス女王が、ぎろりとリカルドを睨めつけた。


「言うておくがな、リカルド殿。妾わらわは人の噓うそを見抜くのが得意ぞ。つまらん見栄や噓を吐つくのは止やめたほうがよいわえ」


　たしかにな。どういう理り屈くつか技術か知らないけど、この女ひとは人の考えや感情を見抜くのが本当に上手い。俺もこの女ひとの前では噓を吐きとおす自信がないわ。


　この女王の前でしらっと噓を吐いて平然としていられるのは自分の父親くらいではないかと、そう思うリカルドだった。


「そうですね。女王様の眼力には、このリカルド、恐れ入いるしかございません。ですが、だからこそ、言わせていただきます。彼女はわたしの愛人などではございませんと」


「ふむ」


　リカルドの言葉の表裏を測っていたのか、それとも表情の変化を読んでいたのか、王女はじっと彼の顔を見つめていたが。


「なるほど、今のリカルド殿の言葉に噓うそ偽いつわりはなし。となると……おかしいのう。どうして愛人でもない侍じ女じよと、それほど親しいのじゃ」


「あの、それは……」


「ああ、いや、誤ご魔ま化かさんでもいい。というか、誤魔化すな。ぬしらの親しさ、主あるじと臣の関係ではないこと、妾の目には明白」


　やれやれ。どうやらもう一度、覚かく悟ごを決める必要がありそうだな。


「リカルド殿が婚こん姻いんしたという話も聞かんしのう」


「当然です。してたら、ユーリ王女の下へは来ませんよ」


「ふむ……む？　もしかして、そちらはぬしの妹かや？」


　セフィアがしきりに目配せしてくる。


　そうじゃと言え。言っておけ。


　だが、リカルドはそんな一いち時じ凌しのぎで誤魔化し通せるほど、ユゥ・ノス女王が甘い相手だとは思っていない。


「違います」


「なんじゃと!?」


　ユゥ・ノス女王が少しばかり驚いた顔になる。


「まさか……姉か？　そんなに小ちつこいのに？」


　セフィアはむっとした顔になるが、リカルドはあっさりと否定した。


「もちろん、違います」


「では、なんじゃ？」


「なんだと思いますか？」


　意味ありげな顔でリカルドが訊きき返したので、マリウスやアイオリッタは焦あせった。


　だいじょうぶなんですか、そんなこと言って？


　おい、貴様、女王様を試すようなことを言うな。


　セフィアだけではなく、ふたりも頻しきりに目配せしてくるが。


　女王は愉ゆ快かいそうに笑った。


「面白い。妾を試すか。よい。乗ってやろう」


　女王は上体を乗りだし、顎あご先に手の指を添そえ、リカルドとセフィアを交互に見やった。


「愛人ではない。もちろん侍女でもない。かといって兄妹きようだいでも姉し弟ていでもない。ふむぅ、他にどんな関係がある……」


　女王が真しん剣けんな表情で考え込むのを見て、今度はリカルドが笑みを浮うかべた。


「まさか！」


　女王が目を見開いた。


「妾は今、ひとつの可能性を思いついたのだがな、リカルド殿よ」


「はい、なんでしょうか」


「とても親しげな若い男女がおる。ふたりは愛人関係ではなく、夫婦めおとでもなく、主と家臣でもない。そして兄妹でも姉弟でもない。となるとこのふたりの関係は……」


「はい、関係は？」


「婚こん約やく者ではないのかえ？」


　ぎくり、とセフィアが身を固くした。けれど、リカルドのほうは相変わらずにこやかに笑っている。


　その様子を見て、女王は自分の答えが間ま違ちがっていないのを即そく座ざに悟さとった。


「ご明察です。ご名答です。さすがにユゥ・ノス女王様だけのことはありますね」


「ぬしのような若造に誉ほめられても嬉うれしくはないの。それよりも」


　女王はぎろりとリカルドを睨めつけた。


「その娘むすめがぬしの婚約者だとすれば……たしか、ぬしが訪れる婚約者は、ユーリでふたり目だったのではないのかや？」


「……よくご存じですね」


「実の子ではなくとも、今では妾の子よ。可愛いユーリの婚約者について調べておくのは当然じゃろう」


「そうですね」


「となると」


　ユゥ・ノス女王がゆっくりと顔を巡めぐらせ、セフィアを見る。


　彼女の視線には一種独特の鋭さがあって、セフィアは自分が丸まる裸はだかにされた挙げ句に検分されているような気分になり、ますます体を強こわばらせる。


「そこのお嬢じようさんは、シュールティス王家の第六王女、セフィア・セレニゥス・シュールティス殿どのということにならんかえ？」


　正体を知られた!?


　セフィアは全身から嫌いやな汗がどっと出てくるのを感じた。同時に、自分が青銅製の彫ちよう像ぞうになってしまったかと思うほど全身が固くなっている。


　女王に対して、どんな顔をしていいのか判らない。


　ひたすら冷や汗が流れ、着ている筒つつ袖そでと筒つつ袴ばかまがびしょ濡ぬれになるのではないかと、そんな危き惧ぐまでする始末だ。


　それなのにリカルドは。


「なりますね」


　至極あっさりと女王の指し摘てきを肯こう定ていしてしまった。


　女王の顔に皮肉の笑みが浮かぶ。


「婚約者を訪ねるのに、他国の婚約者を伴とものうて……か？　随分と礼れい儀ぎ正ただしい男じゃのう、リカルド殿は」


「申し訳ありません。たしかに正道に外れているとは思います。ですが、これには理由がありまして」


「理由か。だいたい想像はつくがの。シュールティス王国で起きた謀む反ほんが関係しておるのじゃろ？」


「ええ」


「それについては、妾も少しばかり迷めい惑わくを被こうむったからの」


　と言う女王の言葉に、リカルドはピンときた。


「すみません、小細工をしたのは俺……わたしです」


　と先手を打って謝っておく。


「うん？　なんじゃ、ふだんのぬしは『俺』なのかや？」


「あ、はぁ、親しい者の前では」


「ならば、妾の前でも『俺』でよいわえ。たしかにそのほうが、ぬしには似合いじゃわ」


「え？　いえ、ですが、そういうわけにも……」


「何な故ぜじゃ？　妾とぬしは、すでに親しい間あいだ柄がらじゃぞ？　それとも、親しいと思っているのは妾だけか？　ぬしは妾のことなど、どうでもいいと思っておるのか？」


　やれやれ。本当に敵かなわないな、この女ひとは。


　ため息を吐ついたリカルドは、


「では、俺、で失礼します」


　と応えた。


　それで女王は満足そうに頷うなずいたが。


「それはそれとして、先ほどの話に戻もどるがな？」


「あ、はい」


「つまりあれだ。完全武装の兵を百人引き連れたシュールティス王国の使者が我が国を訪れて、『貴国に逃げ込んだセフィア王女を差しだせ』と恫どう喝かつ紛まがいのことを言うてきたのは、全部リカルド殿の小細工のせいと、そういうわけじゃな？」


　セフィアは、全身の水分がすべて流れだして体が干ひ涸からびてしまうのではないかという錯さつ覚かくに陥おちいりそうになった。


　いかん。本当は吾われのせいなのに、このままではリカルド殿に迷惑がかかる。


「あ～～、全部かどうかは判りませんが、大部分は俺のせいかと思います」


　女王は、くっくくくと、嗚お咽えつするような笑いを漏もらす。


「面白い男じゃのう、ぬしは」


「いや、これでも俺、かなり真ま面じ目めなんですが」


「だから面白いと言うておる」


　そこで笑みを消した女王は、改めてセフィアのほうへ向き直った。


「ご本人からも、何か一言くらい説明があってもいいのではないかえ？」


　セフィアは弾はじかれたように長なが椅い子すから立ちあがると、そのまま両りよう膝ひざを落とし、額を床ゆかに擦こすりつけた。


「王ひ女め様！」


　思わず知らずリィシャは悲鳴のような声を上げてしまう。


　女王が彼女に目を向けると、リィシャは慌あわてて自分の口を両手で塞ふさいだ。


「なるほど、そちらがセフィア殿の侍女かえ？」


　リィシャが蒼そう白はくな顔で固まっていると、床から[image: ]りんとした声が上がった。


「申し訳ございません、ユゥ・ノス女王様。すべては吾の責任であって、リカルド殿は、ただ吾を謀反人から救おうとしてくれたにすぎません。どうかリカルド殿をお責めになりませぬよう、このセフィア・セレニゥス・シュールティス、伏ふしてお願い申しあげます」


「よい、セフィア王おう女じよ。面おもてを上げるがいいわえ」


「ありがとうございます」


　セフィアが顔をあげると、ユゥ・ノス女王は小さく、くくっ、と笑った。


「リカルド王太子がどんな男かと思えば、これがなかなか面白い男おの子だし、セフィア王女がどんな女かと思えば、これがなかなか誠実な女めの子だし。妾わらわは気に入ったぞ？」


「「重ね重ね、ありがとうございます」」


　リカルドは椅い子すに座ったまま、セフィアは床に跪ひざまずいたまま、深々と女王に対して頭を下げた。


「ああ、もうよいよい。いつまでもそんなところに這はい蹲つくばっておらんで、早はよう椅子に座るがいいわえ」


　セフィアはお礼の言葉を繰くり返かえしながら腰こしを浮かせ、再び長椅子に腰を下ろした。


　その横ではリィシャが大きく安あん堵どの息を漏らしていた。


　リィシャだけではない。今まで王子と女王のやり取りを息を詰つめて見守っていたマリウス、アイオリッタ、カオルゥ、ネゥネゥも、ほっと安堵の息を吐はいた。


「我が国にシュールティスの馬ば鹿か共が来た理由はあい判った。だがな、それと、今ぬしがセフィア王女を伴うて我が国に、というよりユーリの下を訪れようとしておる理由とは別じゃの？」


「あ……あ～～、それは、ですね」


「女王様、それも吾の我が儘ままの結果でして、リカルド殿に責任はございません。どうか、彼をお責めにならないよう」


「ほほう、そちの我が儘とな。では、どんな我が儘だったのかの？」


　女王が、にやにやと笑いながらセフィアに迫せまった。


「言うてみ。ほれ」


「あ、それは……あの、リカルド殿の婚約者、ユーリ・ユァン・ハン王女が……そのぅ、どのような女子か気になったといいますか、吾の知らぬところでふたりがいちゃいちゃしないか不安になったと言いますか……」


「おおぉ、さようかさようか。つまり要するに端たん的てきに言えば、セフィア王女殿は、ユーリに対してやきもちを焼いたと、そういうことかえ？」


　セフィアは、だらだらと冷ひや汗あせを流しながら――もうとっくに体内の水分は失われたと思っていたのに、まだ大量の冷や汗が出ることに彼女は驚おどろいている――視線を宙に彷徨さまよわせている。


「いえ……べつにやきもちとか……あの、そういうことでは……ちょっとお餅もちを火で炙あぶったくらいはしたかもしれませんが」


「ふはははは。ほんに面白い女めの子じゃの、そちは。まぁユーリにしてみれば、そちは競争相手じゃから、妾が気に入っていてはいかんのかもしれんが」


　楽しそうに笑いながら、女王はリカルドに目を転じた。


「そういう理由ならば、妾はぬしたちを責めはせんよ。自分の愛しい男おの子が他の婚約者と会うとなれば、それは心配にもなろう。セフィア王女の気持ちも判るぞえ」


　どうやら女王様の機き嫌げんを損ねずに済みそうだな。


　リカルドだけでなく、セフィアも内心で胸を撫なでおろす。


「おお、すっかり茶が冷めてしまったの。新しい茶ちや菓が子しも用意させよう。カ・リミ」


「はい、女王様」


　お茶を淹いれるためにカ・リミが立ちあがると、場の空気が一気に緩ゆるんだ。


　マリウスやアイオリッタは体の力を抜ぬいて深呼吸するように息を吸う。


　ネゥネゥとカオルゥは両王家の関係に口を出せる立場ではないが、それでもリカルドが女王の機嫌を損ねれば、自分が属するリディア王国に悪い影えい響きようが出る。その虞おそれがなくなったことを密かに喜んだ。


　もちろんリィシャも、セフィアが女王から叱しつ責せきされなかったこと、その責任を追つい及きゆうされなかったことを喜んでいる。


　そんな一同の様子を見やりながら、女王はのんびりとした口調で言った。


「では、茶が来るまで世間話でもしていようかえ？」
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　場の緊きん張ちようが解け、話題の転てん換かんがなされたところで、リカルドは気になっていることを、思い切って女王に訊きいてみることにした。


「ところで女王様」


　セフィアが座り直すのを待って、リカルドは訊きたかったことを口に上のぼす。


「なんじゃ？」


「先ほど話に出た、百人の兵を連れたシュールティスの使者って、結局、どうされたんでしょうか？」


　女王は突とつ然ぜん、うははははは、と声こわ高だかに笑いを弾はじけさせた。


「武装解除の上、着ている服も解除して叩たたきだしてやったわ」


「ん？　服も解除……って、どういうことです？」


　リカルドが首を捻ひねると、女王は意味ありげに片目を瞑つぶってみせる。


「ははは、全員素すっ裸ぱだかにひん剝むいて我が国から追いだしてやったのよ。いやぁ、愉ゆ快かいじゃったぞ」


「ええぇ～～っ!?」


　さすがのリカルドも口あんぐりだ。


　女王の大だい胆たんかつ強気かつ酷こく薄はくな対応ぶりに、セフィアとリィシャは顔を蒼白にしたままかたかたと小刻みに震ふるえている。


「ということで、現状、我がイ・ウー・ハン国とシュールティス王国とは冷戦状態にあると言ってよい。じゃからセフィア王女よ」


　セフィアは、びくっと体を震わせて姿勢を正した。


「あ、はい！」


「妾がぬしをシュールティスに引き渡わたす可能性など考えんでもよいぞ。むしろ、応おう援えんしてやりたいくらいだと思うておる」


「あ……ありがとうございます！」


「まぁ、どのくらい応援してやれるかは、そちらのリカルド王太子次第……やもしれんがのう」


「それは……俺がユーリ王女に対してどういう態度を取るか、お国にどう接していこうとするかに懸かかっている……ということでしょうか？」


「ふふ、頭がよいの、ぬしは。大おお雑ざつ把ぱに言えばそういうことじゃな」


　大雑把に言えば？


　リカルドは女王の一言が気になった。


「えぇと……どういうことでしょうか、女王様？　正確に言うと、何か違ちがう面、別の要素があるのですか？」


　女王は、うむ、と頷いた。


「あるといえばある」


「それはどういう……」


「その話は、新しい茶が来てからにしようではないかえ」


　そう言うと、女王は今の話題を打ち切り、今度はマリウスやアイオリッタに質問を始めてしまった。


　上手くはぐらかされた感じだな。しかし……どういう意味だろう。


　リカルドにも女王の胸のうちが読めなかった。


　そういえば女王様は、俺たちがこの時期にイ・ウー・ハン国へ入ったのかをどうやって知ったのか、そこも判らないままだな。


　新しいお茶と茶菓子を持ってカ・リミが戻もどってくるまで、ユゥ・ノス女王の質問責めは続いた。その相手はマリウス、アイオリッタからカオルゥ、ネゥネゥに移り、最後にはリィシャにまであれこれと訊いていた。


　彼女のその様子からは、少なくとも身分が低い者を近づけようともしないという偏へん狭きような心の持ち主ではないことが窺うかがえ、リカルドの女王に対する好感度はさらに上がった。


　にしても、謁えつ見けんの間まに踏ふん反ぞり返っていたときと、ここでこうして話をしているときと、女王様、ずいぶん印象が違うな。というか、この部屋と謁見の間も随ずい分ぶんと対照的だしな。この落差に何か意味があるのかな。


　考えだすと、いろいろ気になって仕方がない。


　カ・リミがお茶と茶菓子を運んできたのを機に女王の質問が途と切ぎれたので、リカルドはまたもや自分の疑問をぶつけてみた。


「ほほう、そこが気になるのかや、リカルド殿どのは」


　女王は少し意外そうな顔を見せる。


「はい。これだけ違うのですから、いえ、単に違うというより、対照的、あるいは両りよう極きよく端たんというほど開きがあるのですから、何か意味があってのことだと思いますが、その意味がよく判りません」


　ふぅむ。小こ賢ざかしそうな男おの子だと思うてはおったが、どうやら少し評価を変えたほうがよいのやもしれんな。


　女王の評価変えは、むろん上方修正だ。


　今の質問でリカルドはさらに得点を稼かせいだといってよかった。もっとも、当の本人は気づいてはいないだろうが。


「謁見の間とここ、両方を見せた者は何人もおるが、大たい抵ていの者は妾が演技をしていると思うたようじゃ。リカルド殿もそう思うたかや？」


「それは、ええ、そう思いました。でも、それだけでは、この部屋と謁見の間の極端な違いの意味が判りません。説明がつきません」


「そこよ。そこが肝かん要ようなところだの。あちらは、つまり謁見の間はな、装置なのじゃよ。あるいは劇場と言い換かえてもよいな」


　装置……劇場……そうか、なるほど、そういうことか。


　リカルドは、女王の言葉をすべて理解できなくても、おおよその真意を察して頷うなずいた。だが、他の六人はきょとんとしている。


「妾わらわの言いたいことが判ったかや、リカルド王子。判ったのなら、ちいっと説明してみてくれんか」


　試されているな。


　そう思って、リカルドは下っ腹に力を入れる。


「あの部屋、巨きよ大だいな謁見の間と、そこに設しつらえられた各種の仕し掛かけ、例えば油が流れる流路に火を点けるあれなどですけど、あれらはすべて女王様の神秘性、威い厳げん、立場などを相手に強く印象づけるための『装置』であり、そこで女王様は女王としての演技をなさるから『劇場』なんですね？」


　これは驚いた。こ奴やつのように的確に分ぶん析せきした者は今までにそうはおらん。しかも、この若さでとなると、初めてではないか？


　ユゥ・ノスは顔色ひとつ変えなかったが、リカルドの分析力に舌を巻いた。


　うぅむ、これはどうあってもほしくなってきたぞ、この男おの子。


　ユーリの婚こん約やく者に興味があったので引っ張り込んでみたら、予想外に有能な男子だったので、女王はすっかりリカルドにご執しゆう心しんである。


　ぜひユーリとの婚約を婚こん姻いんにまで持っていきたいところぞ。だが……。


　そこで女王の表情が曇くもった。


「あ、あれ？　女王様、俺の読み、外れてましたか？」


　リカルドが不安そうな顔になったので、女王は苦笑する。


「ああ、違うわえ。ぬしの読みはおおよそ正せい鵠こくを射ておる」


　リカルドは、ほっと安あん堵どの息を吐はいた。


　どうやら試験には合格……か？


「先代の女王、妾の妹だが、あ奴は生まれついての女王だったでな、演技も装置も要らんかったのだ。しかしな、妾はそうではない。妹ほどの資質のない妾が、ここで女王としてやっていくには、演技やら装置やら劇場やらが必要となるのよ」


「とてもそうは思えません。女王様には威厳や品格があり、生まれついての女王様のように見えますが」


「くくっ、ぬしは世辞も上手よのぉ」


「そういうわけではありません。ですが、先ほど女王様、何やらがっかりなさったようなお顔でしたので、自分の読みが外れたのかと不安になりました。冷や汗の出すぎで天てん日ぴ干ぼしの魚になりそうですよ」


　というリカルドの冗じよう談だんにも、女王はなんの反応も示さない。


　代わりに、ぴくり、と体を動かしたのはネゥネゥだった。


　リカルドは慌あわてて彼女を睨にらみつけ、余計なことを言わないようにと目で制しておいた。


「妾の顔が沈しずんで見えたのなら、それは妹のことを思いだして、少し感傷的になったからであろう」


　妹と……妹の残した子らを思ってな。


「あ奴こそ本物の女王だった。未来を見通す能力ちからがあり、人を見み抜ぬく目があった。あ奴がいれば、この国の未来も安あん泰たいと誰だれもが思っていた」


「あの……失礼ですが、ユゥ・ノス女王様、先代女王様はなぜお亡くなりに？」


「病やまいでな。王族には、たまにおるのよ。能のう力りよくに秀ひいでる代わりに健康に問題を持って生まれてくる者がの」


　女王は何かを回かい顧こするような遠い目で天てん井じようを見あげていたが、不意に顔を戻し、リカルドのほうを見やった。


「リカルド殿よ」


　そう呼びかけるユゥ・ノス女王の顔は何やら深刻そうで、リカルドは心臓が跳はねた。


「な、なんでしょうか？」


「ちと、ぬしに話がある。妾とぬしと、ふたりだけでな。受けてはくれぬかえ？」


「あ、はい、それはかまいませんが」


　リカルドが曖あい昧まいな表情で頷いた。


　一方、セフィアとリィシャ、マリウスとアイオリッタ、ネゥネゥとカオルゥは、それぞれ互たがいに顔を見合わせ、ある者は不思議そうな顔で、ある者は不安そうな顔で、ある者は怪け訝げんそうな顔で首を捻るのだった。
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　結局、女王の私室でのお茶会は、あのあと直すぐにお開きとなり、リカルドだけが女王に連れられ、「ふたりだけの話し合い」のために部屋から出ていった。


　マリウスを始め、残された六人も客人のための応接の間まに招き入れられ、カ・リミを始めとする女王の侍じ女じよ軍団の接待を受けているのだが、みな、どことなく不安そうな面持ちは隠かくせない。


　何くれとなく世話を焼いてくれる侍女軍団ではあるが、見ようによっては六人を見張っているとも言えるわけで、これでは体ていのいい軟なん禁きんではないか、とアイオリッタだけは憤ふん懣まんやるかたない顔つきだった。
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　さて、一方、当事者のリカルドは。


　いやいやいや、これは不ま味ずいだろ、これは。


　冷ひや汗あせどころか脂あぶら汗あせを流し、いったいどうしたものかと脱だつ衣い所で頭を抱かかえていた。


「ほれ、どうしたのじゃ、リカルド王子。さっさと脱ぬがんか」


　そう言うユゥ・ノス女王は、すでに着ていた物――あの派手な色合いの長なが裳も――を脱ぎ捨すて、全ぜん裸らになっていた。正確に言えば、自分で脱いだのではなく、ここまでついてきた侍女軍団のうちのふたりに脱がされていたのだが。


　女王は自分の体を隠す気もなく、素すっ裸ぱだかで脱衣所の一角に立って、リカルドが脱ぐのを今か今かと待つ体勢だ。


　傍かたわらに控ひかえるふたりの侍女――よく見ると、そっくりな顔をしている――も早く脱げといわんばかりの妖あやしい視線を送ってくる。


「なんじゃ？　自分で脱げぬのか。ならば、このふたりに手伝わせてやるぞえ？　それはもう優しく丁てい寧ねいに脱がしてやるから、安心するがよいわ」


　思い切り腰こしを引いたリカルドは、眼前で右手をぶるぶると振ふった。


「いやいやいやいや。それは、それだけはご遠えん慮りよいたしますって」


「ならば、さっさと脱がんか」


「いえ……ですが……恐おそれ多おおくもユゥ・ノス女王様と風ふ呂ろをご一いつ緒しよするというのは、どうなんでしょう、問題があるといいますか、問題しかないといいますか」


「何な故ぜじゃ。妾わらわがいいと言うておるのに、どこに問題があるのじゃ!?」


「あ～～、え～～」


「潔うないな、リカルド王子。女の前で服も脱げん男では、安心してユーリを嫁よめにやれんではないか」


「そ、それとこれとは別問題……のような気がしますけど」


　女王の目が妖しく光った。


「ほほう。では、ユーリの前では進んで服を脱ぐのじゃな？」


「え？　あ、そ、それは、その……なんというか、そういう状じよう況きようになれば脱ぐのもやぶさかではないと言いますか……」


「では、ここでもやぶさかでなくなれ」


　は～～、も～～、何がどうしてこうなった？


　己の不幸を呪のろいたくなったリカルドだが、いつまでもこうして解決を先延ばししていても何も始まらないし、せっかく自分を気に入ってくれた（らしい）ユゥ・ノス女王のご機き嫌げんを損ねてもつまらない。


　しかたがない、覚かく悟ごを決めるか。しかし、女王と一緒に風呂に入ったなんて言ったら、セフィアの奴やつ、なんて言うかな。いや、何も言わずに刺さされるかも？


　リカルドはのろのろと服に手をかける。


　なんだかふたりの侍女の目が期待に輝かがやいているようで、ちょっと眩まぶしかった。


　まぁ……女王様に無理やり誘さそわれたと言えば、許してくれる……よな。よな？


　上着を脱ぎ、下着も脱ぎ、小さな肌はだ着ぎだけとなった。


　ちなみに、ここでいう「下着」とは、上着の下に、あるいは鎧よろいの下に着る物という意味合いで、我々が知っている下着とは少し違ちがう。我々のいう「下着」のことは「肌着」と呼ばれることが多いので、ここでもそう呼んでおく。


　女王とふたりの侍女にガン見されながら服を脱ぐのは、もう拷ごう問もんに近い。しかも、女王のほうはすでに全裸、ふたりの侍女も、女王の入浴の世話をするということで、透すき通とおるような薄うす物ものしか羽織っていない。


　そんな恰かつ好こうを見せられると、リカルドのとある一点はとても元気になってしまうわけで、その上、三人の視線がリカルドの自意識をさらに刺し激げきする。


　やややや、不味い。とことん不味い。絶対不味い。何が何でも不味い。死んでしまいそうなほど不味い。


　リカルドはその場に這はい蹲つくばり、床ゆかに頭を擦こすりつけて平へい伏ふくした。


　なんか、俺もセフィアも、こんなんばっかりだな。


　と思いながら、女王に謝り、懇こん願がんする。


「ごめんなさい。脱ぎますから、脱ぐときだけはひとりにしてもらえませんか？」


「なんじゃ、つまらんのう。リカルド王子の元気溢あふれるご子息を拝みたかったのに」


　もう神秘性の欠片かけらもなくなってるな、この女王様。まぁ、こういう開けっぴろげな女ひとは嫌きらいじゃないけど。というか、前回はセフィアとリィシャに入浴を覗のぞかれ、今回はユゥ・ノス女王と入浴って、俺はどんだけ恥はずかしい思いをすればいいんだ。


　もっとも前回と違って、今回はユゥ・ノス女王も裸になっているのだから、リカルドも文句ばかりは言っていられない。


　マリウスには「そんな美お味いしい思いを！」と羨うらやましがられそうだし、アイオリッタには「やはり下半身が腐くさっているな！」と非難されそうだな。


　などと思いつつ土下座していると、三人の足音が遠ざかっていった。


「では、先に風呂に入っておるからの。早く来こよ。愚ぐ図ず愚ぐ図ずしていると承知せんぞ？」


「直ぐに行きます～～」


　扉とびらが開き、そして閉まる音がして、リカルドはようやく顔を上げる。


　どうやら本当にひとりにしてくれたようだ。今のうちに脱いでしまうか。


　こそこそと肌着を脱いで全裸になると、リカルドは辺りを見み渡わたす。だが、がらんとした脱だつ衣い所には脱衣籠かごが幾いくつか置いてあるだけで、他には何もない。


「くそ。洗い布くらい置いておけばいいのに。仕方がない」


　肝かん心じんなところを手で隠すと、リカルドは思い切って湯ゆ殿どのの扉を開けた。
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　幸いなことに、湯殿は湯気が立ち込めているから、奥のほうはよく見えない。


　股こ間かんを両手で隠したまま、リカルドは湯殿の中を見回す。


　なんだか、もの凄すごく情けない恰好だな、俺。


　と自じ嘲ちようの笑みを浮うかべていると、奥から女王の声がかかった。


「おお、ようやく来たか。待ちくたびれて茹ゆであがってしまうかと思うたぞ？」


　いやいやいや、そんなに時間は経たっていないだろ！


　と内心で突つっ込こみつつも、リカルドは頭を下げておく。もはや心境は、まな板の上の鯉こい状態だ。


「あ、申し訳ありません」


「よい。早はようお湯に浸つかれ」


「失礼します」


　リカルドは恐る恐る進みでて、そっと湯船に足を入れた。


　室内だというのに石を組んで造った湯船は、湯殿の広さに相応ふさわしい大きさだった。


　どうやら女王は湯船の最奥にその体を沈しずめているらしい。その左右にも白い湯気の幕を通してふたつの人ひと影かげが見えるから、あれが侍女なのだろう。


　その近くに、お湯を湯船に流し入れるための開口部があって、そこから一定量のお湯が流れ込んでいる。


　この時代のこの世界では、お湯に浸かる風呂というのはまだ一いつ般ぱん的ではなくて、庶しよ民みんが使う風呂といえば蒸むし風ぶ呂ろのことだった。こうしてお湯を張った風呂を使えるのは、かなりの贅ぜい沢たくなのだ。


　中ちゆう腰ごしになったリカルドは、三人からいちばん距きよ離りが離はなれる位置に進んで、そこに腰を下ろした。


　お湯の温かさが、じんわりとリカルドの体を包み込む。


「なんじゃ、そんなところへ。こちらへ来こよ」


「いえええ、俺はここでけっこうです」


　湯気で見えないかもしれないが、リカルドは思い切り両手を振った。


　女王は、くすっと笑う。


「まぁ、よいわ」


　どうやら無理やり近くまで連れていかれずに済みそうだ。リカルドは安あん堵どの息を吐はき、胸を撫なでおろす。


「そ、それより、大事なお話というのはなんなのでしょう？」


「それよ」


　と応えると、お湯をかき分けるようにして、逆に女王のほうからリカルドが体を沈めているところへ近寄ってきた。


「うわわわ」


　慌あわてて後あと退ずさりしようとするリカルドだが、生憎あいにくと背後は湯船の縁ふちだ。それ以上は退さがれない。かといってお湯から飛びだすには遅おそすぎる。すでに女王は彼の眼前まで移動してきていた。


　さすがにここまで接近されると互たがいの体が丸見えだ。濡ぬれた長い黒くろ髪かみが彼女の肩かたに張りついている。その下のふくよかな胸元が迫せまり、リカルドは歯を食いしばって目を逸そらす。


「なんじゃ。裸はだかの女子が目の前にいるのに目を逸らす奴がおるか。それは女に対して限りなく失礼な行こう為いではないかえ？」


「そそそ、そうでしょうか」


「そうじゃとも。それに大事な話をしようと言うておるのに、相手の顔を見ようともしないのは、それはそれで礼を失しているじゃろうが」


「……ごもっともなお話で」


「では、妾わらわのほうを見よ」


　仕方なくリカルドが顔を戻もどすと。


　いきなり女王が立ちあがった。


　足を広げ加減に仁王立ちになり、腰こしに手を当て、思い切り胸を張る。


「妾の体はどうじゃ？」


「どわぁぁぁ～～～～っっ？」


　驚おどろきのあまりお湯の中でひっくり返ってしまったリカルドは、がぼがぼと大量のお湯を飲んでしまった。


「うはははは。面白い反応よのう。愉ゆ快かい、愉快。若い男おの子をからかうのは楽しくて堪たまらんわえ」


　笑いながら女王が体をお湯に沈めた。


　げほんげほんと、飲んでしまったお湯を必死で吐きだしながら、リカルドは情けなさに泣きたくなる。


　遊ばれてる。完全に遊ばれているよ、俺。


　もっとも、相手は百ひやく戦せん錬れん磨まのイ・ウー・ハン国の女王。リカルドは、実戦経験の乏とぼしい王太子。最初から勝負の行方ゆくえは見えているといってもよかった。


　女王に背を向け、湯船の縁に手をついて、リカルドがひたすら息を整えていると。


「話というのはな」


　と女王から声がかかった。


　その声こわ音ねが沈んでいるのに気づいて、リカルドは背後を振ふり返かえる。


　横座りで湯船に胸元まで浸かった女王の顔色は、声音と同様、暗いものだった。


「ユーリのことぞ」


「あ、はい」


　どうやら真ま面じ目めな話に入ったようなので、リカルドは湯船の床ゆかにお尻しりをつけ、膝ひざを抱かかえるような体勢になって、女王に正対した。


「ユーリが妾の妹の子であることは知っておるな？」


「はい。といっても、そういう話を聞いたことがあるだけですが」


「先代の、つまり妾の妹が亡くなって妾が女王位を継ついだが、所しよ詮せん、妾は繫つなぎ役でしかないでな。妾のあとは妹の子らのうちの誰だれかに女王位を継つがす。そのつもりで、あの子らを養子にした。妾には子もおらんでな。なので、ユーリも跡あと継つぎ候補のひとりであったのだが……」


　あった？　つまり、俺と婚こん姻いんしてしまうと女王の資格を失うとか、そういう話なのか？　だとしたら……たしかに重い話だけど。


　とはいえ、リカルドはそれに関して何かを言えるような立場ではない。彼は曖あい昧まいに頷うなずくだけだった。


「あ……はい」


「ところで、リカルド王子、ぬしは婚こん約やく者に何を求めておる？」


「え？」


　唐とう突とつな話題転てん換かんの上、あまりに漠ばく然ぜんとした問いに、リカルドは目を瞬しばたたかせる。


「何を……と言われても、特に何かを具体的に求めているわけではありませんよ。まぁ、俺と婚約者が正式に婚姻となれば、両国にとって何なに某がしかの利益になるだろうという打算はありますけど」


「そうかえ？　だが、婚姻にまで進めば、将来的には健康な世よ継つぎがほしいとか、そんな話になるのではないか？」


「そう……ですね。なるかもしれません。ただ、このままですと、世継ぎの数が多くなりすぎる虞おそれがありますから、それはそれで難しい問題を孕はらんでいますけど」


　女王は皮肉っぽい笑みを浮うかべた。


「なるほど。妃きさきが子を孕めば孕むほど、孕んだ子が大きくなればなるほど、孕んだ問題も大きくなっていくわけか」


　無理やり上う手まいこと言おうとしてるな、この女ひと。


「とはいえ、難しい問題を孕んでいようと、妃には世継ぎを生んでほしいものじゃろ？」


「それは……まぁ」


「だがな、世継ぎを生めないかもしれん者が相手だとしたら、ぬしはどうする？　そんな婚約者には用がないか？」


　なんだ、この会話の流れは。つまり要するに……ユーリ王女が子を生めない体だとか、そういう話なのか？　だったら、女王が暗い顔をしているのも頷けるけど。


「女王様、ユーリ王女の健康状態に何か問題があるとでも？」


「ふぅむ。やはり頭のよい男おの子じゃな、ぬしは」


　ひとつ頷いた女王は、


「そうじゃ。現状、ユーリ王女と言ってしまっていいのかどうかは微び妙みようなところじゃが、要するにあの子の体には、ちと問題があっての」


　と言った。


　微妙？　どういう意味だ？


　リカルドは彼女の言葉に少しばかりの引っかかりを覚えたが、畳たたみかけるように言葉を継いだ女王によって、彼の思考は中断してしまう。


「あの子はな、普ふ通つうの者とは違ちがう体なのだ。最悪の場合、世継ぎなど生めんかもしれん。リカルド王子、ぬしはそんな相手に用はないか？　五体満足な女めの子でなければ相手にはせんか？」


　リカルドは自分の読みが当たったことに、やはりそういう話かと、内心で深く頷いてしまった。そのため彼の思考はそちらを向いてしまい、微かすかに感じた違い和わ感かんを追つい及きゆうすることはなかった。


　何より彼は、そんな境きよう遇ぐうの婚約者に大いに同情した。それはこの時代、この世界の王族の女子にとって、致ち命めい的てきな欠けつ陥かんだと言われても仕方がないことだからだ。


　だからこそ女王も、そヽこヽを気にしているんだろうな。


　そう考えたリカルドは、彼女を安心させてやることにした。


「そんなことはありませんよ、女王様。十六人すべてと婚姻を結ぶのは無理だとしても、そのうちの何人かは世継ぎを生んでくれるでしょうからね。ユーリ王女が子を生めない体だとしても、そのことだけで用なしだなんて、俺は考えはしませんよ」


「ほう？」


　女王は少し目を見開き加減にしてリカルドの顔を見つめる。その表情からは、なかなか思考や感情の読めないユゥ・ノス女王であるが、このときばかりは多少の驚きの色合いが滲にじみでていた。


「ぬしは、思ったよりも善よい男おの子だの」


「いやぁ、それほどでも……いやいや、思ったよりもって、俺はどんな評価を受けていたんですか!?」


　女王は、くくっと小さく笑った。


「いやほれ、なんというてもリディアの王太子だからな、もっと腹黒くて打算的で冷れい酷こくな奴やつかと思うていたのだが」


「それと似た評価、セフィアからも受けましたけど」


　リカルドはお湯に浸つかったまま、がっくりと肩を落とした。


「リディア王家の評判って、そんなものなんですかねぇ」


「ぬしの父親、現リディア国こく王おうは、あれでなかなか食えぬ男ぞ。だいたい、ぬしに十六人もの婚約者を押しつけたのは、あ奴であろうが？」


「まったくもって、仰おつしやるとおりですね」


　でも、国王おやじに言わせたら、あなたのことも同じような評価をすると思うんだけどな。


「うん？　何か言いたいことでもあるのかえ？」


「いえ、何も」


「それはともかく。ぬしがユーリが普通の体でなくても用なしとは思わんと言ってくれて、妾は嬉うれしく思うぞ」


「でも、もしかしたらユーリ王女のほうから、俺なんかには用がないって言われてしまうかもしれませんよ」


「いやいや、ユーリはそんなことは言わんよ。何せあの子は、リカルド王子に会えるのをとても楽しみにしておったからの」


「あ……そ、そうなんですか」


「おお、そうだとも。婚約が成っただいぶあとのことだが、リディアから来た旅の画家にぬしの似顔絵を描えがかせてユーリに見せたら、えらく気に入りおってな」


「へ、へ～～、そんなことが」


　珍めずらしく照れてしまうリカルドだった。


「ユーリが乗り気だからこそ、妾もユーリを応おう援えんしてやりたくてな、ぬしがユーリに会う前に、こうしてこっそりと会うているのではないか」


「……やっぱり、そういうことだったんですね」


　リカルドは内心で大きく頷いた。


　女王は、ユーリ王女自身にも知られないように俺たちと会いたかった。だから俺たちがイ・ウー・ハン国に入った直後に拉ら致ちするように命じて、百人近い完全武装の兵を国境付近まで送り込み、俺たちの身み柄がらを確保して首都まで連れてきた、と。けど、その場合は、俺たちがイ・ウー・ハン国を訪れることを、しかも、いつ訪れるかまで知っている必要があるな。ってことは……。


「もしかすると、ユーリ王女の近くに、女王様に通じている人がいると……いや、通じているという言い方は人聞きが悪いですね、女王様の意を汲くんで動いている人がいると、そういうことなんですね？」


「むう、今の話だけでそこまで見み抜ぬくかや」


「あ、俺、将棋スカツシエが好きなんで、盤ばん面めんを見て相手の手を読むのは割と得意なんですよ」


「将棋は妾も指すがな。将棋を指しているときに相手の手を読むのと、現実の世界で人の思考や行動を読むのとでは、わけが違うだろうに」


「う～～ん、どうなんですかね。俺の場合、割と同おんなじなんですよね」


「そうか。変わっておるのぉ、ぬしは。ますます気に入ったわ。ユーリがなんと言おうと、妾わらわはユーリをリカルド殿の嫁よめにしたくなった……いやいや、そんな心配は要らんな。ぬしに会ったユーリが、ぬしに幻げん滅めつする可能性はなさそうだしの」


「光栄です」


「ユーリも器量のいい子だからの、ぬしが失望することもないぞ？」


「それは……お会いするのが楽しみです」


「だが」


　そこで女王は眼を細め、リカルドを凝ぎよう視しする。湯気を透すかして彼女の視線がリカルドに突つき刺ささるような鋭するどさだ。


「もしユーリを泣かすような真ま似ねをすれば、妾は決してぬしを許さん」


「だ、大だい丈じよう夫ぶです。そんな真似はしません」


　女王は目許を緩ゆるめた。


「リカルド殿は誠実そうな男おの子だからな。その言葉、信じよう」


「ありがとうございます」


「とはいえ、もしも、万が一」


　女王はずいと身を乗りだし、中ちゆう腰ごしのままリカルドのところまでにじり寄ってきた。


　美しい女王の顔がリカルドの眼前に迫せまる。息がかかるほど近い場所で女王の黒目がちの双そう眸ぼうが強きよう烈れつな光を放っている。まるで獲え物ものを目前にした大型肉にく食しよく獣じゆうに睨にらまれているような恐おそろしさをリカルドは感じた。


「ユーリを、そして妾を裏切るようなことをすれば、地の果てまでも追いかけていって、貴様の首を……いや、違うの。この場合に切り落とすのは首ではなく、貴様の息子むすこよの。それを切り落としてやるから、覚かく悟ごしておくがよいぞ」


　立ちのぼる湯気が渦うずを巻き、リカルドの肌はだはぴりぴりと突き刺すような刺し激げきを受ける。


「しませんしません、絶対にしません」


　リカルドは両手で股こ間かんを押さえ、女王の迫はく力りよくに震ふるえあがった。


「そうか、そうか。ならば、これで一安心というものだわえ」


　女王の双眸の光が急速に弱まった。


　彼女は機き嫌げんよさそうに笑って離はなれていき、リカルドは安あん堵どの息を漏もらす。


　蛇へびに睨まれた蛙かえるなんていうけど、さっきの俺は狼おおかみに睨まれた子羊に喩たとえてもいいくらいだったな。さすがはイ・ウー・ハン国の女王だけのことがあるわ、この女ひと。自分は生まれついての女王じゃないなんて言ってたけど、謙けん遜そんにしか思えないな。


　飢うえた狼もかくやと思われた女王は、今や人ひと懐なつっこく愛想がいい猫ねこのように、にこやかな笑みを浮かべていた。


「これでリカルド王子とユーリの婚こん約やくは、この先も有効と相成ったわけじゃ。順調に事が運べば、ぬしは妾の娘むすめ婿むことなる」


　リカルドはお湯の中で、びしっと背筋を伸のばした。


「あ、はい！」


「せっかくこうして一いつ緒しよに風ふ呂ろに入っておるのじゃからな、ユーリとリカルド殿どのの将来を言祝ことほぎ、記念に妾がリカルド殿の体を洗うてやろうではないか」


「いえいえいえ、それはご遠えん慮りよ申しあげますと」


　女王は目を大きく見開いた。


「なんと？　では、妾の体を洗いたいと申すのか!?　なかなか大だい胆たん不ふ敵てきな申し出だのう。だが、リカルド殿がそこまで言うのなら、認めんでもないぞえ。ささ、妾の体のどこなりとも、好きに洗うがよいわ」


「いやややや、そんなことも一っ言も言ってませんけど～～っ！」


　リカルドは腰こしを落としたまま、ずざざざっ、とお湯の中を後退りしていった。


「だいいち、俺が女王様にそんなことをしたら、それこそユーリ王女への裏切り行こう為いじゃないですか!?」


「ちっっ」


　いま「ちっ」て舌打ちしたよ、この女ひと！


「では、仕方がない。妾が直じき々じきに洗うのも、妾が直々に洗われるのも諦あきらめるわ」


　女王が、さっと右手を挙げた。


「エ・ネス、エ・ノス」


「「はい、女王様」」


　それまで後ろのほうに控ひかえていた同じ顔をしたふたりの侍じ女じよが、お湯をかき分けて進みでてきた。


「リカルド王子を洗うて差しあげよ」


「「承知いたしました」」


「えぇええぇ～～!?」


「懇こん切せつ丁てい寧ねいにな？　全身を隅すみ々ずみまでな？　洗い残しがこれっぽっちもないようにな？」


「「言われるまでもございません」」


「ちょっとちょっとちょっと！　それもどうかと思うんですけどっっっ!?　っていうか、それだって裏切りに等しい行為じゃ……」


　女王はリカルドの抗こう議ぎなど聞いちゃいなかった。


「では、始めよ」


　エ・ネスとエ・ノスは勢いよくお湯の中から立ちあがる。ふたりが身に着けている湯浴み用の薄うす物ものは、すでに濡ぬれ濡れで透け透けだ。


　そんな恰かつ好こうのまま、ふたりはリカルドに襲おそいかかってきた。


「ちょ～～～～？　待って待って、待ってぇぇ！」


　抵てい抗こう虚むなしく、リカルドはふたりの侍女によってがっちりと両りよう腕うでを取られ、刑けい場じように引き立てられる囚しゆう人じんの如ごとく、洗い場まで引っ張られていくのだった。


「じょ、女王様、止やめさせて～～！」


　しかし。


　止めさせるどころか、女王まで洗い場に上がってきて、なんだか見物人状態だ。


「リカルド王子様、動かないでくださいまし～～」


「リカルド王子様、逃にげないでくださいまし～～」


「ちょ……不ま味ずい不味い、そこは不味い！」


「まぁ、これは！」


「あら、こんな！」
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　ふたりの侍女は、くすくすと笑いながら、それはもう楽しそうにリカルドの全身を洗っていく。女王もその様子を楽しそうに見ている。


　だが、詳しよう細さいな描びよう写しやをさらに続けるのはセフィアやユーリに対して申し訳が立たないので、この辺で止めておこう。


　それはともかく。


　最悪だ。どうして俺がこんな目に遭あわなきゃならないんだ。というか、イ・ウー・ハン国の女王様、恐こええ。こんな女ひとが嫁の母親だなんて、マジで恐こええわ。


　リカルドはふたりの侍女に玩具おもちやにされるという恥ち辱じよくに身み悶もだえながら、己を襲った不幸と己の未来に翳かげを落とす不安要素を嘆なげきに嘆くのだった。





　　　４





　戻もどったリカルドは、早速にマリウスやアイオリッタ、セフィアから、


「女王とふたりっきりで何を話していたのか!?」


　という追つい及きゆうを受けたが。


「詳くわしいことはあとで話す」


　と言ってかわし、それよりも晩ばん餐さん会かいの支度をしろと、話をそちらに持っていく。


「晩餐会ですか？」


「そうだよ、マリウス。女王が俺たちのために晩餐会を催もよおしてくれるんだそうだ。巡じゆん回かいの兵士に取りあげられた荷物も届いているそうだから、まずは着き替がえだ」


　そう言って皆みなを追い立てて、リカルドはなんとかその場を誤ご魔ま化かすことができた。


　っても、結局、あとで話をしないわけにはいかないんだけど。まぁ、内容は包つつみ隠かくさず話して、どこで話したのかという点は包み隠しておこう。


　そう心に決めるリカルドだった。
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　そして、その夜の晩餐会。


　リカルドは晩餐会の話をもらったときに、ネゥネゥ、カオルゥ、セフィアにリィシャも同席させてくれるようにと女王に頼たのみ込んだ。


　リカルドにとってはやや意外だったが、女王は彼の願いをあっさりと聞き届けてくれた。そのため、晩餐会にはアイオリッタやマリウスだけでなく、他の四人も同席していた。


　会は宮きゆう殿でんの夜や会かいの間まで行われた。普ふ通つう、外国の使節団などをもてなすのには、街に降りた内城にある政庁舎の宴うたげの間が使われるのだが、今回は女王の私的な催しということで、宮殿にある夜会の間が使用されることになった。


　夜会の間は女王の私室よりは広いが、謁えつ見けんの間に比べれば遥はるかに小さな、こぢんまりとした造りの部屋だ。厨ちゆう房ぼうがすぐ隣となりにあって、料理人たちが忙いそがしそうに立ち働いている。


　ネゥネゥはそちらを見学したくてうずうずとしているが――ひょっとしたら、自分もここの料理人たちと一緒に厨房に立ちたいと思っていたのかもしれない――リカルドは、


「我が慢まんしろ」


　と言って、彼女が席を立つのを抑おさえている。


　いちおう使者の一員ということで、ネゥネゥもカオルゥもセフィアもリィシャも、それなりの正装に着替えている。とはいえ、リカルドやマリウス、アイオリッタの衣装に比べれば見み劣おとりがしてしまうのは致いたし方かたない。


　セフィアは、


「こんなことなら、いちばんいい長なが衣ぎぬを持ってくるんじゃった」


　とぼやいたが、


「王ひ女め様はお城を逃げだすとき何も持ちだせていませんでしたから、いちばんいい長衣はカルヴェルグのお城まで戻らないとありませんよ」


　とリィシャから軽く突っ込こまれ、返す言葉に詰つまっていた。


　女王とリカルドたち七人が並んで座っている長卓に、次々と料理が運ばれてくる。


　他に招待客がいないごく私的なものだとはいえ、女王自らがリカルド一行のために催してくれたものであるから、食事の内容は充じゆう実じつしていた。


　イ・ウー・ハン国は山と高原の国なので、山海の珍ちん味みとはいかないが、それでも山の幸をふんだんに使った料理は、どれをとっても見事な出来映えだった。何を食べても素晴らしい味だった。


　ネゥネゥは自分が料理することこそ諦めたものの、美お味いしい料理を食べているうちに我慢ができなくなったらしく、材料や調理法について延々と語りだしてしまった。


　もっとも、その大半が料理人や食材調達人に対する賞賛の言葉だったので、リカルドも彼女が話すに任せておく。


　むしろアイオリッタやマリウスに口を開かせるよりは、ネゥネゥに話させていたほうがずっといいからな。


　そんな計算もあった。


　女王も機嫌よさそうにネゥネゥの話に耳を傾かたむけ、たまに質問を挟はさみながら、彼女の食材調達の冒ぼう険けん譚たんを興味深そうに聞き入っていた。


　出された料理があらかた食べ尽つくされ、晩餐は終わり、そのままの流れで食後のお茶会へと移行していった。
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　晩餐からお茶会へと和わ気き藹あい々あいの雰ふん囲い気きで時間は流れ、紅茶を飲みながらの歓かん談だんは続いていたが。


　女王が、ふと顔を上げた。


「ところでリカルド王子」


「はい、ユゥ・ノス女王様、なんでしょう？」


「明日あしたはいつ頃ごろここを発たたれるのかや？」


「そうですね。ユーリ王女のいるところまで、どのくらいかかるかにもよりますが……」


「ジョ・ウハ宮殿までなら、都からほぼ一日といったところかの。もっとも、少し馬を急がせれば、朝に出て日暮れまでには着くであろうよ」


「であれば、早朝に出ます」


「そうかえ。では、名残なごり惜おしいが、そろそろお開きかの」


「本日はこのような歓かん待たいをしていただきまして、まことにありがとうございました」


　リカルドは椅い子すに腰こし掛かけたまま深々と頭を下げた。


　六人も一いつ斉せいに叩こう頭とうし、ユゥ・ノス女王に謝意を表した。


「まことにありがとうございました！」


　唐とう突とつに立ちあがったネゥネゥが、いかに料理やお茶が美味しかったかを、料理駄だ洒落じやれを交えながら滔とう々とうと語りだしたので、すかさず隣りん席せきのカオルゥとリィシャが無理やり椅子に座らせた。


　くすくすと笑いながら、女王はリカルドに言った。


「そうだな、途と中ちゆうで偽にせ者ものと間ま違ちがわれたりせぬよう、ジョ・ウハ宮まではここの兵士に警護がてら送らせよう」


　自分でやっておいて、女王はそんなことをしらっと言う。


　リカルド以下、少し白けた顔になったものだが、それでも、


「……それは忝かたじけないことです」


　と礼を言っておくのを忘れないのは、さすがに外交立国の王太子といったところか。


「妾わらわは朝から祈き魂ごん殿でんでお勤めがあるでな。見送りにはゆけん。悪く思わんでくれ」


「あ、お気になさらずに。ジョ・ウハ宮殿まで送っていただけるのでしたら、それで充じゆう分ぶんですので」


「ご苦労だったの、リカルド王太子」


「ご馳ち走そう様さまでした」


　立ちあがったリカルドが、女王に挨あい拶さつをして夜会の間を退出しようと歩きだすと、女王がすっと寄ってきた。


「よろしく頼んだぞ、リカルド殿」


「はい、判っています。ご心配には及およびません」


「皆の者も、ご苦労だったの」


「女王様自らの歓待、痛みいります」


「ご馳走様でした」


「ありがとうございました」


「とても美味しかったです」


　などなど全員が口々に礼を言い、リカルドのあとを追って部屋から退出していった。


　案内役の侍じ女じよのあとに続いて廊ろう下かを遠ざかっていく七人の後ろ姿を見送っていた女王は、廊下の角を曲がって一同の姿が見えなくなると、にんまりとほくそ笑んだ。


「リカルド王太子よ、まだまだ若いのぉ」


　女王は笑みを消すと真ま面じ目めな顔になり、その場で踵きびすを返して元いた席に戻っていく。


「エ・ネス、茶をもう一杯ぱい、所望ぞ」


「はい、女王様。いま直ぐにお持ちいたします」


　女王はお茶が入るのを待つあいだ、改めてリカルドのことを思い起こす。


　まだ経験不足だとはいえ、あの男おの子、なかなかの逸いつ材ざいやもしれん。ユーリとの縁えん組ぐみ、我が王家にも利益をもたらしてくれることだろうよ。


　それから女王は、くっくっくっと、嗚お咽えつするような笑い声を上げた。


「もう逃にげられんからな、リカルド王子よ。口約束とはいえ、王族同士の約束は重いぞ。その重さ、ぬしなら十二分に判っていよう。ははははは」
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　リカルドたちは用意された寝しん室しつまで案内された。


　部屋割りは、アイオリッタとマリウスが個室で、ネゥネゥ、カオルゥ、リィシャの三人が同部屋。


　ここまではいい。妥だ当とうな部屋割りだ。


　だがしかし。


　何故かリカルドとセフィアは同じ部屋に押し込められてしまった。


「おい、ちょっと待ってくれ」


　案内してくれたエ・ノスに、リカルドは抗こう議ぎの声をぶつける。


「俺とセフィア王女が同室ってのは、不ま味ずいんじゃないか？」


　エ・ノスが、きょとんとした顔を向ける。


「婚こん約やく者様同士が同じ部屋に泊とまって、何か問題がございますか？」


　正面切ってそう訊きかれてしまうと、別に問題はないと応えるしかない。


「あ～～、え～～」


　リカルドが返答に詰まっていると、セフィアまでもが、


「そこの侍じ女じよ殿どのの言うとおりじゃな。吾われとリカルド殿は婚約者なのじゃから、同じ部屋に泊まろうが、同じ部屋でかなりいいことをしようが、まったくなんの問題もないのは明めい々めい白はく々はくじゃな」


　と反旗を翻ひるがえす始末。


　いや、リカルドにとっては反旗だったが、セフィアにしてみれば、反旗どころか、当然の言い分なのかもしれない。


「いやでも……」


　リカルドは艶あでやかな長裳を着込んでいるエ・ノスの袖そでを引っ張って廊下の隅すみまで移動し、彼女の耳許で囁ささやくように訴うつたえた。


「あんたのところの女王様にしてみれば、俺とセフィアが同じ部屋で寝ね泊とまりするのは、あまり具合がよくないだろ？　何しろ彼女はユーリ王女の競争相手になりかねないんだからな。勝手にこんな部屋割りにして、あとで女王様に叱しかられても知らないぞ？」


「え？　この部屋割りをお決めになったのは女王様でございますが」


「ぐはぁ」


　リカルドは腹を押さえて上体を前に折り曲げた。強きよう烈れつなボディーブローを食らった拳けん闘とう士のようだった。


　実際、彼は女王からの強烈なメッセージによるボディーブローを食らっていたのだ。


　くっそ～～、あの女王、俺を試してやがるな。ここでふらふらとセフィアに手を出せば、約束を破ったとかなんとか難なん癖くせつけて、違い約やく金きんを毟むしり取ろうって魂こん胆たんか!?　その手に乗って堪たまるかよ。


　リカルドは唐突にセフィアの館でのことを思いだす。同時に、そこでのセフィアの言動も思いだす。


　湯ゆ殿どのを覗のぞけるように隣となりに隠かくし部屋を造っていたセフィアは、それを「兄妹きようだいが遊びに来たときに覗けるように造った」と言っていた。


　あとで「冗じよう談だんだ」と否定したが、本当に冗談だったのかどうか。


　もし彼女が、あるいは彼女の兄弟姉妹がそんな隠し部屋を必要だとしているのなら……ユゥ・ノス女王だって必要としていておかしくないだろう。


　ひょっとして、俺に……俺とセフィアに宛あてがわれた寝室のどこかに、覗き穴あながあるかもしれないぞ。


　嫌いや～な可能性に思い至り、リカルドはだらだらと冷ひや汗あせを流す。


「というわけでございますから、なんの問題もないという結論に落ち着いたと、そういうことでようございますね？」


　エ・ノスがリカルドの顔を正面から見つめると、彼は苦く渋じゆうに満みちた顔で小さく頷うなずいた。


「では、リカルド王太子様、あちらのお部屋へどうぞ」


　リカルドは夢遊病者か何かのようにふらふらとした足取りで戻もどっていく。


「なんの話をしていたんじゃ？」


「いや……ちょっと……ちょっとな」


「ふん、どうせ吾と同じ部屋では寝ねたくないとか申しておったのじゃろう？　吾はお見通しじゃからな？」


「いや……そういうわけではないんだ……けど」


　実際、そういうわけだったので、言葉に力が入らないリカルドだ。


　ふたりの前に立ったエ・ノスは、深々と一礼し、こう言った。


「では、おふたりとも、どうかごゆっくりおくつろぎくださいませ。あ、でも……」


　ゆっくりと頭を上げたエ・ノスの顔には、なんだかちょっと皮肉っぽい笑みが浮うかんでいる。


「熱あつ々あつの婚約者おふたりがひとつお部屋にお泊まりするのに、ごゆっくりなど、できませんですよねぇ」


「ゆっくりするよ！　身も心もゆっくりするから下げ衆すの勘かんぐりは止やめろ！」


「ですが、あまり激しく励はげみますと……激しく励む……今わたくし、上手いこと言いましたでしょうか？」


「ひとりで何を悦えつに入いってるんだ、あんたは！」


「あ、これは失礼いたしました。えぇと、あまり激しい行こう為いに及びますと、明日の移動に差し支つかえが出かねません。どうか、ほ、ど、ほ、ど、に☆」


「及ばないから心配するな！」


　リカルドはそう叫さけぶのだが、その隣ではセフィアが満面に笑みを湛たたえている。


「女王様の粋いきな計らいに、このセフィア・セレニゥス・シュールティス、海よりも深く山よりも高く感謝をしておると、そうお伝えくだされ」


「承知いたしましてございます」


「じゃが、本当によいのか？」


「何がでございましょう？」


「吾とリカルド殿が、とても熱く激しく情熱的なあれこれに及んでしまっても？」


　いや、及ばないからね。絶対に及ばないからね。というか、及んだら、俺だけじゃなく、おまえも危険なんだからね。自分の立場が判ってるのか、セフィア？　いや……判ってないんだろうなぁ。


　リカルドは深く長いため息を吐つく。


　そんなリカルドの態度など知らぬふうに、エ・ノスはきっぱりと言い切った。


「女王様がお決めになったことでございますから、わたくしが口を出すことではございません。どうかおふたりのお心のままに。あるいは、衝しよう動どうのままに」


「さようか」


「お荷物はお部屋に運び入れておきました。では、よい一夜をお過ごしください」


　もう一度、深々と一礼して、エ・ノスは立ち去っていった。


　その直後、それぞれの部屋の戸口で成り行きを見守っていた他の五人が押し寄せてきた。


「王子、いよいよ及んじゃうんですね。いいなぁ。羨うらやましいなぁ。僕の部屋にも侍女軍団の誰だれかがこっそり忍しのんできてくれないかなぁ」


　もちろんこれはマリウスだ。


「この腐くされ下半身王子め。まさか、婚約者巡めぐりの途と中ちゆうに他国でそのような破は廉れん恥ちな行為に出るとは思わなかったぞ。イ・ウー・ハン国の女王がおわします宮きゆう殿でんで、他国の王女とそんな行為に及んでいいと思っているのか!?」


　当然、これはアイオリッタだ。


「うふふ。うふふふふ。あのう、セフィア様、もしよかったら、あとでいろいろとお話聞かせていただけませんか？」


　にこにこ顔でセフィアに迫せまったのはネゥネゥだ。


「拙せつ者しや、警護のために、こっそりとおふたりの寝室に忍び込んで、ひっそりと警護をいたすべきでしょうか。それはもう、目を皿のようにして一部始終の警護を」


　本音がだだ漏もれなのはカオルゥだ。


「王ひ女め様、どうか素敵な一夜をお過ごしくださいませ。あ、もし何か判らないことがございましたら、このリィシャが手取り足取りお教えいたしますので、いつでもお呼びくださいませ。及およんでいる最中でもお呼びくださいませ……あ、今わたくし、上手いことを言いましたでしょうか？」


　全然上手いことを言っていないのはリィシャである。


「みんな、勘かん違ちがいしてるぞ。そんなことを俺がするわけがないだろう。だいいち、アイオリッタも言ったように、イ・ウー・ハン国の女王の宮殿でシュールティス王国の王女であるセフィアといちゃいちゃできるわけがないだろうが。どころか、本来なら、セフィアの存在は女王に知られちゃいけなかったんだぞ！」


　とリカルドが少しきつい目をセフィアに向けると、さすがの彼女も、うぅぅ、と呻うめいて固まった。


「そ、そうじゃったな。吾われはただの侍じ女じよとして使節団についてきたのじゃったな」


「そうだよ。女王に見み抜ぬかれ、正体を暴かれた時点で、向こうに切り札を一枚、握にぎられたも同然なんだ。これ以上の弱みを作ってどうする!?」


　セフィアはしんなりと肩かたを落とし、弱々しい声で言った。


「自じ重ちようすることにしよう」


　そんなセフィアを、マリウスが少し離はなれたところへ引っ張っていく。


「なんじゃ？　どうしたのじゃ、マリウス殿どの？」


「王子はあんなこと言ってますけど、なぁに大だい丈じよう夫ぶですって、建て前と本音は違ちがいますからね。セフィア王女様が、こう、積極的に迫ればイチコロです」


「イチコロか!?」


「それはもうイチコロですってば」


「さ、さようか」


「王子の目の前で着き替がえとかすれば、たちどころに！」


「たちどころにか？」


「ええ、勃たちどころに」


「おいこら、マリウス。上手いこと言ってセフィアに余計な入れ知ぢ恵えをつけてるんじゃねえよ！　おまえ、この婚約者巡りの旅の責任者だろうが。事態が拗こじれるようなこと言ってどうするんだよ!?」


「あ、すみません～～」


　全っ然、反省してないな、マリウスの奴やつ。


　リカルドは苦々しい顔でマリウス以下、五人を追い立てる。


「ほら、おまえらも早く部屋に入って、寝る支度して、さっさと寝ろ。明日あしたは早いんだからな。女王と俺が何を話したかは、明日話すから。俺もさっさと寝る支度して！　さっさと寝る！　んだからな！」


　マリウスが真ま面じ目めな顔で訊きいた。


「おふたりで抱だき合あって？」


「ひとりでだ～～っっ！」


　リカルドはセフィアを部屋の中に引き入れると、マリウスの鼻先で扉とびらを乱暴に閉めた。


「寝ね坊ぼうするなよ、おまえら！」


「王子こそ、張り切りすぎて徹てつ夜やにならないようにしてくださいね～～。あと、腰こしを痛めないようにしてくださいね～～」


「だから！　痛めるか、そんなもんっっ！」
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　寝しん室しつに入ったリカルドは、改めて室内を見み渡わたして絶句した。


　何な故ぜなら、寝台がひとつしかなかったからだ。


　たしかに大型で幅はば広ひろの寝台だから、ふたりで寝るのになんの苦労もなさそうだ。


　だが、しかし。


　ひとつの寝台にふたり一いつ緒しよに寝るという前提が、そもそも今回の場合、無茶な話なのである。


　な、なんてこった。これは……これではまるで……。


　リカルドは覚かく悟ごを決めた。


　俺は……床ゆかに寝るしかないな。


　がっくりと肩を落とし、切ないため息を吐つくリカルドである。


　一方、セフィアは。


「おお、これはよい寝台じゃ。吾われがカルヴェルグのお城で使つこうていた物と遜そん色しよくがないぞ。さすがにイ・ウー・ハン国の女王のおわす宮殿、よい物を使うておるわ。侍女用の部屋の安物の寝台で寝るしかないと覚悟を決めておったが、これは嬉うれしい誤算じゃな……んん？　どうかしたか、リカルド殿？」


「いや……どうもしねえ」


「では、着替えて寝るとしようか。明日は朝が早いのであろう？」


「……そうだな。その前に」


　リカルドは室内を隈くま無なく点検してみる。


　室内をぐるっと回って壁かべと天てん井じようを目視。


　壁に掛かかっている絵画の裏を調査。


　収納用戸と棚だなの扉を開けて、中を確認。


　敷しき物ものの上から床を踏ふんでみて、手応えならぬ足応えを体感。


「何をしておるのじゃ、リカルド殿？」


「見て判らないか？」


「判らぬから訊いておるのじゃが」


「俺はついこのあいだ、誰かさんに入浴を覗のぞかれた覚えがあるんでな」


　うっ、とセフィアが小さく仰のけ反ぞった。


「この部屋にも覗き穴あなとか盗ぬすみ聞ぎきの仕し掛かけとかがないかどうかを調べている」


　セフィアは冷ひや汗あせを流しながら応える。


「お……おお、さようか。随ずい分ぶんと用心深いのじゃな」


「あんたのおかげで用心深くなったんだ」


「お、王族としては、用心深いのはいいことじゃぞ？　外交で国を保っているリディアの王太子ともなれば、もっと用心深くてもいいと思うぞ？　言うてみれば、吾はリカルド殿に不用心の危険性を実体験を通して指し摘てきしてあげたと、そういうことも言えるな？」


「ありがたくて涙なみだが出てくるな！」


　一通り調べ終えたリカルドは、部屋の中央で腕うで組ぐみして仁王立ちになり、もう一度、室内を見渡した。


「とりあえず、不ふ審しんな箇か所しよは見当たらなかった。けれど、あの女王のことだ。油断はできないけどな」


　それからリカルドは、収納戸棚に入っていた予備の敷物と毛布、掛け布を引っ張りだし、それらを床に敷しいた。


「何をしておるのじゃ、リカルド殿？」


「見て判らないか？　寝ねる支度だよ」


「む？　つまりリカルド殿は、吾と一緒に寝台で寝るのは嫌いやじゃと？　リカルド殿が律りち儀ぎだったり誠実だったりするのは吾も知っておるが、婚こん約やく者を前にしてその態度は如何いかがなものじゃろう？」


「嫌じゃない。というか、本音を言えば一緒に寝たほうが嬉しいに決まってる」


「お……おお、さようか」


「けど、そうなると自制心が保てる自信がない。だから、最初からこっちで寝る」


「自信がないのか!?」


「可愛い婚約者とひとつ寝台に入って冷静でいられるほど、人間ができていないんでな、俺は」


「さ、さようか」


　と言うセフィアは少し嬉しそうだ。


「セフィアにも言いたいことはあるだろうけど、ここは自重してもらいたい」


「う、うむ。吾も子供ではないからな。時と場合を弁わきまえるくらいのことはできるぞ」


　いつも弁えていてくれるとありがたいんだけどな。


　という思いは面おもてに出さず、リカルドは部屋の隅すみに置いてある長なが椅い子すの上に、脱ぬいだ上着を放り投げる。


「俺は壁のほう向いて着替えるから、セフィアも寝ね間ま着きに着替えろ」


「ああ、うむ、そうしよう」


　ふたりは互たがいに背を向けたまま、そそくさと正装を脱いで寝間着に着替える。


「もういいか？」


「ああ、よいぞ」


「じゃあ、さっさと寝ぶはっっ」


　振ふり返かえったリカルドが噴ふきだした。


　胸むな覆おおいと下帯だけの恰かつ好こうになったセフィアが、寝間着を体の前面に抱かかえるようにして立っていた。


　彼は慌あわててもう一度、体を半回転させ、壁のほうを向く。


「着替えてねえじゃねえか！　というか、着替えの途と中ちゆうじゃねえか！」


「リカルド殿は、ほんに克こつ己き心しんが強い男子じゃな。それはそれで立派だとは思うが、女子としては、今ひとつ納得できんものがあるような、ないような」


「とりあえず、今日のところは納得してくれ。ここで女王の不興を買ったら、セフィアにシュールティス王女の地位を取とり戻もどしてやるという俺の約束が果たせなくなる」


「……そうか。そうじゃったな。リカルド殿は吾のために無理難題を引き受けてくれたのじゃものな」


「無理難題ってほどでもないけど、難しい目標であることは間ま違ちがいないな」


「吾のために動いてくれるリカルド殿を困らせるのは吾の本意ではない」


　小さな衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくるから、セフィアが着替えを再開したのだろう。リカルドは、その音が聞こえなくなるのをじっと待った。


「リカルド殿、もうよいぞ」


「今度は、本当に着替えたんだろうな？」


「いや、全部脱いでみた」


「ぶはぁっっっ」


「というのは冗じよう談だんじゃよ」


「おま……あのな、セフィア。こういうときにそういう冗談は笑えないぞ。そんなことを言われたら、俺は理性が保てなくなりそうだ」


「いやいや、すまなかった。もう着替え終わったよ。こちらを向いてくれてかまわん」


　リカルドは少しずつ体の向きを変え、恐おそる恐るセフィアのほうに視線を向けた。


　ちゃんと寝間着を着ている彼女の立ち姿を確認し、リカルドはほっと安あん堵どの息を吐はく。


「じゃあ、寝るぞ。本当に寝るぞ。速やかに健すこやかに寝るぞ」


「うむ、判っておる」


「あ、その前に」


「うん、どうしたのじゃ？」


　リカルドが、右手の人差し指を唇くちびるに当て、静かに、という合図を送って寄よ越こした。


「…………」


　セフィアが口を閉じると、リカルドは忍しのび足あしで出入り口の扉まで近寄っていって、そっと扉とびらに手を伸のばす。


　彼は取っ手を摑つかむと、一気に扉を開けた。
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　中開きの扉が開かれると、外で扉に体を押しつけて中の様子を窺うかがっていたであろう者たちが、雪崩なだれのように室内に崩くずれ落ちてきた。


　というか、全員だった。


　足下に積み重なった五人をリカルドが冷ややかな目で見下ろす。


「何をやってるんだ、おまえたちは」


「あ～～……王子、お元気で何より」


　マリウスが引き攣つった笑みをリカルドに向けると。


「何よりじゃねえ。遊んでないで、さっさと寝ろとあれほど！　明日は早いんだからな、御ぎよ者しや台だいで居い眠ねむりなんかしやがったら、叩たたき落おとして馬車で轢ひくぞ！」


「わ、判ってますよ～～」


「おまえらもだ。さっさと部屋に戻って寝ろ！　っていうか、アイオリッタまで他の奴やつらと一緒になって遊んでるな！」


　アイオリッタ、ネゥネゥ、カオルゥ、リィシャは決まり悪そうな顔で、決してリカルドと目を合わさないようにそっぽを向きながら立ちあがる。


「で、では、王子、お休みだ」


「お休み野菜」


「お休みであります」


「王ひ女め様、お休みなさいませ。リカルド様も」


　五人はへこへこと頭を下げながら、そそくさと自分たちに宛あてがわれた部屋まで戻っていった。


「ったく！」


　舌打ちしながらリカルドは部屋の扉を閉める。


「さて、今度こそ寝るぞ」


「ああ、うむ、寝よう」


　洗面台に用意されていた水差しの水でうがいをし、口を濯ゆすいだリカルドは、毛布を捲まくり、敷物の上に体を横たえた。


「リカルド殿、ほんにそこでよいのか？」


「いいも悪いもない。寝しん台だいがひとつしかない以上、俺はここで寝るしかないんだから」


「さ、さようか。では、吾は寝台を使わせてもらうがな」


「ああ、気にするな、セフィア」


　リカルド殿どのは、ほんに善いい男じゃな。ますます惚ほれてしまいそうじゃ。ちと清せい廉れんすぎる気がしないでもないが……。


　そんなことを思いながら、セフィアは寝台に横になる。


　燭しよく台だいの上で燃えている蠟ろう燭そくを消し、リカルドも敷物の上に体を横たえた。


　とは言ったものの、やっぱり床ゆかの上だと固いな。明日あした起きたときに、腰こしが痛くなっているかもだな、これは。しかし……。


　仰あお向むけになったリカルドは、睨にらみつけるように室内の天井を見つめる。そんなことをしても、部屋はほぼ真っ暗だから天井など見えないのだが、彼は睨みつけずにはいられない気分だった。


　何か……気になるんだよな、あの女王の態度は。態度というか、言動が。まだ何か企たくらんでいるんじゃないかって思えて仕方がない。にしても、「年の割には老練で老ろう獪かいだ」って国王おやじの奴が言っていた意味が実感できたな。さすがにあの年でイ・ウー・ハン国を切り盛りしてるだけのことはある……っても、俺は女王の実際の年は知らないんだけど。


　自分に向けてくれた女王の好意。あるいは厚意。それらを無条件に受け容れるには、あの女王は強したたかにすぎると、リカルドはそう感じていた。


　かといって、ではその好意の裏に何があるのか、今のリカルドには読み切れない。


　ある種のもどかしさを胸に抱え込んだままリカルドが悶もん々もんとしていると、寝台のほうから小さな寝ね息いきが聞こえてきた。


　ん？　セフィアの奴はもう眠ねむったのか。寝ね入いりのいい奴だな。


　リカルドだって、いつもなら寝入りはいいほうだ。だが、今夜はどうしてもあれやこれやと考え込んでしまい、なかなか眠くならなかった。


　床の堅かたさが直に背中に伝わってくるような状じよう況きようも、彼の寝入りを妨さまたげる一因となっているに違ちがいない。


　はぁ。幸先さいさきがいいんだか悪いんだか。にしても、まだふたり目だぞ。この調子で十六人もの王女を、十六もの国々を巡めぐって歩くのか。考えただけで過労死しそうだな。それもこれも、あのくそ国王おやじのせいだ。ったく、いい加減な仕事しやがって。


　父王への恨うらみ辛つらみ、女王の真意に対する疑念や推測、明日会うことになるユーリ王女への期待、と同時にセフィアに対する申し訳なさ。それらがない交ぜになって、リカルドの胸のうちで複雑に渦うずを巻く。


　リカルドの心はあちこちに飛び、揺ゆれ動うごく。


　そんなことをしているうちに、ようやく眠ねむ気けが襲おそってきた。


　心は張っていても肉体は疲つかれているのだ。一度眠くなると、そのまま一気に眠りに落ち、リカルドは朝まで泥どろのように眠りこけた。


　次にリカルドが目を覚ましたのは、もう翌朝のことだった。
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　リカルドが目を覚ましたのは、扉を叩く音がしたからだ。


「ん……誰だれだ、こんな時間に」


　こんな時間に、というのは、部屋に窓がなく、外が明るくなっているのがリカルドには判らなかったせいで、彼の感覚だと、まだ夜中のはずだった。


「お早うございます、リカルド様」


「おは……よう？」


　なんだ、もう朝かよ。寝ね足たりねぇな。


　ぶつぶつと文句を言いながら上体を起こそうとしたリカルドだが、背中の筋肉の痛みにその動きを止める。


「くぅ……痛いてぇ」


　背中や腰の筋肉が硬こう直ちよくしているのが判る。リカルドはそっと体を動かし、恐る恐るといったふうにゆっくりと上体を持ちあげた。


　その間も、扉は繰くり返し叩かれている。


「リカルド様、セフィア様、お目覚めでございますか？」


「は……い。どなた？」


「エ・ノスでございます。朝食のご用意が調いましたので参上したのでございますが……やはり昨夜の激しくも熱い、夜を徹てつしたあれやこれやのせいで寝ね不ぶ足そくであると、そういうことでございましょうか？」


「そういうことは全然ございませんよっ！」


　と怒ど鳴なって、リカルドはようやく立ちあがった。


「む……ん」


　薄うす暗ぐらい中、寝台の中でセフィアがもそもそと寝ね返がえりを打っている。


　いいなぁ、あっちは柔やわらかそうで。


　ちらっと寝台に視線を向けたリカルドだが、直ぐに扉のところまで歩いていった。扉の隙すき間まから漏もれている明かりで、かろうじて足下が見えている。


　小さな閂かんぬきを外した寝ね間ま着き姿のリカルドが、取っ手を摑んで扉を開くと、そこには手に燭台を持った女給服姿のエ・ノスが立っていた。


「お早うございます、リカルド様」


　リカルドは炎ほのおの眩まぶしさに目を細める。


「ああ……お早う。えぇっと……朝食？」


「はい。先ほども申しあげたように、朝食のご用意が調いましてございます。どうかお着き替がえなさって、食堂のほうへお出でくださいまし」


「食堂って、どこ？」


「わたくしがご案内申しあげます」


「そうか。じゃあ、着替えるわ」


「では、他の皆みなさまにもお声をかけておきますので」


　エ・ノスから燭台を受け取ったリカルドは、それを手にして室内に引っ込み、中の燭台の蠟燭に火を点していく。


　ようやく室内が明るくなった。


　蠟燭の炎の明かりにセフィアの寝ね顔がおが浮うかびあがる。


　ふぅん、可愛い寝顔じゃないか。


　リカルドに、ちょっとした悪戯いたずら心ごころが浮かびあがる。


　リカルドは寝台の縁ふちに腰を下ろし、まだ寝こけているセフィアのほっぺたを指先でつんつんと押してみる。


「んんん？　な、なんじゃ、リィシャ……何用じゃ？　そんなところを押すで……ない」


「なかなか可愛い寝顔だな、セフィア」


　とリカルドが呼びかけると。


「どわぁぁぁ？」


　セフィアは雷かみなりにでも打たれたかのように跳はね起おきた。


「やあ、お早う、セフィア」


「なななな、何をしておる、リカルド殿!?」


「いや、セフィアを起こそうとしていたんだが」


「おおおお、起こそうとって、女子に黙だまって寝顔を観賞するなど、この慮りよ外がい者ものめ。リカルド殿は誠実で清廉が売りではなかったのか!?」


「べつにそれを売りにした覚えはないし。それに俺はセフィアに全ぜん裸ら入浴を覗のぞかれたんだから、このくらいじゃあ、まだ全然釣つり合あいが取れていないと思うけどな」


「むぅぅ……それを言われると弱いな。ではリカルド殿、貸し借りなしにするため、吾われの入浴を覗くか？」


「いや……止やめておこう。リィシャに殺される」


「わたくしがどうかいたしましたか？」


　戸口でリィシャの声がして、リカルドはぎくりと体を強ばらせる。


「なんでもない、なんでもない」


「リカルド様、王ひ女め様の着替えを手伝いたいのですが、お部屋に入らせていただいてよろしいでしょうか？」


「ああ、いいよ。俺はマリウスの部屋に行って着替えるから、存分に使ってくれ」


「あ、いえ、それではリカルド様を追いだしてしまうようで……」


「気にするなって。俺も、セフィアと一いつ緒しよじゃないほうが気き兼がねなく着替えられるし」


　そう言うと、リカルドは長なが椅い子すの上に載のせておいた正装を抱かかえ、寝しん室しつから出ていった。


「ありがとうございます」


　リィシャはリカルドの背中に向かって深々とお辞じ儀ぎをし、それから静かに扉を閉めた。


「本当に善よいお方でございますね、リカルド様は」


　とリィシャが言うと。


「善いい人すぎて、些いささか物足りぬところもあるがの」


「はい？」


「なんでもないよ。しかし」


　寝台から抜ぬけでたセフィアが、何やら首を捻ひねっている。


「如何いかがなされました？」


「いや、吾も侍じ女じよとなった以上、朝の着替えもひとりでするようにならなくてはいかんのではないか？」


「さようでございますね。ですが、それはおいおいと……でよいのではないでしょうか。リカルド様のお城でも、今回の旅でも、基本的に王ひ女め様とわたくしは、いつも一緒でございますもの」


「まぁ……そうよな。だが、いつまでもリィシャに頼たよってばかりもいられまい。なるべく自分の支度は自分でするように心がけようと思う」


「ご立派な決意です、王ひ女め様」


「さて、では、着替えさせてくれ」


「わたくし、たった今、王ひ女め様の立派な決意を聞かせていただいたばかりだと記き憶おくしておりますが」


「じゃから、おいおいと、じゃよ」


「はい、承知いたしました」


　くすっと笑ったリィシャは、てきぱきとセフィアの寝間着を脱ぬがせ、持ち込んだ侍女服をてきぱきと着せていく。


「ところで王ひ女め様」


「なんじゃ？」


　侍女服を着せ終えると、リィシャは櫛くしでセフィアの髪かみを整え始める。


「昨夜は如何でしたか？」


　首を回したセフィアは、ジト目になってリィシャを見やった。


「何な故ぜそんなことを訊きく？」


「いえいえ、王ひ女め様が素敵な経験をなさって大人への階段を一歩登ったのでしたら、それは重ちよう畳じようだと思いまして」


　セフィアは小さなため息を吐ついた。


「まだ登っておらんわ。残念ながらな」


「おや、それは……」


「リカルド殿どのは見た目以上に律りち儀ぎで誠実で計算高いと、まぁそういうことじゃ」


「はぁ……さようでございましたか」


「だからこそ、吾はリカルド殿に惚ほれたのだがな」


「ええ、はい、ご馳ち走そう様さまでございます」


　セフィアの髪を梳すき終えたリィシャは、高価な鼈べつ甲こう製の櫛をしまい、セフィアの前に回って腰こしを折った。


「では、まいりましょうか、王ひ女め様」


「リィシャ、もう吾は……わたくしはセフィアではなくソフィーですわよ？」


「失礼いたしました。では、まいりましょうか、ソフィー」


「行きましょう、サシャ」


　侍女服姿のふたりは部屋から出ると廊ろう下かで待っていたエ・ノスの下へと歩み寄る。


　すでにアイオリッタ、ネゥネゥ、カオルゥの三人は廊下に集まっており、マリウスとリカルドも直ぐに姿を現した。


「では、皆さま、こちらへどうぞ」


　エ・ノスに先導され、七人は食堂へと向かった。
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　朝食は何事もなくあっさりと済んで、七人は部屋に戻もどり、急ぎ身支度を調える。


　調え終わると、控ひかえていた侍女軍団のひとりに声をかけ、エ・ノスを呼んでもらう。


　すぐにエ・ノスとエ・ネスがふたり揃そろってやってきた。


　こうしてふたり並んでいると、本当にどちらがどちらか見分けがつかない。ふたりを同時に側そばに侍はべらせて間ま違ちがわないユゥ・ノス女王、さすがの眼がん力りきだと感心するリカルドである。


「では、こちらへどうぞ。皆さまのために馬車を用意させていただきました。下の街まで降りましたら馬ば房ぼうのほうへご案内いたします。道案内の兵たちも、そこでお待ちしておりますので」


　ふたりの侍女に先導され、七人は王宮を出て、今度は急きゆう斜しや面めんを下っていく。


　同じ道でも登るより下るほうが恐こわい。セフィアはリィシャに助けてもらって、ようやくのことで下り切った。


　内城に降り立つと、エ・ノスとエ・ネスは兵舎の裏手にある馬房へと向かう。


　馬房の近くで一行を待っていたのは四頭立ての立派な馬車が二台と、二頭立ての大きな荷馬車が一台。


　ふたりのうちのひとりがリカルドの前に立ち、馬車を指し示した。


「あれらが、女王様がリカルド様ご一行のために用意された馬車でございます。どうかお好きに使ってくださいませ。ジョ・ウハ宮からお国へお戻りになる際は、そのまま使っていただいてかまわないとのことでございます」


「あんな立派な馬車を三台もくれるのか。気前がいいんだな、ユゥ・ノス女王様は」


　リカルドは侍女に向かって頭を下げた。


「ありがとう。いろいろ世話になった」


「いえ、わたくしが用意したわけではありませんので、わたくしに礼を言う必要などございません」


「でも、俺たちの世話をしてくれたのは事実だろ。えっと……エ・ノスさん？」


　侍女は真面目くさった顔で応えた。


「いいえ、わたくしはエ・ネスでございます」


「それはすまなかった」


　リカルドがまた頭を下げると。


「わたくしとエ・ノスの区別はお客様にはつきませんので、どうかお気になさらずに」


「そうみたいだな。今度俺が来るときは、服に名札でも付けておいてくれよ」


　エ・ネスは一いつ瞬しゆん、呆あつ気けに取られた顔になったが、直ぐに小さな笑みを浮かべた。


「はい、考えておきます」


「リディア王国王太子、リカルド・ライアス・リディア、女王様に大いなる敬意と感謝を捧ささげつつ出立いたします。くれぐれもよろしくお伝えください」


「承りました」


　リカルドが挨あい拶さつをしているあいだ、マリウスたちは馬車の点検に余念がなかった。整備がしっかりされているとはいえ、自分たちの目で確かめておくのは大事なことだ。


　荷馬車には道中に必要と思われる様々な道具や食料、水などがすでに積まれていた。


　リディアから持ってきた小ぶりの鍋なべや釜かまに加え大きな櫃ひつも戻されていたので、馬車から降り立ったネゥネゥは、よかったです、と喜んでいる。


「たった一日の行程だから、途と中ちゆうでネゥネゥが腕うでを振ふるうような場面は出てこないだろ。っていうか、もっといい鍋釜を、どこかで購こう入にゆうすればいいじゃないか」


　とリカルドが訊くと、彼女は、


「実際に使う使わないに関係なく、高価であるか安物であるかに関係なく、調理の道具が側にないと、どうにも落ち着かないのです。なんと言いま生姜しようが、自分の一部が欠けているような欠けつ落らく雁がんがあると、そんな感じなのです」


　と応えてきた。


「生姜は判るけど、欠落雁て……ああ、欠落感な」


　それが言いたかっただけのような気がしないでもないが、けど、ネゥネゥを見てると、たしかに調理道具が体の一部だっていう感覚があってもおかしくはないな。


　欠落感か……。俺にもあるかな、そういうものが。


　リカルドは少しだけ考えたが、これといって思おもい浮うかばなかった。


　強しいて言えば……将棋スカツシエかな。あれがないと寂さびしいもんな。


「おい、王子。何をしている。さっさと馬車に乗れ。出発するぞ」


　アイオリッタに催さい促そくされてリカルドが我に返ると、いつの間にやら十数頭ずつの騎き馬ばが馬車の前後を固めていた。


「あれが道案内兼けん護衛か」


「だそうだ」


「ありがたいことだな」


「ありがたいが、そもそも、こんなところに引っ張ってこられなければ、今いま頃ごろジョ・ウハ宮きゆう殿でんに着いているのだからな。その分を埋うめ合あわせただけとも言える」


「まぁそうだけど、そういう本音は女王の前では言うなよ？」


「当たり前だ。今だって、いないから言っている」


　それを弁えているのなら、アイオリッタにしては上出来だ。


「何か言いたいことがあるのか、王子？」


「もちろん何もないよ」


　素知らぬ顔でそう応え、王子は二台の馬車のうち、後方の馬車に乗った。


　こちらには「王子専属の侍女」、ソフィーとサシャが乗っていて、御ぎよ者しや台だいにはマリウスが座っている。


　もう一台にアイオリッタとカオルゥ。


　荷馬車の御者台にはネゥネゥが。


「よし、では行こう」


　先頭の馬車の御者台に座ったアイオリッタが身を乗りだすようにして振り返かえった。


「お世話になりました、エ・ネス殿、エ・ノス殿」


「「道中、お気をつけて」」


　ふたりの侍じ女じよが丁てい寧ねいに頭を下げる。


　三台の馬車がゆっくりと動き始めると、前後を固めている騎馬隊も静かに馬を歩ませ始めた。


　思わぬ寄り道をしてしまったリカルド一行だが、イ・ウー・ハン国の女王と直接に会って話ができたのだから、寄り道も決して無む駄だではなかった。


　それに、ユーリ王女を頼たのむ……なんてことを女王自ら懇こん願がんされたし。セフィアの正体がバレたときはどうなるかと思ったけど、彼女のことも意外と好意的に受け容れてくれたし。多少の問題はあったけど、わざわざ都まで連れてこられたかいがあったというもんだ。


　もっとも、リカルドにとって有意義だったということは、裏を返せばユゥ・ノス女王にとっても有意義な顔合わせであったと、そういうことにもなる。


　それに、リカルドはひとつ勘かん違ちがいをしている。


　女王は、ユヽーヽリヽ王ヽ女ヽをヽ頼ヽむヽとは決して言っていないのだ。だからこそ、女王は噓うそを言っていないことになる。


　ユゥ・ノス女王が、どうしてわざわざ拉ら致ち紛まがいのことまでしてリカルドたちを都に連れてきたのか。


　彼女の思おも惑わく、狙ねらい、真意、そういったものは、リカルドがユーリ王女と出会ってほどなく明らかになるのだが、明らかになった時点で、リカルドにとっては、もうあとの祭りだった。
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　都からジョ・ウハ宮殿へは、山やま肌はだを縫ぬうように取りつけられた細い道を延々と辿たどった。登り下りもきつく、歩いたらさぞかし苦労するだろうと思わせる道だが、幸いにして馬車が通れるくらいには整備されていた。リカルドたちが乗った馬車も途中で立ち往生することなく、その日の夕刻にはジョ・ウハ宮殿に到とう着ちやくした。


　もっとも警護についた騎馬隊の隊長は、


「大雨が降ると、よく崩くずれるんですよ、この道の脇わきの斜しや面めんが」


　などと言っていたから、好天に恵めぐまれたリカルドたちは運がよかったのかもしれない。


　到着したのは、ようやく日が西に傾かたむきだした頃ころ合あいで、リカルドが思っていたよりも早く着くことができた。道をよく知る騎馬隊が先導してくれたおかげだろう。リカルドたちだけではこうはいかなかったはずだ。


　ジョ・ウハ宮殿は山中の緩ゆるやかな斜面上に単独で存在していて、いわゆる城下街というものがなかった。


　最寄りの街は徒歩で一刻ほど離はなれた場所にあって、食料などの必ひつ需じゆ品ひんは、毎日、馬車に積んで街から届けられるのだという。


　街道を近づいていくと、岩いわ肌はだが剝むきだしの高こう峻しゆんな峰みね々みねを背景に朱しゆ塗ぬりの宮殿が聳そびえ立たっているのが見えた。規模の大きさでいえば都にある宮殿ほどではないものの、何もない山さん塊かいの中にこのような建物が忽こつ然ぜんと姿を現すと、他国の者にとってはやはり大いなる驚おどろきだ。


　警護の騎馬隊は、朱塗りの大きな宮門の手前で停止した。


「我々は、ここから先へは進めませんので、ここで失礼いたします」


「あ、そうなんですか？」


　警護の兵たちには「リディア王国のリカルド王太子からの使節団」という身分で接しているので、リカルドの訊きき方も丁寧だ。


「ええ。宮殿内には聖なるお方と、そのお方に仕える者しか入れないのです」


「いや……わたしたちは全然、聖なる者ではありませんが？」


「ユーリ様のお客様ですので、問題ありません」


「そういうものですか」


「そういうものなのです」


　判ったような判らないような曖あい昧まいな返答だが、郷に入っては郷に従えとも言う。リカルドはそれ以上の追つい及きゆうを止めて、


「ご苦労様でした」


　と頭を下げておく。


「イィ・ウゥ様のご加護がありますように」


　警護部隊の隊長は両手を眼前で組み合わせてお辞じ儀ぎをし、そのまま馬首を巡めぐらせた。


　入いれ替かわるように、宮門の向こうから、わらわらと人が湧わいて出た。


　艶あでやかで派手な色合いの絹製の薄うすい長なが裳もに身を包んだ女じよ官かんたちだ。


　噂うわさに聞く「羽は衣ごろも」ってのが、あんな衣装じゃないのか。


　とリカルドが連想するほど、明るい日の光の下で見るその出で立ちは、彼に強い印象を与あたえた。


　女官たちが宮門の前に二列に並んで、リカルド一行を迎むかえ入れようとしている。


　その列のあいだをひとりの女官が進みでてきた。


　中性的な印象のその女官は、リカルドが乗る馬車の前まで歩み寄り、深々と腰こしを折る。


「リディア王国王太子、リカルド様ご一行ですね。お待ちしておりました。わたしはユーリ・ユァン・ハン様お付きの小こ姓しよう、ギ・アナと申します」


　涼すずやかで女子にしては低めのその声を聞くと、彼女が少女なのか少年なのか、ますます判らなくなりそうだ。


　リカルドは馬車から飛び降り、ギ・アナの前に立つ。


　続いて、マリウスとアイオリッタも馬車から降り立った。


　その背後にセフィアとリィシャが控ひかえ、さらにその後ろにネゥネゥとカオルゥがひっそりと並ぶ。


　低めながらもよく通る声でリカルドが挨あい拶さつを返した。


「わたしがリディア王国王太子、リカルド・ライアス・リディアです。お出で迎むかえ、ありがとうございます」


　ギ・アナはゆっくりと腰を戻もどし、リカルドの顔を正面から見つめた。というか、ギ・アナのほうがずっと背が低いので、見上げる恰かつ好こうだったが。


「遠路遥はる々ばる、お疲つかれ様さまでございました。まずはごゆっくりとくつろいでください。ユーリ様とのご対面は、旅の埃ほこりを落とされたあとにでも」


「お気き遣づかい、感謝します」


　と軽く頭を下げておいて、リカルドは後ろに居並ぶ六人を指し示す。


「我々は総勢七名おりまして、着き替がえの部屋は別にしていただくとしても、できれば全員一いつ緒しよの部屋を用意していただけるとありがたいのですが」


「承りましてございます。馬車はこの門からは入れませんので、皆みなさま、馬車をお降りになってくださいますか。荷物はあとで運び込ませますので」


「あ、承知しました」


「では、こちらへどうぞ」
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　宮きゆう殿でんの中は意外と簡素な造りだった。


　中央にある祈き魂ごん殿でんという祈いのりを捧ささげる部屋が大きい分、他の施し設せつ、部屋が小さくなっているらしい。


　都の宮殿と同じような造りというわけか。もっとも、あそこは謁えつ見けんの間まがやたらに巨きよ大だいだったんだけど。


　朱塗りの柱が建ち並ぶ回かい廊ろうを歩きながら、リカルドが左右に目を配る。


　中央の祈魂殿の周囲を回廊が巡っている形だ。回廊の南側に祈魂殿への入り口があり、そこから祈魂殿へ続く柱ちゆう廊ろうが延びている。周囲の回廊部分は柱と屋根があるだけで壁かべはなく素通しだが、祈魂殿への廊下には白い壁があった。


　右手に祈魂殿の建物を見ながら回廊を奥へと進んでいく。


　回廊が右へと折れる手前に、左に枝分かれした箇か所しよがあり、ギ・アナは七人をそちらへ誘ゆう導どうした。七人のあとからは、独特の衣装を身に纏まとった女官が数人、ついてくる。


　分かれた回廊の先には塀へいに囲まれた平屋建ての建物があった。


　祈魂殿が赤や朱しゆなど、派手な色合いで塗ぬられていたのに比べ、こちらの建物は材料である木の風合いをそのまま活かしていて、地味な印象だ。


　つまり、生活棟とうってことかな。


　リカルドは、そう当たりをつける。


　建物に通じる潜くぐり戸どを潜ると、直すぐに建物の入り口だ。


　建物の三方を回廊と同じような素通しの廊下が取り巻いている。が、戸板を滑すべらす溝みぞがあるから、夜は戸板で囲ってしまうのだろう。ここは高地だから、素通しのままでは室内が冷えてしまうに違ちがいない。初夏の今いま頃ごろはともかく、冬ともなれば、なおさらだ。


「どうぞ、お入りください」


　ギ・アナがリカルドたちを差し招き、引き戸を引いた。


　体を脇に退どけたギ・アナの横をリカルドたちが通過していく。


　建物の中に入ったところが広間で、壁に設しつらえた燭しよく台だいの上で数多くの蠟ろう燭そくが燃えており、広間の四囲の壁には幾いくつもの扉とびらが見えた。


　ギ・アナはそのうちのひとつ、黄色く塗られている扉に歩み寄ると、扉を開けた。


「黄きの間までございます。荷物はこの部屋に運び込ませます。着替えなど、こちらをお使いください」


　続けてギ・アナは、その隣となりの扉を開けた。そちらは赤く塗られている。


「赤あかの間までございます。しばしこちらでご休息をお取りください。只ただ今いま、お茶など、持ってこさせますので」


　そう言うと、ギ・アナは一礼して別の扉まで歩み寄り、そちらを開け、もう一度、リカルドたちに頭を下げて広間から姿を消した。


　ギ・アナが消えた扉に、他の女官たちも入っていく。


「じゃ、とりあえず一服させてもらうか」


　大きく伸のびをすると、リカルドは赤の間に足を踏ふみ入れた。
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　赤の間は、いわゆる応接の間だった。


　脚あしの長い円えん卓たくがふたつ置いてあり、その周りに椅い子すが並べられている。


　円卓も椅子も光こう沢たくのある黒で塗られていて、卓を覗のぞき込むと自分の顔が映るほど滑なめらかだった。


　部屋の片かた隅すみには陶とう器きの受け皿が置いてあり、そこには山から伐きりだされた香こう木ぼくが乗っていて、よい薫かおりを漂ただよわせている。壁には縦長の画布が垂れさがっており、玄げん妙みような筆使いで山野や川、滝たきなどの自然の光景が描えがかれていた。円まる形がたや菱ひし形がたの明かり取りの窓があって、白い薄うす紙がみを通して柔やわらかな西日が部屋に射し込んでいる。


　あまり他国とは文化的な交流を持たないと言われるイ・ウー・ハン国だけあって、部屋の造作や装そう飾しよくなど、リカルドたちが見知っているものとは随ずい分ぶんと違う。


　かなり東方の影えい響きようを受けているようだな。というか……そもそも国を拓ひらいたという精せい霊れいイィ・ウゥは東方の出身だと聞いた記き憶おくがある。ということは、影響を受けた結果というより、彼らの祖先が出身地から持ち込んだ文化を受うけ継ついでいるだけなのかもしれないな。


　室内を見み渡わたしながら、リカルドがそんなことを思っていると。


「では、わたしは鎧よろいを脱ぬいで着替えてこようと思うが」


　ひとりだけ鎧を着込んでいるアイオリッタとしては、目的地に着いた以上、一刻も早く身軽になりたいと思うのは当然だろう。


　アイオリッタはマリウスとリカルドを睨ねめつける。


「覗いたら殺すからな」


「覗くかっ！」


「覗きませんよ！」


　と、すかさずリカルドとマリウスが突つっ込こむと。


「ああ、いや、すまなかった」


　珍めずらしくアイオリッタが謝罪してきた。


「は？　何がだ？」


「いくらなんでも王子に対して、いきなり『殺す』というのは失礼だった」


「……判ればいいんだ、判れば」


「殺しはしない。玉を握にぎり潰つぶすくらいで妥だ協きようしようと思う」


「全然判ってないよ、おまえ！」


「少しも妥協していませんよ、それは！」


　またもやふたり同時に鋭するどく突っ込みが入ったが。


「まぁ、覗かなければ済むことだ」


「少しも反省してねえな、こいつは」


「他に着替える者はいるか？」


「あ、わたし、料理服に……」


　とネゥネゥが手を挙げるのを、リカルドが遮さえぎった。


「こらこら。ここでは料理する必要なんかないんだから、わざわざ料理服に着替えるな。ここの料理人に対する当てこすりみたいに見えるだろ」


「あの、でもわたし、普ふ通つうの服……普段着は持ち合わせていませんけれど」


　いまのネゥネゥは山道を大きな荷を背負って歩き易やすいようにと、筒つつ袖そでに細身の筒つつ袴ばかまだ。


　たしかに、その恰好のままでは不作法かもな。


　と思ったリカルドは、


「料理服でもいいけど、前まえ掛かけと料理帽ぼうは止めておけよ」


　と念を押しておく。


「そうですね。判りました」


　ネゥネゥは、あっさりと頷うなずいた。


「拙せつ者しやはニンジャ装束で充じゆう分ぶんであります」


「だから。おまえがニンジャ装束なんか着てたら、ここの警備を信用してないみたいに思えるじゃないか。とりあえずは、普通の恰好でいろ」


「気配りが足りずに申し訳ございません」


　カオルゥが床ゆかに這はい蹲つくばりそうになるのを察して、リカルドが先手を打った。


「いいから、大げさに謝るな。普通にしてろ、普通に」


「しょ、承知したのであります」


　カオルゥはすすっと後あと退ずさると、小さな声で、


「甲こう賀が忍にん術じゆつ隠おん形ぎよう」


　と唱えた。


　彼女の姿がゆらりと揺ゆれ、たちまち気配が薄うすらいだ。


　六人が目を瞬しばたたかせている目の前で、カオルゥはその姿を消した。


「いつ見ても見事だねぇ、彼女の忍術は。僕に伝授してくれないかな」


「おまえがあれを使うようになったら、王宮の婦女子は全ぜん滅めつだな」


「安心しろ、王子。その前にわたしがこいつを完かん膚ぷ無なきまでに殺してやる」


「そのときは頼たのんだ」


「酷ひどいですねぇ、ふたりとも」


「カオルゥの忍術を、覗きや夜よ這ばいに使おうとするおまえのほうが酷いわ！」


「にしてもリカルド殿どの、カオルゥはどこへ行ったのじゃ？　部屋から出ていったのか？」


　室内を見渡しながらセフィアが訊きいてきた。


「いや、たぶん……」


　リカルドは燭台のひとつを手に取り、部屋の隅すみのほうへと歩いていく。


　そこで燭台を突きだすようにして部屋の隅を照らし、目を細めて精神を集中させる。


　すると。


　部屋の隅の暗がりに蹲うずくまっているカオルゥの姿が、ぼんやりと浮うかびあがった。


「やっぱりか」


　カオルゥが驚おどろいた顔をリカルドに向けてきた。


「また王子様に見破られました！　どうして拙者がここにいることがお判りに!?」


「いや、前にも同じようなことがあったからな」


「にしましても、普通はそう簡単に見つからないはずなのですが。もしかして王子様は、忍術の心こころ得えがあるのでは？」


「なんだと!?」


　アイオリッタの眉まゆが跳はねた。


「いかん。今すぐに王子を殺さなければ、我が王宮の婦女子が大変なことに！」


「ねえよ！　そんな心得はこれっぽっちもねえ！　もしも万が一、心得があったとしても、王宮の婦女子は安全の上にも安心だ。だから、剣けんの柄つかから手を放せ、アイオリッタ」


　機先を制され、渋しぶ々しぶといった顔でアイオリッタが剣の柄を手放した。


　安あん堵どの息を吐はきながら、リカルドは顔を巡めぐらせ、カオルゥを睨みつける。


「おまえも適当なことを言ってんじゃねえ！　というか、その前に。軽々しく忍術を使うなとあれほど」


「も、もうしわけもございません。先ほど王子様から『普通にしていろ』と命じられましたので、つい」


「隠形で隠かくれ潜ひそむのがおまえの普通なのか!?」


「はい」


「なんだって!?」


　あっさりと肯こう定ていされて、リカルドが目を見開いた。いや、彼だけでなく、他の六人も驚いている。


「そもそもニンジャという者は、その存在を護まもるべき主君にすら知らせず、感じさせず、影かげのように寄より添そい、付き従う者なのであります。ですから、その姿を見せないのが本来のあり方なのです」


「そう……なのか。でも、俺はそんなことを求めないからな。ちゃんと俺の見えるところにいて、みんなの見えるところにいて、その任務を果たせ。いいな？」


「ありがたきお言葉、このカオルゥ、王子様のお言葉を胸に刻みつけ、この命果つるまで、王子様の御おんために死に物狂ぐるいで働く所存であります」


　こいつ、どうしてそこまで大おお仰ぎような物言いをするかな。やっぱりそれがニンジャ仕様……なのか？


　という思いを感じさせないように、リカルドはカオルゥを手招いた。


「それはありがたいけど、そんな大げさにしなくていいから。ほら、立て。立って、普通の服に着き替がえてこい」


「かたじけのうございます」


　そんな主従の様子を見ていたセフィアは、内心で小さく唸うなった。


　うむむ、リカルド殿、やはり家臣思いの優しい主あるじよな。吾われもリィシャには、あんな態度で臨まんといかんな。


　カオルゥを従えてリカルドが部屋の中程まで戻もどってくると、やれやれとアイオリッタが肩かたをすくめた。


　セフィアとリィシャは女給服で馬車に乗っていたからとりあえず着替える必要はない。


「ということは、着替えるのはわたしとネゥネゥとカオルゥだな。では、行ってくる」


「ああ、行ってこい」


　四人はアイオリッタとネゥネゥとカオルゥを送りだすと、円卓の周りにある木製の椅子に思い思いに腰こしを下ろす。


　ほどなくして扉とびらが叩たたかれ、ギ・アナ以下、数名の女官がお茶とお茶菓が子しを運んできた。


「お三さん方かた、欠けていますね？」


「ああ、アイオリッタとネゥネゥとカオルゥは、いま隣りん室しつで着替え中だ」


「さようでしたか。なら、直ぐにお戻りになりますね？　では、七人分のお茶とお茶菓子を置いていきます。ご自由にどうぞ。ただし、もうじき夕餉ゆうげの時間ですので、お茶菓子はほどほどにしていただくのがよろしいかと思います」


「えぇと」


「はい、リカルド王太子様？」


「ユーリ王女は、夕食を一いつ緒しよに？」


「いえ。夕餉は、皆みな様さま方だけでお召めしあがりいただいたほうがゆっくりと楽しんでいただけると思いますので、本日の夕餉は皆様方でお摂とりください」


「そうか。判った」


「ユーリ様は、食後のお茶の時間に皆さま方とご一緒させていただきたく思います。よろしゅうございますか？」


「ん？　ああ、もちろん」


「では、夕餉の支度が調いましたら、改めて参上いたしますので」


　ギ・アナ以下、女官たちは丁てい寧ねいに頭を下げ、部屋から退出していった。
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　アイオリッタとネゥネゥ、カオルゥは直ぐに戻ってきた。


　カオルゥの「普通の恰かつ好こう」は、当たり障りのない上着に短め腰衣フアルデイアというものだった。そういう恰好だとカオルゥも意外と可愛く見えるので、リカルドはちょっと吃驚びつくりだ。


　そんなリカルドの様子に、セフィアはちょっと不満そうだ。


　自分を見るセフィアの目に警けい戒かい心が宿っているのに、カオルゥはちょっと不思議そうだ。


　という各人の思いはともかく。


　七人がだらだらとお茶を飲んでいると、夕餉の支度が調ったことを告げに、ギ・アナが部屋を訪れた。


　七人は彼女の案内で宴うたげの間へと移動し、豪ごう華かではないものの、心の籠こもった美お味いしい夕食を振ふる舞まわれた。


　相変わらずネゥネゥだけは、自ら料理をしたそうにうずうずとしていたが、それ以外に特に問題もなく、騒そう動どうも起きず、滞とどこおりなく食事は終しゆう了りようした。
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　女官たちによって空からになった皿が下げられるのと同時に、ギ・アナが、


「ユーリ・ユァン・ハン様のお出ましです」


　とリカルドたちに告げ、それまで弛し緩かんしていた宴の間の空気が一気に引ひき締しまった。


　とくにセフィアの目つきが凄すごかった。


　マリウスやアイオリッタ、ネゥネゥにカオルゥは、ふたり目の婚こん約やく者はいったいどんな女子なのか、という興きよう味み津しん々しんの目でユーリ・ユァン・ハンの登場を待っているのに比して、目を爛らん々らんと輝かがやかせ、今にも襲おそいかからんばかりに身を乗りだしているセフィアのその姿は、まるで獲え物ものに飛びかかる寸前の猛もう獣じゆうのようだ。


　それもそのはず、ユーリはセフィアにとって競争相手になるかもしれない相手である。


　そしてセフィアにとって問題なのは、同じような競争相手があと十四人もいるということと、自分が実質、王女の地位から降りてしまったも同然ということだった。


　今ここでユーリの後こう塵じんを拝するようなことがあれば、あとの十四人に対しても太た刀ち打うちできないことになる。だからこそセフィアは、少し入れ込んでいる。


　ユーリの性格を、気立てを、リカルドに対する好感度を見極めてやろうと、セフィアは手ぐすね引いて待ち受けていた。


　できるなら、性格がキツくて優しくなくて可愛くなくて気配りができず出しゃばりで胸が大きな女子だといいなぁと思っている。


　そんな女子だったら仲良くはなれないだろうが、リカルドが気に入ることもないだろうから安心だ。


　逆にいえば、そんな女子でなければ、もしかすると仲良くなれそうな気がするのだが、そうなると、相手がリカルド王子とも仲良くなってしまいそうな気もするのが難しいところではあった。


　実際に現れたユーリ・ユァン・ハンを見たセフィアは、己の複雑な心境を隠せない。


　戸口に立ったユーリは、小こ柄がらであまり胸は大きくなく、性格がよさそうで、優しそうで、控ひかえ目めそうで気配りもできそうな印象で、そして可愛かった。


　要するにユーリは、セフィアがこうあってほしくないと思った、リカルドが気に入りそうな女子だったのだ。


　とはいえ、その印象からは、セフィアを押し退のけてリカルドを独ひとり占じめしようとする、そんな女子には見えない。


　セフィアは彼女となら、なんとなく上手くやっていけるのではないかという気がして、人知れず安堵の息を吐はいた。


　ユーリは女官たちと同様、異国の雰ふん囲い気きを湛たたえたゆったりとした薄うす手での長裳に身を包み、優美な笑みを浮かべていた。髪かみの毛けの特とく徴ちよう的な形状がリカルドの目を引いた。


「リカルド様。そしてご同行の皆様方、遠路遥はる々ばる、ようこそイ・ウー・ハン国へ、そしてジョ・ウハ宮きゆう殿でんへお出でくださいました」


　ユーリは入り口のところで恭うやうやしく腰を折った。


　リカルド以下、六人が急いで立ちあがる。


　腰を戻し、顔を上げたユーリは、少しはにかんだような表情になって自己紹しよう介かいをした。


「僕がユーリ・ユァン・ハン……」


　お？　ユーリ王女は僕っ娘こか？　それはそれで新しん鮮せんだな。それに、あの髪の毛……獣耳みたいでなかなか可愛いじゃないか。


　とリカルドが思った次の瞬しゆん間かん、ユーリは聞き捨てならないことを言った。


「イ・ウー・ハン国の王女だった者です」
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「……は？　『だった者』？」


　リカルドが訝いぶかしげな顔で首を捻ひねる。


　ど……どういう意味だ？　なんで過去形なんだ？


　困こん惑わくの表情でリカルドはユーリを見つめるが、ユーリの言葉のおかしさに気づいたのはリカルドだけだったようで、他の六人の顔はいつもと少しも変わらない。


「あの、リカルド様、どうかされましたか？」


　すかさずユーリはそう訊きいてきた。


　俺の不思議そうな表情に直ぐに気づいたのか？　だとすれば、なかなかの目め敏ざとさだな。きっと頭もいいに違ちがいない。


　と思いつつも、リカルドは素知らぬ顔で疑問点を質ただす。


「さっきのあなたの自己紹介だけど、どうして『王女だった者』と過去形になっているのかが凄く気になったんだけど」


　あっっ！


　リカルドにそう言われて、セフィアは跳とびあがりそうになった。


　まさか……この王女も吾と同じで、王女の地位を追われたとか、そういう境きよう遇ぐうなのか!?　いや、だが、しかし。だったら、このジョ・ウハ宮で堂々とリカルド殿どのを待ち受けているはずがないし、だいいち、吾らはつい昨日、ユゥ・ノス女王と会ってきたばかり。そんな話はまったく出なかった。どころか、リカルド殿は、彼女をよろしくとまで女王から頼たのまれたというではないか。だったら、どういう……。


　セフィアだけではない。


　アイオリッタもマリウスもリィシャもネゥネゥも、不思議そうな顔でユーリを見つめている。


　顔色も表情も変えていないのは、ただひとり、カオルゥだけだったが、元からニンジャである彼女は、ふだんから感情をあまり面おもてには出さない。失敗して切腹しようとするとき以外は……。


　とはいえカオルゥもユーリの言葉に込められた意味が気になったようで、他の六人同様、ユーリの顔を凝ぎよう視ししている。


　ユーリは七人の視線の集中砲ほう火かを浴びて照れたような笑みを浮うかべ、やや俯うつむき加か減げんになって言った。


「どうせ判ってしまうのですから、最初に明かしておこうと思いまして」


　リカルドは嫌いやな予感がして仕方がない。むしろ、悪お寒かんがして仕方がない。額に脂あぶら汗あせが浮かび、脇わきの下を冷ひや汗が流れ落ちる。


「な……何を明かそうって……いうんだ？」


「じつは僕、今は女子ではないのです」


「………………は？」


　いや待てそれはどういうことださっぱり意味が判らねぇ。


　リカルドは焦あせり、狼狽うろたえていた。


　彼女の……いや、ユーリの言葉をそのまま受け取れば「彼女」と呼ぶのは控えたほうがよさそうなので「ユーリ」と呼んでおくが、ユーリの今の言葉と、それに先ほどの「王女だった」という過去形の言葉を併あわせて考えると、リカルドにはこういう結論しか出てこなかった。


　今のユーリは女子ではない。つまり男子ということだ。従って、王女ではない。だから過去形を使った。


　だが、そんなことがあるだろうか。


　それとも、あの老練で老ろう獪かいなユゥ・ノス女王は、男子であるユーリを、リディア国王を騙だましてリカルドの婚約者に据すえたのか。


　いや違う。違うな。女王にそんなことをする理由はない。しても意味がない。イ・ウー・ハン国には、他にも王女がいるんだ。わざわざ男子を俺の婚約者にする必要はどこにもない。っていうか、こいつ、「王女だった」って言ったじゃないか。つまりそれは、以前は王女だったってこと……え？　そんなことがあるのか!?　あり得るのか!?


　そのとき、リカルドの脳裏に、ひとつの事実が浮かびあがった。


　こちらに出向く旅の途中、リィシャがこんなことを言っていなかったか。「イ・ウー・ハン国の王族は特別な体質」だとか「特とく殊しゆな成長ならぬ性せい徴ちようがある」だとか……まさか……そういう……。いや待て。もうひとつ。たしか女王はこんなことを言っていたな。「今のユーリを王女と言っていいのかどうか微び妙みよう」だとかなんとか。つまり……それって……。


　リカルドは震ふるえる声を絞しぼりだす。


「要するにユーリ王女……いや、ユーリさん、あんた、元は女子だったけど、今は男子だってことなのか？」


　というリカルドの問いかけに、アイオリッタやネゥネゥ、リィシャが跳びあがった。


　ユーリはちらっと顔を上げ、リカルドを見て、にっこりと微笑ほほえんだ。


「半分だけ正解……ですね」


「なん……だって？」


「たしかに僕、以前は女の子でした。でも、今は女の子じゃなくなっています」


「なんだってぇぇえぇ!?」


「あ、でも、だからといって、完全に男の子になったわけでもないんです」


　ますますさっぱり全然意味が判んねぇぇぇ。


「あのですね、我が王族の特殊な体質のことはお聞きになっていますか？」


「い、いや、詳くわしいことは知らない。噂うわさ程度になら小耳に挟はさんだことはあるけど」


　ユーリはリカルド以外の六人にも順じゆん繰ぐりに視線を向けたが、全員が全員とも、もの凄い勢いで首を左右に振ふった。あの噂うわさ話ばなしをした当の本人、リィシャでさえ話の裏に潜ひそむ本当の意味は判っていなかったのだ。


「そうですか。では、驚おどろかれるのも無理はありませんね。実は……」


　と言いかけて、ユーリは全員が立ったままであることに気づいた。


「えぇと、立ち話もなんですから、お座りになりませんか。少し複雑な面もありますので、話が長くなるかもしれません」


　ユーリに促うながされて、リカルドたちはふらふらと椅い子すに腰こしを下ろした。


「ギ・アナ」


「はい、ユーリ様」


　ギ・アナがユーリのための椅子を持ちだして、ユーリも腰を下ろす。


「では、お話ししますね」
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　ユーリの話を要約すると、以下のようになる。





　開祖である精せい霊れいイィ・ウゥの血を今に至るまで色いろ濃こく引いているイ・ウー・ハン国の王族には、たまに性が未分化のまま成長する子供が現れる。そんな子供でも十歳前後で性が固定され、男子か女子かがはっきりすることが多いのだが、中にはごく希まれに、男子と女子のあいだを揺ゆれ動うごいて性が固定化しない者がいる。


　その場合、ある時期は男子（寄り）になり、またある時期は女性（寄り）になる。


　その周期は一定ではなく、幼少時を女子として過ごしたあとに何かのきっかけで男子のようになって一年間が経過し、そこで唐とう突とつに女子に戻もどり、二ヶ月後にまた男子になって、そのまま大人になる……というような成長の仕方も珍めずらしくない。
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　要するに、いつ性せい転てん換かんが行われるかは、本人にも周りの人間にも判らない。


　これは機密事じ項こうというわけではないものの、特に言い立てることでもない。それに、その手の特殊な子供の数自体が今では少なくなっているため、イ・ウー・ハン国の住民でも知らない者が増えている。他国の者なら知らなくても当然である。





「そ……そんなことが……」


　話を聞いたリカルド以下、全員が口あんぐりだ。


「で、僕が、『ごく希に生まれてくる子供』だったんですね。僕の場合、十六歳の今でもまだ性が固定化されていなくて、こうして女子から男子に性転換したりしているんです。じつは今の女王様、ユゥ・ノス・ノルデ・イル・ハン様も、子供の頃ころは同様の体質だったんですよ」


「あっっっ！」


　リカルドは思わず椅子から腰が浮くほどの勢いで跳びあがった。


「どうかしましたか、王子？」


　隣となりのマリウスが怪け訝げんそうな顔になる。


「いや……」


　腰を下ろしたリカルドは、ようやく女王の真意が判った気がした。


　つまりあの女王が言っていたのは、ユーリのこの体質のことだったんだ！　病気で子供を生めないとか、そういうことではなく。


　たしかにそうだ。男子のままだったら、子供なんか作れない。だから女王は俺に念押しした……いや待て。そもそも、今のユーリが男子だとして、俺との婚こん約やくが成り立っているのか？　男同士の婚約なんて、いくらなんでもあり得ないだろ。


「さて、僕は僕の秘密を……とはいっても、別に隠かくしていたわけではないのですが、他国には知られていないという意味では秘密なのかもしれません。それはともかく。こうして僕の秘密を打ち明けました。リカルド様は、この婚約をどうされるおつもりでしょう？」


　やはりそこへ来るか。っていうか、来るよな当然。だが、しかし、けれども。


「ユーリさん」


「はい？」


　小首を傾かしげるユーリはとても可愛くて、リカルドはよろめいてしまいそうだ。


　いや待て違ちがう違う。こいつは男子だ。男の子だ。可愛いとか可愛くないとか、そんなことを言ってる場合じゃねえ。


　理性の力で己のよろめきを抑おさえ込んだリカルドは、訊かなくてはならないことを訊こうと下っ腹に力を込める。


「俺は男だ。あんたも男だとすると、ふたりの婚約は、そもそも成り立たないんじゃないだろうか？」


　おお、そうじゃ。そのとおりじゃ。


　我を取とり戻したセフィアは、リカルドの指し摘てきに内心で大きく頷うなずいた。


　少なくとも、これで競争相手がひとり減りそうだわ。


　と、セフィアはそう思ったが。


「いいえ、リカルド様。僕は完全な男子ではありません。とはいえ今のところ女子でもないのですが。正確に言えば、このまま男子に固定化される可能性もあり、再び女子に戻る可能性もある者……ということになります。女子に戻る可能性がある以上、僕がリカルド様の婚約者であってもおかしくはないと思うのですが、如何いかがでしょうか？」


　というユーリの指摘に、リカルドは言葉に詰つまった。


　たしかに男子か女子かが決まっていない者が相手というのは異例のことではある。常識は当あて嵌はまらないのかもしれない。少なくとも「完全な男子ではない」のだから、婚約を解消する理由にはならない。ここで婚約の解消を言い立てれば、直ぐに婚約の不ふ履り行こうだと言い返されるだろう。


　それに俺は女王と約束してしまったし……って、あぁ!?


　リカルドは、愕がく然ぜんとして思わず顎あごを落とす。


　そうか！　女王の本当の狙ねらいはこれだったのか！


　今になってようやくリカルドは、ユゥ・ノス女王の真の狙いが理解できた。


　女王は「ユーリは世よ継つぎを生めない体だ」としか言っていない。ユーリの健康に問題があって子を生めないとは言っていないのだ。女王は噓うそを吐ついていたわけではない。


　一方リカルドは、「女子であるユーリは健康に問題があって子供を生めない」と理解していた。けれど、それは誤解だった。というより、女王はリカルドが誤解するように仕向けたわけだ。


　しかし。


　誤解であろうがなかろうが、リカルドは女王に対して、


「ユーリが健康に問題があっても、世継ぎが生めなくても、そんなことで婚約の解消はしませんよ」


　と断言してしまっている。


　今さら撤てつ回かいはできない。あれは誤解だったのだと言っても意味はない。本当に誤解だったかどうかを証明はできないのだし、誤解であろうがなかろうが、約束は約束として成立する。そして、一国の女王と王太子の約束は、国同士の約束に等しい効力がある。


　リカルドが一方的に約束を破れば、イ・ウー・ハン国とリディア王国の関係は破局してもおかしくない。その場合、世間的にはリカルドに非があると判断される。


　くそぉ、どこかに突とつ破ぱ口こうはないものか、女王の話に綻ほころびはないものか。


　リカルドは改めてユゥ・ノス女王との会話を思いだし、点検してみる。


　だが、逆に。


　そういえば、あの女王、一度もユーリのことを「王女」って呼ばなかったような……。


　リカルドは彼女とのあらゆる会話を、必死になって思い起こす。


　……間ま違ちがいない。あの女王、ユーリのことを一度も王女と言ってないわ。


　今のユーリは、完全な男ではないにしても、女でもないのだから、「王女」と呼ぶと少なくとも真実を言っていないことになる。だからユゥ・ノス女王は、あとから「噓を吐ついたな」とリカルドに糾きゆう弾だんされないように、ユーリと呼ぶだけで、ユーリ王女とは呼ばなかったのだ。そこまで周しゆう到とうに考えてリカルドと話をしていたのだ。


　くあぁぁぁ、見事に騙された！　やっぱり食えない奴やつだぜ、あの女王はぁぁぁ。


　リカルドは頭を抱かかえて身み悶もだえた。


　もっとも、女王に言わせれば「騙してなぞおらん」となるのだろうけれど。


「どうしたのだ、王子？」


　隣に座っているアイオリッタが、王子の脇わき腹ばらを突つっついてきた。


「何か問題が？」


　いや。何もかもが大問題だと思うんだが。何から何まで問題だらけだと思うんだが。


　しかし、そんなことは言えない。婚約を解消する正当な理由はリカルドの側には見当たらないのだから。おまけに彼は、ユゥ・ノス女王に約束してきてしまったのだから。


　ユーリとの婚約を解消して、結果、イ・ウー・ハン国との関係が拗こじれるようなことになれば、最悪、父王から廃はい嫡ちやくされてもおかしくないほどの外交的な失点だ。


　まだまだ俺は甘いな。大甘だな。ユゥ・ノス女王の爪つめの垢あかでも煎せんじて飲むべきだな。


　弱々しい自じ嘲ちようの笑みを浮うかべ、リカルドが顔を上げた。


「あんたの言うとおりだ、ユーリ王女……いや、王女……なんて呼べばいいんだ？」


「王子というのも少し違ちがいますから、単にユーリ、でいいですよ？」


「そうか。で、ユーリさん、話を戻すけど、あんたが言うとおり、あんたが王女に戻る可能性があるのなら、俺のほうから婚約解消の話を持ちだすつもりはない」


「ですか」


　ユーリは、にっこりと笑った。


　ユーリの背後に控ひかえているギ・アナも満足そうに頷いている。その笑顔を見て、リカルドはさらにひとつ思いついたことがある。


　女王の意を汲くんで動いているユーリの側そばの者って……あの子じゃないのか？　いやでも、もしそうだとしても今さらの話ではあるな。


　その点についての追及を諦あきらめたリカルドは、もっと重要な点を確認しようとする。


「で、もうひとつ知りたいことがあるんだけど」


「はい、なんでしょう、リカルド様？」


「あんたが女子になるか男子になるかが最終的に決まるのって、いつなんだ？　それとも……決まらないままってこともあるのだろうか？」


「えっと、それはですね」


　ユーリは何故か顔を赤らめて俯うつむいた。


「性転換が起きて以降、初めての経験をしたときの性が、最終的な性になるのです」


「なん……だって？」


　え？　それって、つまり……？


「つまり、ですね、次に僕が女子に戻ったときに、えっと、リカルド様と、その……経験をするというか、体験をするというか……そうすると、女子に固定化されるというわけなのです。もっとも、それをしなくても固定化される人もいるようですが」


　六人が一いつ斉せいに首を振ふってリカルドに視線を集中させた。中でもセフィアの視線が熱い。鋭するどい。痛い。


　え？　俺？　俺が最終的な決定要因なの？　何その責任重大さは!?


　リカルドは滝たきのような冷ひや汗あせを流しながら重ねて訊きいた。


「それは……じゃあ、あんたが男子のときに、その……誰だれかと体験しちゃったら、男子に固定されるってこと？」


「それは、はい、そのとおりです。でも、僕はこの状態ではしないです。僕の初めてのお相手はリカルド様って決めていますから」


「ああ……そう……なんだ」


　いつ決まったんだ、そんなこと。っていうか、セフィアの視線が……痛い痛い痛い。俺は視線に刺さし殺ころされそうだ。


　ユーリは真面目くさった顔になって言った。


「さて、そういうことになりましたから、リカルド様」


「……な、なに？」


「リカルド様の今後のご予定は？」


「え？　いや、あんたとの対面が終わったら、ロサ・ロゼ王国へ足を延のばすつもりだったんだけど」


「では、僕もご一いつ緒しよさせていただきます」


「はぁぁぁあぁ？」


　口を大きく開け、阿あ呆ほうのような顔でリカルドはユーリを見た。


　な……何を言ってるんだ、こいつは!?　セフィアひとりでさえも持て余し気味なのに、こいつまでくっついてきたら、とんでもなくややこしく、果てしなく面めん倒どうなことになるだろうが！


「いや……俺には、どうしてあんたがついてくると主張するのかが、さっぱり判らないんだけど」


「だって」


　ユーリは少し拗すねたような顔になって言葉を継ついだ。


「次に僕が女子になったとき、リカルド様がいてくれないと経験できないじゃないですか。そして、僕がいつ女子に戻もどるか判らない以上、僕はいつでもリカルド様のお側にいるべきかと思うんです。そうですよね？」


　いやいやいや、そこで可愛らしく小首を傾げられても……ほんとに可愛いな、こんちくしょう。


　ぶわぁぁっと、セフィアが燃えあがった。


　瞳ひとみだけでなく、全身が燃えている。炎ほのおに包まれている。まるで不死鳥か何かのように。


「リカルド王子様、こちらのユーリ王女……ユーリ様のお申し出、お受けになりますのですか？　いえいえ反対とか、そんなことを言っているのではございません。一いつ介かいの侍じ女じよにそのような出過ぎた真ま似ねはできませんから。ただ、同行者が増えますと、それなりの準備をしなくてはなりませんし」


　痛い熱い痛い熱い。


　串くし刺ざしにされた挙げ句に焼かれる重罪人の気持ちが少しだけ判った気がするリカルドである。


「あ、セフィア様、あなたのことは女王様から聞きき及およんでいますので、侍女の真似をなさる必要はありませんよ」


　なん……だって!?　あ、そうか。警護の兵にユーリ宛あての文ふみを持たせやがったな。どういうつもりだ、あの女王様？


　セフィアのことをユーリに報せた女王の真意が、またもや読めなくて当とう惑わくするリカルドだったが。


「む？　そ、そうか。ばれておったのか。ならば話が早いの」


　一方のセフィアはあっさりと流し、ぎりぎりと首を巡めぐらせた。


「で、リカルド殿どの、ユーリ様のお申し出、どうするおつもりかな？」


「いや……どうするもこうするも……俺は断れる立場にはないし……」


「ほほう？　では一緒にお連れすると？　そしてユーリ殿が女子に戻った途と端たん、すかさずやってしまうと？　美お味いしくいただいてしまうと？」


「いやいや、俺が言いたいのはそういうことじゃないからね？　まぁ……結果的にはそうなるのかもしれないけど？　だからといって俺がそれを期待しているとか、そういうことは全然ないからね？」


「うぬぬぬぬぬ」


　セフィアは強く激しく歯は嚙がみする。


「こうなったら、吾われもついていくぞ。どこまでも。いつまでも。ユーリ殿がリカルド殿と行く限り、吾も行くのじゃ！　地の果てまでも！」


　ああ、もう、何がなんだか判らなくなっていくよ。俺はどうすりゃいいんだ……。


　リカルドは洒落しやれでも冗じよう談だんでもなく頭を抱え込んだ。


　そんなリカルドを見下ろす十二の瞳が。


「早くも後宮ハーレム状態ですか。羨うらやましいなぁ」


　とこれはマリウス。


「駄だ目めだ。この世界は腐くさりきっている」


　とこれはアイオリッタ。


「美味しい話に負けなイクラい美味しい料理を作ってご提供いたし鱒ます」


　とこれはネゥネゥ。


「警護する方が増えて大変ですが、頑がん張ばります。そしてユーリ様が女子になることが決まるその瞬しゆん間かんも、ひっそりとお側で警護を」


　とこれはカオルゥ。


「応おう援えんいたします、王ひ女め様。どうか負けないで」


　とこれはリィシャ。


　各人各様の思いを抱えたまま、リカルドの旅は続く。


　次に会う婚こん約やく者は、ロサ・ロゼ王国のエルメンネッラ王女である。
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　ロサ・ロゼ王国のノリス城。


　次にリカルドが会う予定にしているエルメンネッラ・ノリスノーラ・ローゼゥスの居城である。


　その王宮の一室。


　かなり派手な作りのその部屋に、城主であり、リカルドの婚約者でもあるエルメンネッラがいた。


　部屋の作りに負まけず劣おとらず派手な衣装を身に纏まとい、長なが椅い子すにしどけなく体を投げだして侍女エルエラと話をしているのがエルメンネッラである。


　勝ち気そうな表情で、身長が高く胸も大きく、大人びた雰ふん囲い気きだ。これで彼女が高飛車で出しゃばりだったら、セフィアがそうであれと願う王女像そのままなのだが……。


「ねぇ、エルエラ」


「はい、なんですか、エメ様？」


　一方の侍女は小こ柄がらで髪かみが短く目がくりくりとしていて、どことなく栗り鼠すを連想させる。


「遅おそいわね」


「夕食ですか？　まだ昼食を食べてから一刻ほどしか経っていませんよ？」


「なに呆ぼけたことを言っているのかしら、この子は」


「あれ？　違ちがいました？」


「わたくしが言っているのは、リカルド王子が遅いわね、ということ」


「あ、そういえば……出発の日程を思えば、今日辺り、このお城へお見えになってもよさそうなものですよね」


「まったく。人をさんざん待たせて、何様のつもりかしら」


　え？　あの……まだ、さんざんは待っていないのでは？


　と思ったエルエラだが、そんなことを口に出して突つっ込こめはしない。恐こわくて。何しろ、エルメンネッラの機き嫌げんを損ねると自分が大変なことになるのだ。


「彼はいつ来るのかしら？」


「やはり婚約者様にお会いできるのが待ち遠しいんですね」


「別に待ち遠しくはないわ。ただ、リカルド王子が早く来てくれないと、わたくしが活かつ躍やくできないではないの。本来なら、この巻の後半は、このわたくしが大活躍するはずでしたのに」


「いえいえ、この巻とか、意味が判らないですってば」


「最近はあまり面白いこともないし、退たい屈くつなの。早く婚約者で遊びたいの」


「本音が出ましたね！」


「わたくしを楽しませてくれれば、わたくしも楽しませて差しあげるのに」


　どこまで本気なのやら、エメ様は。でも……リカルド王子様も、エメ様なんかを婚約者にして、大変だなぁ。いったいエルメンネッラ様、リカルド様にどんな無理難題を押しつけるつもりなのやら。


　まだ見ぬリカルド王子に、ちょっと同情してしまうエルエラだった。
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あとがき

　あとがき……という名の引っ越しレポートかもしれない何か
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　前巻のあとがきで「夏前には移住できるかな」などと書いた舞まい阪さかの札さつ幌ぽろ移住計画ですが、なんと十一月半ばに完了してしまいました。あらあら驚き。世の中には勢いがつくと止まらないという事態はたしかにあるのですね。


　気がつけば引っ越し業者に見積もりを依い頼らいし、気がつけば引っ越し日が決まっていて、慌あわただしく準備を続け、気がつけば引っ越し当日になっていて、気がつけば札幌の新居で段ボール箱の山に囲まれていました。





　それにしても、見積もりは相あい見み積つが大事。





　一社目と二社目、最初の金額は笑ってしまうほど似通っていたんですが、二社目の営業担当者に金額がほぼ同じであることを告げると、その人、いきなり大ハッスル。何度も何度も本社の上司へ電話をかけ、最終的に大幅値引きした料金を提示してきました。なんと最初の見積額との差額が十万円！　これにはビックリ。


「この場でハンコもらえれば、これで行かさせていただきます」


　と言うので、その俠おとこ気ぎにほだされ（笑）、舞阪はその場でハンコを押したのでした。


　まぁ、十万円値引きがあっても、引っ越し代、ン十万なんですけどね。やっぱり、埼玉から北海道までの距離がハンパじゃないんだわ。





　そして愛車を回送業者に渡し。


　迎えた引っ越し当日、十一月十五日。


　といっても、今回は全部で三日、いや三日半かかる。





　引っ越し前日に荷作り部隊が来らい襲しゆう、半日かけてあらゆる物を荷作り。


　一日目は所沢の部屋から荷物を搬はん出しゆつし。


　二日目は舞阪自身が札幌へ移動。


　三日目に荷物を搬入するという大がかりな引っ越し。





　前の日に荷作り部隊が荷作りしておいてくれたから、当日に舞阪がすることはほとんどありません。持っていく物と捨てる物を指定するだけ。かなり物を捨てました。


　搬出は午前中で終了。呆あつ気けないくらい。


　その後、すべての荷物が運びだされたガランとした部屋で、ハウスクリーニング業者が来るのを待っているのが辛つらかった。


　ハウスクリーニングをしているあいだ、舞阪は近くのファミレスでお茶を飲みつつ読書して時間を潰つぶす。


　ハウスクリーニングが終わり、仲介の不動産業者が来て鍵かぎを返し。


　めでたく明け渡し終了。


　その部屋が舞阪の自宅ではなくなった瞬しゆん間かんです。


　でも、とくに感傷的にもならず。


　やれやれ、ようやく半分終わったか。


　そんな気分でしたね。


　そして、所ところ沢ざわ在住の某ぼう絵え描かきさんとお茶を飲んでお別れを言って、舞阪はその日に泊まることになっているホテルへと向かったのでした。


　夕刻になって降りだした冷たい雨の中、舞阪は蒲かま田たのホテルにチェックイン。コンビニで買ってきた夜食をひとりで侘わびしく摂とって、風呂に浸つかって早々に寝てしまいました。だって翌朝、早いから。
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　そして翌日、十一月十六日。


　この日は舞阪が札幌へ移動するだけ。荷物を積んだトラックは、たぶん東北自動車道を走っているのじゃないかな？　それとも、フェリーに乗ったのだろうか。


　京けい急きゆう蒲田から羽はね田だ空港まで十分かそこらとはいっても、朝一の飛行機に乗るため、五時過ぎにホテルを出て羽田空港へ向かいます。


　そのホテルに泊まるのは二回目だったにも拘かかわらず、京急蒲田駅へ向かうときに軽く道を間ま違ちがいました。


　舞阪は地図を読むのが好きで、地図を頼りに知らない道を歩ける（車で走れる）タイプの人間なのですが、その日はどういうわけか曲がるべき箇か所しよを間違え、あらぬ方向へ数分歩いてしまいました。なんだろうね。心はすでに札幌へ飛んでたとか、そういう集中力の欠けつ如じよがあったのかもしれません。


　が、直すぐに気づいて正しいルートに復帰し、無事に京急蒲田駅に到着、予定の電車には余裕で間に合いました。


　そして羽田空港へ。


　引っ越し準備のためにこのあいだも往復したばかりだけど、札幌へ行くのに片道のチケットしか持っていないというのが、なんとなく違い和わ感あったりなかったり。


　そんなことを思いながらチェックイン。


　待合室で本を読みながら搭とう乗じようを待ち。


　やがて搭乗開始。


　離陸してからおよそ一時間半で新しん千ち歳とせ空港です。


　次に羽田に来るときは「帰ってくる」のではなく「上京しにきた」とき。ちょっと不思議な感覚でした。


　札幌はそれなりに寒かったものの、十一月なら、まぁこんなものかという程度。


　駅で買い物をして、荷物があったのでタクシーで自宅（となるマンション）へ。札幌駅からタクシーに乗っても千円ちょっとで家に着くというのは心強い。所沢駅から自宅までタクシー使うのより安いよ！


　そんなこんなで自宅に入る。


　一度出て、近所のホームセンターなどで買い物したあと帰宅。テレビと冷蔵庫の配達があるから、自宅で待機。


　午後、テレビと冷蔵庫が配達されてきました。


　テレビは、ようやくデジタルテレビにグレードアップ。今まではアナログテレビだったからね。サイズも三七インチにサイズアップ。やっぱ迫はく力りよくがあるね。


　そして、冷蔵庫。


　デカっっ。


　店で見たときはあまり大きいとは感じなかったのに、自宅のキッチンに入れてみると、大きすぎだわ、これ。吹雪ふぶきで家に閉じ込められたときのために大きな冷蔵庫が必要だろってことで、一人暮らしには不相応な大きさを買ったのはたしかだけど……ここまで大きいとは誤算だった。


　家電量販店はフロアも広いし天井も高いし、そこに並んでいるときと家のキッチンに置いたときとでは、受ける圧迫感が違うのだろうね。


　ちょっと失敗したかも……という後こう悔かいを覚えつつ、でも買ってしまったものは仕方ないわけで。


　せっかく大きな冷蔵庫が来たのだし、食料を買いだしに行くことに。


　今までの感覚だとかなり買い込んだはずが、入れてみたら、冷蔵庫、まだスカスカ。


　やっぱりデカいわ、これ。


　そんなこんなで、二日目の日が暮れていくのでした。


　下準備に来たときに買った布団があるから、今夜はゆっくりと寝られる。
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　三日目、十一月十七日。


　今回の引っ越しのハイライト、荷物搬入の日。


　と身構えることもなく、業者さんのトラックが到着して、次々に段ボール箱が運び込まれていく。舞阪はどの段ボール箱をどの部屋に置くかを指示するものの、基本的に見てるだけ。あっという間に（でもないか）作業は終わり、すべての部屋が段ボール箱で埋まったのでした。


　あ、その前に車が届いたんだっけ。


　それはさておき。


　段ボール山脈を見上げて途と方ほうに暮れるわたし。


　その大半が書しよ籍せきである。


　書しよ棚だなを配置し、段ボール箱を開かい梱こんして、あるべきところに本を並べていくという作業を想像すると気が遠くなりそう。


　でも、やるしかないのですけどね。


　幸い時間はたっぷりある。何しろ、ここが自宅なのだから、いつまでかかっても平気なわけで。できるときに少しずつ進めていけばいいのさ、と自分を鼓こ舞ぶしつつ、でも開梱は後回し。新生活に必要な物などを買い足しに出かけ、その日は終了。


　いよいよこの日から札幌での新生活がスタートしたのでした。





　　　４





　その翌日、十八日は、午前中に区役所へ行って、転入届けや印いん鑑かん登録、国保や年金などの手続きを済ませる。これで正式に、公式に、晴れて札幌市民となったわけで、さすがに少し感かん慨がいがある。


　ついでに区役所近くにある日産のディーラーに寄って、ナンバーの変更やタイヤの保管などをお願いする。


　午後は、スカパーのアンテナやエアコン、洗濯機の設置業者が来るので、昼食を食べたあと、早々に家に戻もどることに。でも来たのは夕方だったけど。


　夜までかかってスカパーのアンテナ、エアコン、洗濯機が設置されました。これでだいたい生活のための必要な品が揃そろった感じ。何よりＪリーグの試合が見られるようになったのが嬉うれしい（喜ぶのはそこか!?）。
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　かくして舞阪の札幌移住計画は無事に完了し、現在に至るわけです。


　思い立って、そのまま決定。原稿を抱かかえながら忙せわしなく準備に明け暮れているときは、いったいどうしよう、本当に移住できるのか!?　などと不安になったものですが、終わってみればどうということもなく、ごく自然に札幌生活を始めている自分を発見。というか、すでに思い切り馴な染じんでいるのがむしろ恐こわいくらい（笑）。


　この冬を乗り切れればわたしの札幌生活はこの先もずっと続き、きっとここが終ついの棲すみ家かとなるのでしょう。それもまたよし。今は札幌での新生活を満まん喫きつしようと思っています。何より、関東平野の地じ獄ごくのようなあの猛もう暑しよを味わわなくてもいいのだと思うと心が軽い。冬の寒さはちょっと恐いけど。


　ということで、ここまで、北の大地からの移住レポートでした。
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　移住の総そう括かつ。





　新生活をスタートさせるのってお金がかかるね！





　いやもう本当に。


　直接、間接、すべてひっくるめると、文庫本一冊分の印税が吹っ飛んでいきましたよ？　しばらくは慎つつましい生活を送らなければ。今の心境としては、来年は今年以上に働かないとアカンな……ってところです（苦笑）。





　とりあえず、移住してきて半月。


　今のところ恐れていたような厳しい寒さは襲おそってきてません。むしろ、拍ひよう子し抜ぬけかも。北海道、どうやら暖冬傾向みたいですね。とはいえ、あと一、二週間で雪に埋もれるのは間違いないんでしょうけど……どうなるかなぁ。





　　　７





　さて、ここからが本当（？）のあとがきです。


　が、すでにかなりの紙数を使ってしまったので、サクっと簡単に。





　一巻発売から、あいだ二ヶ月という短期間でお届けすることになった「乱☆恋」の第二巻。執筆と引っ越し（の準備期間）が重なってかなり大変でしたが、根性でなんとか乗り切りました。もしかしたら、ランナーズハイにも似た状態だったのかも。ともかくバタバタで担当さんと絵師様にはご迷めい惑わくをおかけしたかもしれません。伏して感謝を。


　三巻も、それほど間まを置かずにお届けできるでしょう（わたしがちゃんと原稿を書けば、ですが）。





　で、最後に恒こう例れいの出版情報。


　二〇一〇年の十一月には「サムライガード７」と「ガブリエラ戦記Ｉ」が発売になりましたけど、もうお買いあげいただきましたか？　このあとは「ガブリエラ戦記II」が二月に出るはずです（わたしがちゃんと原稿を書けば、ですが）。


「サムライガード」はこの七巻が最終刊となりましたが、このあと二期目がスタートする予定です。タイトルは……たぶん「真サムライガード」（笑）。絵師さんが代わるので、少し雰囲気も変わるかもしれません。ですが、愛香や毬藻そのものは今までと少しも変わらないでしょう。一巻目は、おそらく初夏には出せるかと。ご期待ください。


　たぶん「乱☆恋３」は、それと同じ頃に出るのではないかな？


　他にも某レーベルの新企画を進めないといけないのですが、いろいろと厳しい。





　というところで、次は二月に「ガブリエラ戦記II」でお会い……できるといいな。





二〇一〇年十二月吉日




舞阪＠晴れて札幌市民　洸





著者


舞阪洸


●まいさかこう








乱らん☆恋こい２


婚約者は16人!?





舞まい阪さか　洸こう
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